
第3節 B区の調査
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B-21号住居鼈

1 にぶい黄褐色土 ローム粒を少し含む。焼土粒を多く含む。

2 にぶい黄褐色土 ロームブロックを少し含む。

3 にぶい黄褐色土 ロームプロック ・焼土粒を少し含む。

4 明褐色土焼土粒 ．灰を少し含む。

5 にぶい黄褐色土 焼土を多く含む。

6 にぶい黄褐色土 焼土粒をごくわずか含む。
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第210図 B-21号住居鼈掘方平・断面図、出土遺物

8-22号住居 （第211・212図、第 8表、PL.64・77)

B区南東付近にある。周囲に遺構がなく、全く単

独で存在している。

位置 X =29726~731、Y= -42722~728 

重複遺構 なし

形態 南東から北西を長軸にとる長方形。

方位 N-68°-W  

規模 長軸4.30mX短軸3.20m

面積 13.21m2 

壁高 12cm 

床面 掘方底面は、中央部と、南から西壁に沿って

深く掘られている。その底面からローム ・ブロッ

クを多く含む黄褐色土を10cmほど埋めて、床面を

構築している。

柱穴 確認できなかった。

貯蔵穴 調査区内では未確認。

周溝 確認できなかった。

鼈 住居東壁のやや南寄りに造られている。焚き口

幅63cm、長さ55cmである。覆土には焼土を多く含

む。燃焼部付近の使用面下層は、径50cmx 30cmの

範囲で掘り窪めていた。

遺物 遺物は住居全域から出土しているほか、掘方

からも少なからず出土している。 1は土師器坪、

2は須恵器坪、 3は須恵器高台付碗、 4は須恵器

皿、 5~8は土師器甕、 9は土師器台付甕である。

2の須恵器坪の内外面には墨書があり、いずれも

「山」と判読できる。その他、土師器片多数、須

恵器片、焼成粘土塊が出土している。

所見 出土遺物と住居の形態から、時期は 9世紀後

半であると考えられる。
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B-22号住居

1 暗褐色土 ローム粒を全体的に少し含む。ロームブロック

・焼土をわずかに含む。しまりなし。

2 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。
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第211図 B-22号住居・掘方平・断面図、出土遺物（ 1)
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第3節 B区の調査
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B-22号住居鼈

1 にぶい黄褐色土 ローム粒 ・ロームプロック含む。

2 暗黄褐色土 ロームプロックを主体とする。焼土を少し含む。

3 明褐色土 ロームブロックを少し含む。焼土を多く含む。

4 明褐色土 ロームブロック ・焼土を少し含む。焼土粒をわず

かに含む。

5 褐色土 ロームブロックをわずかに含む。焼土を少し含む。

6 褐色土 ロームブロックを多く含む。

7 明褐色土 焼土 ・焼土プロックを多く含む。

8 暗褐色土 ロームブロックを多く含む。しまりあり。

10 暗褐色土 ロームプロック少し含む。焼土粒をわずかに含む。

11 褐色土 ロームブロックを多く含む。

12 暗褐色土 ロームブロック ・焼土粒 ・炭化物を含む。

13 暗褐色土 ロームブロックをわずかに含む。

゜
1 : 30 lm 

＼ 
＼＼ 5 

v 、一 、しヘ ヽ

＼ 幻

］ 
I/ 8 

II 6 二ノ ，

゜ 1 3 
10cm 

第212図 8-22号住居鼈平・断面図、出土遺物 (2)
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第4章細谷八幡遺跡

B-23号住居 （第213• 214図）

B区東部南端にある。住居の大部分が調査区外と

なる。

位置 X =29723~725、Y= -42734~740 

重複遺構 なし

形態 大半が調査区外に位置しているため、全形は

不明である。

方位 N-5°-E 

規模 長軸(1.22)m X短軸5.00m

面積 (4.79) m' 

壁高 21cm 

床面 掘方底面にはかなり凹凸がある。それらを

ローム ・ブロックを多く含む暗褐色土で20cmほど

埋め戻して床面を構築している。

貯蔵穴 鼈右袖の脇付近にある。長径58cm、短径56

cm、深さ20cmの楕円形である。

鼈 住居北壁のほぼ中央に造られている。焚き口幅

58cm、長さ47cmである。覆土には焼土を少量含ん

でいた。

遺物 土師器や須恵器の小破片がわずかに出土して

いるのみであり、図示できなかった。

所見 全形が不明であり、遺物もあまり出土してい

ない。詳細は不明だが、時期は古代であると考え

られる。
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B-23号住居

1 表土

2 暗褐色土 ローム粒 ・焼土粒を少し含む。しまりあまりなし。

3 暗褐色土 ロームプロックを含む。しまりあまりなし。

4 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。粘性ややあり。
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第213図 B-23号住居・掘方平・断面図
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第 3節 B区の調査
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B-23号住居鼈

1 暗褐色土 ローム粒・焼土をわずかに含む。ややしまりあり。

2 暗褐色土 ローム粒を少し含む。しまりややあり。

3 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。しまりあり。

4 暗褐色土 ローム粒・焼土を少し含む。しまりややあり。

5 暗褐色土 焼土粒を多く含む。しまりあり。

6 暗褐色土 ローム粒を含む。しまりややあり。

7 暗褐色土 焼土粒 ・ローム粒を多く含む。しまりあり。

8 暗褐色土 ローム粒を少し含む。しまりややあり。

9 黄褐色土 ロームプロックを多く含む。
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第214図 B-23号住居鼈・掘方平・断面図
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第4章細谷八幡遺跡

2 土坑 ・粘土採掘坑

B区では、42基を土坑として認定した。 B区は平

成14年度と平成17年度とに調査を行っているが、平

成17年度はそれまでの方針と異なり、近現代のもの

まで遺構として認定していた。そのため、平成17年

度調査の図面と平成14• 15年度調査の図面は、遺構

の密度が大きく異なる結果となった。整理作業では、

平成17年度調査の調査時に土坑と認定したものをす

べて遺構とはせず、ある程度の径と深度を有するか、

あるいは、まとまって遺物を出土したもののみを土

坑として認定した。土坑の多くは周辺住居よりも時

期が新しいと考えられるが、住居の遺物が流れ込ん

でいると思われる土坑が多く、時期を判断すること

の難しいものが多かった。いずれにせよ、土坑の時

期は周辺住居と同様に古代に属するか、近世以降の

比較的新しいもののどち らかであると考えられる。

馬骨がまとまって出土した土坑は 1基(B-41土坑）

ある。馬骨について詳しくは、第5章第3節に取り

上げた。

以下、注目すべき土坑について詳述する。それぞ

れの形態 ・規模については、一覧表と遺構図を担げ

た。

B-1号土坑遺物

B -1号土坑 （第215図、第8表、 PL.77)

本遺構はB区西側の北壁近くに位置し、 B-10号

溝と重複する。本遺構はB-10号溝よりも新しい。

平面の形状は不整形であり、東北から西南に長軸を

とる。断面はやや不整形な箱状である。深さは最も

深いところで36cmである。底面はやや丸味を帯びる。

本遺構からは、1の縄文土器の破片がまとまって出

土している。本遺跡の中では縄文土器が最もまと

まって出土した土坑であるが、この縄文土器は混入

品であると考えられる。
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第215図 B -1号・ 2号土坑平・断面図、 1号土坑出土遺物
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第3節 B区の調査

B-3号土坑 B-4号土坑
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B-6号土坑 （第216図、 第8表、PL.77)

本遺構はB区の中央やや西寄りに位置する。 平面

の形状は円形である。断面は、深度の一定しないや

や不整な皿状である。深さは底部の西端が最も深く

15cmほどあるが、東側に向かって緩やかに浅く なり、

底部の東端は 5cmほどである。本遺構からは、 1の

火鉢片が出土している。その他にも小片の十能瓦片

や陶器片が出土しているこ とから、本遺構は近世以

降のものであると考えられる。
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第216図 B-3号～7号土坑平・断面図、 6号土坑出土遺物
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B-8号土坑
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B-l1号土坑 （第217図、第8表、 PL.77)

本遺構はB区西側の中央やや北寄りに位置する。

平面の形状は円形である。断面は逆台形状であり、

深さ23cmである。底部は概ね平坦である。遺物は、

1の須恵器高台付碗が出土している。その他、土師

器片がわずかに出土している。
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1 褐灰色土 ロームプロックをわずかに含む。

2 褐灰色土 ロームブロックを少し含む。
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第217図 B-8号～12号土坑平・断面図、 11号土坑出土遺物
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8-13号土坑
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第 3節 B区の調査
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B-17号土坑

l 褐灰色土 ローム粒を含む。しまりあり。
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B-16号土坑

1 褐灰色土 ローム粒を含む。しまりあり。

B-15号土坑

1 褐灰色土 ローム粒を含む。しまりあり。

B-18号土坑
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l 灰色土 砂質。砂粒を含む。
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第218図 B-13号～18号土坑平・断面図
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B-19号土坑
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B-22土坑 （第219図、第 8表、PL.78)

本遺構は、 B区の中央やや西寄りの北壁付近に位

置し、 B-1 • 3 • 18号溝と重複する。本遺構は、

いずれよりも新しい。平面の形状はやや不整形な楕

円形であり、北東から南西に長軸をとる。断面は皿

状、底部は平坦であり、深さは13cmほどである。埋

土には焼土を含む。本遺構からは、 1の土師器高台

付碗、 2• 3の土師器甕が出土している。その他、

土師器片、須恵器片、焼成粘土塊が出土している。

出土遺物と遺構の切り合い関係から、本遺構の時期

は古代と考えられる。
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第219図 B-19号～22号土坑平・断面図、 22号土坑出土遺物
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第220図 B -23号～28号・ 30号土坑平・断面図
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第4章細谷八幡遺跡

B -29号土坑 （第211図、第8表、 PL.77)

本遺構はB区のほぼ中央北寄りに位置する。平面

の形状はやや不整な楕円形であり、北東から南西に

長軸をとる。断面は北東側が急峻に70cmほど落ち込

み、南西側は 5~15cmと浅い、 2段の落ち込みの土

坑である。本遺構からは、 1の土錘が出土している。

その他、土師器片や須恵器片が出土している。
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2 黒褐色土黒色強い。しまりあり。
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B-29号土坑遺物

B-32号土坑 （第221図、第8表、 PL.77)

本遺構はB区中央の南側に位置する。平面の形状

は楕円形であり、東北から西南に長軸をとる。断面

は皿状であり、底面はほぽ平坦である。遺物は 1の

灰釉陶器片のみ出土している。
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B-34号土坑

1 褐灰色土 しまりあり。 ゜
1: 40 lm 

ロー
第221図 B-29号・ 31号～34号土坑平・断面図、 29号・ 32号土坑出土遺物
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― B-35号土坑 B-36号土坑
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ロニロ／
B-37号土坑遺物

B-37号土坑

I ¥ 1 暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを

多く含む。

B-36号土坑

1 明褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを少し含む。

2 明褐色土 ローム粒 ・ロームプロック・炭化物含む。

3 にぶい黄褐色土 ローム粒・ロームプロックを少し含む。

4 にぶい黄褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを少し含む。粘

性ややあり。

5 にぶい黄褐色土 ロームブロックを少し含む。しまりあり。

B-38号土坑

A' 

l~-I 

A L=36.50 

ベ
A' 

B-38号土坑

1 にぶい黄褐色土 ロームブロックを多く含み、明褐色土を斑

状に含む。

◎]/1 
゜

1: 1 2.5cm 

゜
1: 40 1.m 

第222図 B-35号～38号土坑平・断面図、 37号土坑出土遺物
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B-39号土坑

尋〖

ーキ之

A A' 

な
匁

___A_ L=36.40 A' 

B-39号土坑

1 暗褐色土 ローム粒を含む。粘性 ・しまりあり。

2 暗褐色土褐色土を少し含む。

8-41号土坑 （第223図、 PL.65)

本遺構はB区の中央やや東側に位置し、B-18号

溝と重複する。本遺構はB-18号溝よりも新しい。

平面の形状はやや不整な長方形である。底面は、西

側から東側へ緩やかに低くなる。断面はやや不整形

な皿状である。本遺構からは、馬骨が出土している。

その他には、遺物は出土していない。
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B-42号土坑

1 暗褐色土 ロームプロックを多く含む。しまりあまりなし。

2 暗褐色土 灰褐色粒を少し含む。しまりあまりなし。

第223図 B-39号～42号土坑平・断面図
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二
I I I 

一真ロニロニニ ロニ――
I I 

I 

v ̀ 勺 1;2

゜
I: 2 5cm 

゜
l: 3 

10cm 

第224図 8-42号土坑出土遺物

B-1号粘土採掘坑 （第225図、第8表、 PL.78)

2区北西隅にある。当初溝として調査を行ったが、

底面の形態から粘土採掘坑と判断したものである。

位置 X =29761~765、Y=-42815~819 

重複遺構 なし

形態 南側の立ち上がりが確認できただけであるた

め、全体の形態は不明である。底部の形態からみ

ると、東側 ・西側 ・北側には拡がっていると推測

される。いくつかの土坑が連続するような形態で、

それぞれの断面形は皿状である。

規模 検出全長 16.24m 上幅 0.30m

底幅 0.12m 深さ 0.09m 

遺物 1の土師器高台付塊が出土している。

所見 遺物の出土状況と、周囲の攪乱と判断した穴

との重複関係から、近世以後の比較的新しい土坑

で、近現代まで使用されていた可能性が強いもの

と考えられる。内部から出土した須恵器片、土師

器片については、表面がやや摩滅しており、明ら

かに混入品である。
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I: 3 10cm 

A L=36.40 

区

外

A' B-1号粘土採掘坑

1 褐灰色土砂粒を多く含む。

2 黄灰色土 ロームプロックを含む。しまりあり。

3 黄灰色土 ロームプロックを多く含む。しまりあり。

゜
1: 60 2m 

第225図 8-1号粘土採掘坑平・断面図、出土遺物
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第7表 B区土坑一覧表

位置
大きさ (m)

位No. 方 備 考
長軸 短軸 深さ

1 754-813 1. 91 1.15 0.36 N-65°-E B-10号溝と重複、本遺構の方が新しい。

2 753-816 0.96 0.80 0.20 N-15°-E B-6号溝と重複、本遺構の方が新しい。

3 740-826 1.29 0.73 0.27 N-52°-W  B-1号住居と重複、本遺構の方が新しい。

4 740-825 0.58 0.52 0.28 N-27°-W  B-1号住居と重複、本遺構の方が新しい。

5 749-808 0.94 0.64 0.19 N-66°-E 

6 750-804 0.88 0.79 0.15 N-67°-W  

7 733-812 (0.68) 0.40 0.43 N-54°-E B-7号溝と重複、本遺構の方が新しい。

8 734-803 0. 72 0.56 0.41 N -90° ， 748-794 1.16 0.85 0.34 N-55°-W  
10 749-790 (0.40) 0.35 0.12 N-83°-W  B-20号溝に隣接する。

11 747-791 0.32 0.30 0.23 N-63°-E 

12 736-794 1.02 0.98 0.40 N -90° 

13 746-788 0.73 0.65 0.19 N-17°-E 

14 746-787 0.51 0.33 0.18 N-35°-W  

15 747-785 0.74 0.64 0.16 N-5°-E 

16 747-782 0.75 0. 71 0.17 N-25°-E 

17 744-789 0.66 0.45 0.11 N-84°-W  

18 744-787 0.79 0.55 0.09 N-50°-E 

19 743-785 0.76 0.60 0.14 N-58°-E 

20 733-787 0.86 0.75 0.09 N-18°-E 

21 733-786 0.51 0.44 0.21 N-43°-E 

22 754-779 1. 26 1.02 0.13 N-40°-E B -1 • 3 • 18号溝と重複、本遺構がいずれよりも新しい。

23 746-777 0.84 0.73 0.19 N-59°-W  

24 736-776 0.94 0.70 0.38 N-76°-E 

25 736-770 1. 30 0. 77 0.16 N-0° 

26 735-771 0.91 0.77 0.21 N-50°-E 

27 753-764 0.34 0.29 0.23 N-50°-E 

28 752-760 0.68 0.47 0.30 N-53°-E 

29 749-760 1.36 0.71 0.90 N-52°-E 

30 742-766 0.83 0.75 0.08 N-40°-W  

31 736~766 1.20 1.11 0.25 N-3T-E 

32 732-771 0.62 0.42 0.10 N-61°-E B-14号溝と隣接する。

33 730-769 1. 40 0.70 0.29 N-68°-E 

34 729-765 1. 22 1.10 0.30 N-0° B-9号住居と重複、本遺構の方が新しい。

35 728-765 1.52 1.10 0.21 N-14°-E B - 9 号住居 • B-34号土坑と重複。住居よりも新しく B-

34号土坑よりも古い。

36 754-750 (2.08) 0.44 0.67 N-85°-W  B-37号土坑と重複、本遺構の方が古い。

37 751-750 (3.05) 1.00 0.33 N-l°-E B-36号土坑と重複、本遺構の方が新しい。

38 752-748 (2.15) 0.99 0.14 N-5°-E 

39 727-753 1. 93 1. 26 0.45 N-89°-W  

40 724-753 0.94 0.79 0.30 N-70°-W  

41 745-742 1. 28 1.11 0.32 N-16°-E B-18号溝と重複、本遺構の方が新しい。

42 747-740 3.09 1.30 0.18 N - 0° 
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3 溝

B -1号溝 （付図 l、第226図、第8表、 PL.78)

B区北壁際やや西寄りにある東西方向の溝であ

る。

位置 X =29749~758、Y= -42756~796 

重複遺構 B-2号住居、 B-3 • 18 • 19 • 20 • 23 

号溝と重複する。遺構平面確認により、本遺構は

B-2号住居、 B-3号溝よりも新しく、 B-17・

18 • 20 • 23号溝よりも古い。

走向 N-88°-W  

形態 わずかに蛇行しながら走向する。断面は皿状

である。 B区北壁際から現れ、 B-2号住居と重

複する付近で消失する。

規模 検出全長 24.00m 上幅 0.30~0.80m

底幅 0.10~0.30m 深さ 0.15m 

遺物 1は土師器坪である。その他、土師器片や須

恵器片多数、灰釉陶器片などが出土している。

所見 出土遺物は土師器を中心に古代に属するもの

が多く出土しているが、溝の深度があまりなく、

形態的には不明瞭である。時期は不明である。

゜
1: 3 

lOcn彎

第226図 B-1号溝出土遺物

8-2号溝 （付図 1)

B区中央西側やや北寄りにある東西方向の溝であ

る。

位置 X =29747~753、Y= -42773~794 

重複遺構 B-4. 5号住居、 B-20号溝と重複す

る。遺構平面確認と土層断面の観察により、本遺

構はいずれよりも新しい。

走向 N-78°-W 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は蒲鉾状である。

B-20号溝と直交する。 B-20号溝の西側付近か

ら現れ、 B-4 • 5 号住居と重複した後に B- 5 

号住居の東側で消失する。

規模 検出全長 (2. 0) m 上幅 0.40m

底幅 0.30m 深さ 0.12m 

遺物 なし

所見 遺物は確認できなかったが、溝の規模・走向・

他の遺構との新旧関係などから、時期は近世以降

であると考える。

B-3号溝 （付図 1)

B区北壁際の中央から西側にある東西方向の溝で

ある。

位置 X =29754~760、Y= -42779~820 

重複遺構 B -1 • 11 • 18 • 19 • 20号溝、 B-22号

土坑と重複する。遺構平面確認により、本遺構は

B-18号溝よりも新しく、 B-1 • 11 • 19 • 20号

溝、 B-22号土坑よりも古い。

走向 N-82°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は皿状である。

B区北西隅付近から北壁際を東方向に走向し、

B -1 • 18号溝と重複した辺りで消失する。

規模 検出全長 (41.01) m 上幅1.10m

底幅 0.46m 深さ 0.06~0.16m 

遺物 なし

所見 重複関係ではB-11号溝よりも古く、 B-18

号溝よりも新しいことから、古代～近世のいずれ

かの時期であると考えられる。

B-4号溝 （第228図）

B区西端付近にある南北方向の溝である。

位置 X =29735~753、Y= -42824~826 

重複遺構 B-1号住居、 B-7. 8号溝と重複す

る。遺構平面確認により、本遺構はB-1号住居

よりも新しく、 B-7. 8号溝よりも古い。

走向 N-0° 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は皿状である。

B-5号溝と並走する。 B区西壁のほぼ中央から

現れて、南壁に走行する。

規模 検出全長 16.24m 上幅 0.30m
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底幅 0.12m 深さ 0.09m 

遺物 なし

所見 遺物が確認できなかったため、時期は不明で

ある。

B-5号溝 （第227~229図、第8表、 PL.65・79)

B区西端付近にある南北方向の溝である。

位置 X =29734~757、Y=-42822~825 

重複遺構 B-7 • 8 • 9号溝と重複する。遺構平

面確認により、本遺構はいずれよりも古い。

走向 N-0° 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は上位から20cm

付近までは緩やかな傾斜であるが、その下位はや

や急になる。 B区西壁のやや北寄りから現れ、B

区南壁に向かって延びていく。

規模 検出全長 20.14m 上幅1.58m

底幅 0.40m 深さ 0.50m 

遺物 1は須恵器高台付碗、 2は土師器器台、 3は

須恵器甕、 4~22は土錘、 24• 25は縄文土器片、

23は石斧である。その他、土師器片や須恵器片が

多数、縄文土器片や灰釉陶器片などが出土してい

る。

所見 本遺跡の遺構の中では、最もまとまって土錘

が出土している。遺物の出土状況から、時期は周

辺の住居と同様に古代であると考える。
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第227図 8-5号溝出土遺物 (1)
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7
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A L=36.40 A' 

B-4号溝

B-5号溝A-A'

1 黒褐色土 ローム粒を含む。粘性あり。

討〕

1
 

＿
 

B-4号溝B-B'

1 暗褐色土 ローム粒を含む。

B-5号溝C-C'

1 暗褐色土 ロームブロック・ローム粒・焼土粒を

わずかに含む。

2 暗褐色土 ロームブロックを多く含む。

3 暗褐色土 ロームブロック・軽石粒・焼土粒を含

む。

4 暗褐色土 赤褐色土ブロック ・ロームプロックを

含む。

U| 

マ

゜
1: 100 5m 

セクション

゜
1 : 50 2m 

第228図 B-4号・ 5号溝平・断面図
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第229図 8-5号溝出土遺物 (2)

B-6号溝 （第230• 231図、第8表、 PL.79)

B区西側にある南北方向の溝である。

位置 X =29739~756、Y=-42816~820 

重複遺構 B -8 • 9 • 10号溝、 B-2号土坑と重

複する。遺構平面確認により、本遺構はいずれよ

りも古い。

走向 N-6°-E 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は皿状である。

北側はB-10号溝と重複する辺りから現れ、 B区

南壁に向かって延びていく。 B-8 • 9 号溝とは

ほぽ直交する。

規模 検出全長 (16.88) m 上幅 0.20~0.40m

底幅 0.10~0.22m 深さ 0.10m 

遺物 1の縄文土器片が出土している。その他、土

258 

師器や陶器の小破片、縄文土器が少数出土してい

る。

所見 重複関係ではいずれの溝よりも古いが、形態

や規模からそれらの溝と時期にあまり大差はない

と思われる。時期は近世以降であると考える。

I 1 

゜
1: 3 10cm 

第230図 B-6号溝出土遺物
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第3節 B区の調査

B-7号溝 （付図 1)

B区南西隅付近にある東西方向の溝である。

位置 X =29732~742、Y= -42807~831 

重複遺構 B-1号住居、 B-7号土坑、 B-4 • 

5号溝と重複する。遺構平面確認により、本遺構

は B-1 号住居、 B-4 • 5 号溝よりも新しく、

B-7号土坑よりも古い。

走向 N-67°-W 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は蒲鉾状である。

B区西壁南寄りから現れ、南壁に向かって延びて

8
 
4
 
7
 

号
十

し） ＜。

規模 検出全長 (24.85) m 上幅 0.28~0.50m

底幅 0.16~0.20m 深さ 0.06~0.20m 

遺物 土師器の小破片が出土しているのみである。

所見 本遺構と B-8・9・11号溝はほぼ並走し、

溝の規模や断面の形状も類似している。そのため、

これらの遺構は時期がほぼ同じで、何らかの関係

があると思われる。溝の覆土や形態から、遺物の

多くは流れ込みで、時期は近世以降であると考え

る。

L
 
舌I
 

O
N
o
o
_

士3
 
7
 

1: 100 
「 茫

L=36.30 

A_ 1 ・A...
--

セクション

゜
I : 50 

2m 

B-6号溝

1 褐灰色土 ローム粒含む。しまりあり。

第231図 8-6号溝平・断面図

B-8号溝 （付図 1)

B区西側中央付近にある東西方向の溝である。

位置 X =29738~749、Y=-42804~827

重複遺構 B-4•5·6·13号溝と重複する。遺

構平面確認により、本遺構は B-4 • 5 · 6 号溝

よりも新しく、 B-13号溝よりも古い。

走向 N-66°-W 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面はやや深い逆台

形である。 B区西壁ほぼ中央から現れ、 B-13号

溝と重複する辺りで消失する。

規模 検出全長 (23.58) m 上幅 0.54m

底幅 0.38m 深さ 0.05~0.23m 

遺物 土師器の甕片と須恵器片が出土しているが、

小破片のために図示できなかった。

所見 B-7•9·11号溝と平行する。 B-7 号溝

の所見で述べたように、本遺構の時期は近世以降

であると考える。
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B-9号溝 （付図 1)

B区西側中央付近にある東西方向の溝である。

位置 X =29743~753、Y= -42799~823 

重複遺構 B-5. 6号溝と重複する。遺構平面確

認により、本遺構はいずれよりも新しい。

走向 N-68°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形状 ・蒲

鉾状である。B区西壁の中央やや北よりから現れ、

B-17号溝の西側で消失する。

規模 検出全長 (24.62)m 上幅 0.44m

底幅 0.20m 深さ 0.10~0.15m 

遺物 土師器甕の破片が出土しているが、小破片の

ために図示できなかった。

所見 前述したとおり、 B-7 • 8 · 11号溝とほぼ

平行している。B-7号溝の所見で述べたように、

本遺構の時期は近世以降であると考える。

B-10号溝 （付図 1、第232図、第8表、PL.79)

B区西側中央やや北寄りにある東西方向の溝であ

る。

位置 X =29746~757、Y=-42770~823 

重複遺構 B-3 • 4 • 5号住居、 B-1号土坑、

B -6 • 19 • 20 • 21 • 22号溝と重複する。遺構平

面確認と土層断面の観察により、本遺構は B-

3 • 4 • 5号住居、 B-6 • 19 • 20 • 21 • 22号溝

よりも新しく、 B-1号土坑よりも古い。

走向 N-80°-W 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は逆台形もしく

はやや深い逆台形である。B区西壁から現れ、B-

22号溝とほぼ直交した後に消失する。 B-6 ・19・

20 • 21 • 22号溝とほぽ直交する。

規模 検出全長 53.5m 上幅 0.38~1.02m

底幅 0.14~0.54m 深さ 0.13~0.84m 

遺物 1 • 2は須恵器高台付塊、 3は砥石である。

これら以外に、土師器や須恵器の小破片のほか、

陶器片などの比較的新しいものまで出土してい

る。

所見 B-3~5号住居と重複しているため、住居
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から流れ込んだと思われる遺物が多数混在してい

る。比較的新しい遺物も多数出土しているため、

時期は近世以降であると考える。

＼
 

］ □口冒3

1: 3 locn 

第232図 8-10号溝出土遺物

B-11号溝 （付図 1)

B区北西隅付近から、西側やや北寄りにある東西

方向の溝である。

位置 X =29752~759、Y=-42798~816 

重複遺構 B-3号溝と重複する。遺構平面確認に

より本遺構はB-3号溝よりも新しい。

走向 N-70°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は皿状 ・逆台形

状である。西端はB-3号溝と重複する部分から

現れて 7mほど走向した後に一端途切れ、 B-3

号住居の東から再び現れて、 B-10号溝と重複す

る直前で消失する。走向が一致することから、こ

れらの溝を11号溝として同一のものと判断した。

前述したように、 B-7 • 8 · 9 号溝と平行して

いる。

規模 検出全長 （11.56) m 上幅 0.40m

底幅 0.25m 深さ 0.07~0.14m 



遺物 土師器甕片や縄文土器片が出土しているが、

小片のために図示できなかった。

所見 B-7 • 8 • 9号溝とほぼ平行する。 B-7

号溝の所見で述べたように、本遺構の時期は近世

以降であると考える。

B-12号溝 （付図 1、PL.65)

B区西半部やや南寄りにある東西方向の溝であ

る。

位置 X =29729~750、Y= -42760~809 

重複遺構 B-9号住居、 B-19 • 20 • 21 • 26 • 28 

号溝と重複する。遺構平面確認と土層断面の観察

により、本遺構はいずれよりも新しい。

走向 N-63°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形である。

西端はB-5号土坑の東側で現れ、南壁に向かっ

て延びていく。 B-19 • 20母溝とほぼ直交する。

規模 検出全長 (49.56) m 上幅 0.40m

底幅 0.18~0.21m 深さ 0.17m 

遺物 土師器や須恵器、縄文土器の小破片が少数出

土しているのみである。

所見 B-7~9 • ll号溝と走向や規模が類似して

いることから、本遺構もこれらの溝と同時期であ

る可能性がある。遺物の多くは流れ込みであると

判断して、時期は近世以降であると考える。

B-13号溝（付図 1)

B区西半部やや南寄りにある東西方向の溝であ

る。

位置 X =29736~739、Y=-42799~809 

重複遺構 B-8 • 19号溝と重複する。遺構平面確

認により、本遺構はいずれよりも新しい。

走向 N-79°-W  

形態 直線的に走行する。走向が概ね一致すること

から、本遺構はB-14号溝と同一の可能性がある。

断面は、左右がやや非対称な皿状である。西端は

B-8号溝東端の 3mほど西側から現れ、 B-19

号溝と重複した後に攪乱によって壊されて確認で

第3節 B区の調査

きなくなる。

規模 検出全長 (10.00)m 上幅 0.58m

底幅 0.24m 深さ O.llm 

遺物 須恵器片が 1点出土しているが、小片のため

図示できなかった。

所見 出土遺物がほとんど確認されなかったが、溝

の規模や覆土から時期は近世以降であると考えら

れる。

B-14号溝 （付図 1)

B区中央の南側にある東西方向の溝である。

位置 X =29732~737、Y=-42770~788

重複遺構 B-31号溝と重複する。遺構平面確認に

より本遺構が新しい。 B-21 • 26 • 27 • 28号溝と

も重複するはずであるが、重複部分にちょうど攪

乱が入ってしまい、新旧関係は不明である。

走向 N-82°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は皿状である。

西端はB-20• 21号土坑の北約2mのところから

現れ、 B-12号溝と重複する直前で確認できなく

なる。 B-26 • 27 • 31号溝とほぽ直交する。

規模 検出全長 14.70m 上幅 0.57~l.OOm

底幅 0.20m 深さ O.llm 

遺物 土師器片や須恵器片がわずかに出土している

のみである。

所見 遺物の多くは混入したものであると判断で

き、溝の形態から時期は近世以降であると考える。

B-15号溝 （第233図、第8表、 PL.66• 80) 

B区中央やや東寄りにある東西方向の溝である。

位置 X=29732~735、Y=-42742~754 

重複遺構 B-16号溝と重複する。土層断面の観察

により、本遺構はB-16号溝よりも古い。

走向 N-80°-E 

形態 緩やかに蛇行しながら走向する。断面はやや

急峻な法面をもつ逆台形である。 B-16号溝とほ

ぼ直交する。西端はB-17号溝付近から現れ、B-

16号溝と重複した後に消失する。
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規模 検出全長 11.4m 上幅 0.66~0.92m

底幅 0.45m 深さ 0.35m 

遺物 1 • 2は須恵器坪、 3は土師器の台付甕の台

部である。その他、土師器甕や土師器坪片、須恵

器甕や須恵器坪片、焼成粘土塊などが多数出土し

ている。

所見 後述するB-17号溝と出土遺物が類似し、溝

の上幅もほぼ共通している。 B-17号溝との距離

は約60cmしかなく、その走向も類似していること

から、本遺構と B-17号溝は時期が近いと考えら

れ、本来は一連のものであった可能性が強い。時

期は周辺の住居と同様に古代と考える。
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B-15号溝

1 暗褐色土 ローム粒 ・赤褐色土粒を少し含む。しまりあり。

2 暗褐色土 ローム粒 ・ロームプロック多く含む。しまりあり。
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こ 二 ニ 3

゜
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第233図 B-15号溝平・断面図、出土遺物

8-16号溝 （第234図、第8表、 PL.66• 80) 

B区東半部にある南北方向の溝である。

位置 X =29723~748、Y=-42744~750

重複遺構 B -15 • 18号溝と重複する。遺構平面確

認と土層断面の観察により、本遺構はB-15号溝

よりも新しく、 B-18号溝よりも古い。

走向 N-11°-E 

形態 緩やかな弧を描きながら走向する。断面は逆

台形である。 B-15 • 18号溝とほぽ直交する。北

端はB-18号溝と重複する部分から現れ、調査区

南壁へと延びていく。
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規模 検出全長 23.92m 上幅 0.52~1.80m

底幅 0.24~0.30m 深さ 0.52~0.56m 

遺物 1 • 2は須恵器坪である。その他、土師器片

や須恵器片多数、陶磁器片や縄文土器片少数が出

土している。

所見 後述する B-18号溝とその規模や出土土器の

時期が共通していることから、本遺構はB-18号

溝から分岐したものであると考えられる。時期は、

B-18号溝や周辺の住居と同様に古代であると考

える。
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1 暗褐色土 ローム粒 ・白色粒を多く含む。しまりあり。

2 暗褐色土 白色粒を多く含む。ロームプロック少し含む。
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第234図 B-16号溝平・断面図、出土遺物
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B-17号溝 （第235図、第8表、 PL.66• 80) 

B区中央やや南寄りにある東西方向の溝である。

位置 X =29733~736、Y= -42754~762 

重複遺構 B-23号溝と重複する。遺構平面確認と

土層断面の観察により、本遺構はB-23号溝より

古い。

走向 N-85°-W 

形態 ほぼ直線的に走行する。断面は皿状である。

西端はB-23母溝と重複する付近から現れ、東へ

走行した後にB-15号溝の手前約60cmの付近で確

認できなくなる。

規模 検出全長 7.74m 上幅 0.60~0.90m

底幅 0.44~0.66m 深さ 0.48~0.54m 

遺物 遺物はまばらに出土しているのみである。 1

は土師器坪、 2は須恵器坪、 3• 4は須恵器甕で

ある。その他に須恵器片や灰釉陶器片が出土して

いる。

所見 本遺構の調査は、平成14年度と17年度の 2年

にわたって行われた。 B-15号溝の所見で述べた

ように、本遺構と B-15号溝は時期が近く、いず

れも古代のもので、本来は一連のものであった可

能性が強いと考える。
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1 暗褐色土 白色粒をわずかに含む。しまりあり。

2 暗褐色土 白色粒 ・ローム粒を少し含む。

3 暗褐色土 ロームブロックを多く含む。
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第235図 B-17号溝平・断面図、出土遺物
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B -18号溝（第236~238図、第8表、 PL.66• 80) 

B区の北壁際を東西に横断する長大な溝である。

位置 X =29738~762、Y= -42719~820 

重複遺構 B -6 • 14 • 15 • 21号住居、 B-41号土

坑、 B-1 • 16 • 19 • 21 • 22 • 23号溝と重複する。

遺構平面確認と土層断面の観察により本遺構は、

B -6 • 14 • 15 • 21号住居、 B-1 • 16号溝より

新しく、 B-41号土坑、 B-19 • 21 • 22 • 23号溝

より古い。

走向 N-72°-W 

形態 緩やかに弧を描きながら走向する。断面は逆

台形である。西端は調査区北西隅付近から現れ、

東壁まで延びていく。

規模 検出全長 (77.74) m 上幅 0.87~1.40m

底幅 0.28~0.60m 深さ 0.23~0.55m 

遺物 1~19のような、多彩な遺物が出土している。

その他、土師器や須恵器片などが非常に多く出土

している。

所見本遺構の調査は、平成14年度と17年度の 2年

にわたり行われた。非常に多くの遺物が出土して

いる。住居や土坑との重複が多く、流れ込んだ遺

物も多いと思われる。確認できた溝の規模は、本

遺跡の中で最も大きい。重複している住居のいず

れよりも新しいが、溝の覆土の状況と出土遺物か

ら、住居との時間差はさほど大きいとは考えられ

ず、時期は古代であると考える。
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一2 B-18号溝

1 暗褐色土 ローム粒を多く含む。

2 暗褐色土 ロームブロックを少し含む。
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第236図 B-18号溝平・断面図、出土遺物（ 1)
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第238図 B-18号溝出土遺物（3)

B-19号溝 （第240図、 PL.66)

B区西半部を南北に横断する溝である。

位置 X =29731~760、Y=-42793~804 

重複遺構 B -1 • 3 • 10 • 12 • 13 • 18号溝と重複

する。遺構平面確認により、本遺構は B-1 • 2 ·

3号溝よりも新しく、 B-10 • 12 • 13号溝よりも

古い。

走向 N-15'-E 

形態北端近くがやや東側に湾曲するものの、その

他はほぼ直線的に走行する。断面はやや不整な皿

状である。 B-1 • 3 • 10 • 12 • 13 • 18号溝とほ

ぼ直行する。

規模 検出全長 (29. 78) m 上幅 0.78~1.56m

底幅 0.50~1.10m 深さ 0.30m 
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遺物 土師器 ・須恵器 ・灰釉陶器 ・縄文土器の破片

などが少数出土しているが、いずれも小破片であ

り、図示できなかった。

所見 重複関係では、本遺構は近世以降と考えられ

るB-10号溝よりも古く、古代と考えられるB-

18号溝よりも新しい。遺物の出土は少ないが、溝

の形態などから、時期は近世以降のものであると

考える。

B-20号溝 （第239• 240図、第8表、 PL.81)

B区中央やや西寄りを南北に横断する溝である。

位置 X =29732~756、Y= -42788~794 

重複遺構 B -1 • 2 • 3 • 10 • 12号溝と重複する。

遺構平面確認と土層断面の観察により、本遺構は

B-1 • 3号溝よりも新しく、 B-2 • 10 • 12号

溝よりも古い。

走向 N-8 °-E 

形態 B区中央付近で蛇行して走行する。断面は蒲

鉾状、もしくはやや深い逆台形である。 B-2 • 

3 • 10号溝とほぼ直行する。北端はB-1号溝と

重複する辺りから現れ、南に走行する。南端は攪

乱によって壊された後は確認できない。

規模 検出全長 (24.18) m 上幅 0.60~1.24m

底幅 0.40~0.76m 深さ 0.35m 

遺物 1は土師器坪、 2 • 3は須恵器坪、 4 • 5は

須恵器高台付碗、6は須恵器壺、 7は縄文土器で

ある。その他、土師器片や須恵器片、縄文土器片

などが出土している。

所見 掲出した遺物の多くは、本遺構の南半から出

土している。図示しなかったが南半には攪乱が多

くあったため、それらに伴う混入遺物も多いと考

えられる。出土遺物の時期は古代であるものが多

いが、 B-19号溝と走向や規模が類似しているこ

とから、時期は近世以降であると考える。

B-20号溝遺物
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第239図 B-20号溝出土遺物 (1)
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B-20号溝

遺物
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第240図 8-19号・ 20号溝平・断面図、 20号溝出土遺物（2)
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第241図 B-21号～23号・ 26~30号溝平・断面図、 21号溝出土遺物





B-21号溝 （第241図、第8表、 PL.81)

B区の中央部を南北に横断する溝である。

位置 X =29728~756、Y=-42768~42774 

重複遺構 B -10 • 12 • 18 • 28号溝と重複する。遺

構平面確認により、本遺構がB-18 • 28号溝より

新しく、 10• 12号溝よりも古い。

走向 N-4 °-E 

形態 B区中央付近で蛇行しながら南北に走行す

る。断面は逆台形である。 B区北壁から現れ、南

壁に延びていく。 B-18号溝とはほぼ直交する。

規模 検出全長 (27.48) m 上幅 0.93m

底幅 0.36m 深さ 0.44m 

遺物 1~2は土錘である。その他、土師器片や須

恵器片多数、瓦片などが出土している。

所見 やや蛇行しながら南北に走向する形態が、

B -19 • 20号溝と類似している。遺物の多くが流

れ込みであると判断して、時期は近世以降である

と考える。

B-22号溝 （第241図）

B区中央の北半部にある南北方向の溝である。

位置 X =29745~756、=-42767~772

重複遺構 B -10 • 18号溝と重複する。遺構平面確

認により、本遺構はB-18号溝よりも新しく、B-

10母溝よりも古い。

走向 N-14°-E 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形状であ

る。調査区北壁から南へ走行し、 B-10号溝付近

で確認できなくなる。 B-18号溝とはほぼ直交す

る。

規模 検出全長 (10.4) m 上幅 0.44m

底幅 0.22m 深さ 0.24m 

遺物 土師器片や須恵器片、擢鉢や陶磁器がわずか

に出土しているのみである。

所見 B区に位置している南北走向の溝は、 B-16

号溝やB-5号溝などを除いて近世以降の比較的

新しい溝であるものが多い。走向から判断して、

本遺構の時期も近世以降であると考える。

第3節 B区の調査

B-23号溝 （第241図）

B区中央付近にある南北方向の溝である。

位置 X =29731~754、Y= -42757~761 

重複遺構 B -1 • 17 • 18号溝と重複する。遺構平

面確認により、本遺構はいずれよりも新しい。

走向 N-8°-E 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形状であ

る。調査区北壁から現れて調査区南壁に延びてい

き、 B-17号溝と重複した後に 3mほど走行して

消失する。

規模 検出全長 (22.18) m 上幅 0.50m

底幅 0.30m 深さ 0.14m 

遺物 土師器片や須恵器片が出土しているが、小片

のために図示できるものがなかった。

所見 遺物は古代のものが多いが、B-18号溝や

B-2号住居などからの流れ込みもあると考えら

れる。 B-21• 22号溝と同様に、走向から判断し

て近世以降の溝であると考える。

B -24号溝 （付図 1)

B区中央にある東西方向の溝である。

位置 X =29745~747、Y=-42763~769

重複遺構 なし

走向 N-76°-W 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形である。

B-11号住居の南側に近接して位置している。

規模 検出全長 (5.10) m 上幅 0.40m

底幅 0.26m 深さ 0.07m 

遺物なし

所見 遺物は確認されなかったが、溝の規模から時

期は近世以降であると考える。

B-25号溝 （付図 1)

B区中央にある東西方向の溝である。

位置 X =29744~746、Y= -42763~768 

重複遺構 なし

走向 N-76°-W  

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は皿状である。
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第4章細谷八幡遺跡

B-11号住居の南側に近接して位置している。走

向がB-24号溝とほぽ一致している。

規模検出全長 (4.50) m 上幅 0.30m

底幅 0.20m 深さ 0.04m 

遺物なし

所見 遺物は確認されなかったが、溝の規模から時

期は近世以降であると考える。

B-26号溝 （第241図）

B区中央南半部にある南北方向の溝である。

位置 X =29731~744、Y= -42773~775 

重複遺構 B-12号溝と重複する。遺構平面確認に

より、本遺構はB-12号溝よりも古い。

走向 N-0° 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は逆台形である。

B区のほぼ中央から現れて南に走行し、 B-27号

溝と交わる。 B-12号溝とはほぼ直交する。本遺

構と B-27号溝とは本来は同一のものであったと

考えられる。

規模 検出全長 (12.0) m 上幅 0.54m

底幅 0.36m 深さ 0.10m 

遺物 わずかな土師器片や須恵器片、軟質陶器片な

どが出土している。小片のために図示できなかっ

た。

所見 遺物の多くは混入したものであると判断し

て、溝の規模から時期は近世以降であると考える。

B-27号溝（第241図）

B区中央南半部にある南北方向の溝である。

位置 X =29728~734、Y= -42773~775 

重複遺構 なし

走向 N-9°-E 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は逆台形である。

B-26号溝と交わりながら現れ、 B区南壁に向

かって延びていく。本遺構と B-26号溝とは本来

同一であったと考えられる。

規模 検出全長 (4.72) m 上幅 0.78m

底幅 0.36m 深さ 0.37m 
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遺物 土師器 ・須恵器の小破片がわずかに出土して

いるのみである。

所見 B-26号溝の所見で述べたように、本遺構の

時期は近世以降であると考えられる。

8-28号溝 （第241図）

B区中央南半部にある南北方向の溝である。

位置 X =29729~742、Y= -42771~773 

重複遺構 B -12 • 14 • 21号溝と重複する。本遺構

はいずれよりも古い。

走向 N-5°-E 

形態 B-21号溝と重複する部分で蛇行しながら走

行する。断面はやや不整な皿状である。

規模 検出全長 (10. 78) m 上幅 0.34~0.50m

底幅 0.16~0.20m 深さ 0.12m 

遺物なし

所見 遺物は確認されなかったが、溝の規模から時

期は近世以降であると考える。

B-29号溝（第241図）

B区中央やや東寄りにある南北方向の溝である。

位置 X =29740~745、Y=-42758~760 

重複遺構 B-30号溝と重複する。遺構平面確認に

より、本遺構はB-30母溝よりも古い。

走向 N-7°-E 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は蒲鉾状である。

北端はB-30号溝と直交するあたりで現れ、 4m

ほどで確認できなくなる。

規模 検出全長 4.10m 上幅 0.30m

底幅 0.10m 深さ 0.10m 

遺物 なし

所見 遺物が確認できなかったため、時期は不明で

ある。

B-30号溝 （第241図）

B区中央やや東寄りにある東西方向の溝である。

位置 X =29743~744、Y=-42755~759

重複遺構 B-29号溝と重複する。遺構平面確認に



より、本遺構はB-29号溝よりも新しい。

走向 N-90' 

形態 わずかに弧を描きながら走行する。断面は逆

台形である。西端はB-29号溝付近から現れ、東

へ3mほど走行した後に消失する。

規模検出全長 (3.80) m 上幅 0.36m

底幅 0.16m 深さ 0.17m 

遺物なし

所見遺物が確認できなかったため、時期は不明で

ある。

B-31号溝（第242図）

B区中央やや西寄りにある南北方向の溝である。

位置 X =29731~736、Y= -42783~784 

重複遺構 B-14号溝と重複する。遺構平面確認に

より、本遺構はB-14号溝よりも新しい。

走向 N-8 °-E 

形態 ほぼ直線的に走向する。断面は逆台形状であ

る。北端はB-14号溝と重複するあたりから現れ、

南に走行して 4mほどで確認できなくなる。

規模検出全長 (4.60) m 上幅 0.30m

底幅 0.20m 深さ 0.13m 

遺物なし

所見本遺構はB-32号溝と走行がほぼ同一である

ことから、本来は同一の溝であった可能性が高い。

遺物が確認できなかったため、時期は不明である。

B-32号溝（第242図）

B区中央やや西寄りにある南北方向の溝である。

位置 X =29471~477、Y= -42781~783 

重複遺構なし

走向 N-11°-E 

形態 ほぽ直線的に走向する。断面は箱状である。

B-10号溝の南側約2mでB-16号土坑の南東約

1.5mの辺りから現れ、 5mほど南に走行した後に

消失する。

規模検出全長 (5.36) m 上幅 0.64m

底幅 0.34m 深さ 0.34m 

第3節 B区の調査

遺物 土師器の甕片が出土しているが、小片のため

に図示できなかった。

所見走行がほぼ同一であることから、本遺構は

B-31号溝と本来は同一の溝であった可能性が高

い。遺物がほとんど確認できなかったため、時期

は不明である。
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第242図 B -31号・ 32号溝平・断面図
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4 井戸

B-1号井戸 （第243• 244図、第 8表、 PL.66• 78) 

本遺構はB区のほぼ中央に位置する。本遺構の調

査は平成14年度と17年度の 2年にわたって行われ

た。平面の形状はほぽ円形である。断面は 3段階に

狭まっていく。上位60cm辺りまで緩やかに狭まり、

そこから90cmほどやや急峻に狭まった後、円筒状に

底面に至る。底面は平坦である。覆土は、粘性のあ

る黒褐色土を主体とする。本遺跡の中では最も径 ．

深度のある土坑であり、井戸の可能性が高いものと

考えられる。

埋土からは多くの遺物が出土している。遺物は、

l~3が須恵器坪、 4が須恵器高台付碗、 5• 6が

土師器甕、 7が土師器の台付甕、 8ば性格不明の石

製品である。その他、多量の土師器片 ・須恵器片、

少量の灰釉陶器片、縄文土器片、焼成粘土塊が出土

している。出土遺物の状況から、本遺構の時期は 9

世紀後半以降であると考え られる。
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B-1号井戸

1 黒褐色土 ローム粒を含む。粘性あり。

2 黒褐色土 ロームプロックを少し含む。粘性あり。

3 黒褐色土 灰褐色粘質土を含む。

4 黒褐色土 ロームプロックをわずかに含む。

第243図 B -1号井戸平・断面図、出土遺物 (1)
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第244図 B-1号井戸出土遺物 (2)

B-2号井戸 （第245図、第8表、 PL.66• 78) 

本遺構はB区の中央北寄りに位置し、 21号溝に近

接する。平面の形状はほぼ円形である。断面はわず

かに細くなった後、確認面から上位 lmまで緩やか

に開き、そこから底部までは再び緩やかに細くなる。

底面は南側よりも北側がやや深い。図示できる遺物

は須恵器高台付碗のみであるが、その他、土師器片

や埴輪小片が出土している。深度のある断面形状か

ら、井戸であると思われる。出土遺物から、本遺構

の時期は 9世紀後半以降であると考えられる。
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第245図 B-2号井戸平・断面図、出土遺物
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第4章細谷八幡遺跡

第4節 c区の調査

1 竪穴住居跡

C-1号住居（第246図、第8表、 PL.67• 81) 

c区北半部にある。
位置 X =29704~708、Y=-42724~727 

重複遺構 なし

形態 大半が調査区外に位置しているため、全形は

不明である。

方位 N-20°-E 

規模 長軸2.38mX短軸 0.29)m 

面積 (2.45) m' 

壁高 12cm 

床面 掘方底面からローム ・ブロックを多く含む暗

褐色土を20cmほど埋めて、床面を構築している。

柱穴 確認できなかった。

貯蔵穴 調査区内では未確認。

周溝 確認できなかった。

鼈調査区内では末確認。

遺物 遺物は全体に散らばるように出土している。

lは土師器坪、 2• 3は須恵器高台付塊である。

その他、土師器片多数、須恵器片、焼成粘土塊が

出土しているが、図示できなかった。

所見 大部分が調査区外であるため、全形は不明で

ある。時期は 9世紀後半以降と思われる。

叫

．＼ 

△ ］ "1 」IIU]¥ュ¥
〇

C゚ヽ］

゜怠 II 

亡m1 
J c 

勺 ー
勺

m/ 叫ヤ 叫 誓ャ

A L=36.20 A' C-1号住居

1 黒褐色土 ローム粒 ・ロームプロック ・焼土粒 ・炭を少し含

屁：：ノ
む。粘性 ・しまりあり。

2 にぶい黄褐色土 ローム ・ロームプロックを多く含む。黒色

3 土を少し含む。粘性 ・しまりあり。

3 にぶい黄褐色土 ロームプロックを多く含む。粘性 ・しまり
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第246図 C-1号住居・掘方平・断面図、出土遺物
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第4節 C区の調査

2 溝

C-1号溝 （第247• 248図、第8表、 PL.67• 81) 

c区のほぼ中央を東西に横断する溝である。
位置 X =29694~698、Y= -42727~732 

重複遺構 C-2号溝と重複する。遺構平面確認と

土層断面の観察により、本遺構はC-2号溝より

も新しい。

走向 N-72°-W 

形態 ほぼ東西方向に直線的に走行する。断面はや

や不整の逆台形である。

規模 検出全長 3.6m 上幅1.08~1.30m

底幅 0.22~0.48m 深さ 0.50~0.57m 

遺物 1の土師器の小型甕が出土している。その他、

土師器片や須恵器片、焼成粘土塊などが多く出土

している。

所見 調査区が狭小であるため、本遺構がどのよう

な規模のものであるのか判断し難い。検出した面

積の割には、出土した遺物は比較的多かった。時

期は古代であると考える。

C-2号溝 （第248図、 PL.67)

c区の中央から南側にある。ほぼ直角に屈曲する。
位置 X =29687~696、Y= -42728~732 

重複遺構 C-1号溝と重複する。遺構平面確認と

土層断面の観察により、本遺構はC-1号溝より

も古い。

走向 北側はN-75°-W。南側はN-16°-E。

形態 c区中央付近で東西にわずかに走行し、ほぽ
直角に南へ走向を変え、少し弧を描きながら東壁

へ延びていく。断面は逆台形状である。

規模 検出全長 8.9m 上幅 0.52~l.Om

底幅 0.20~0.36m 深さ 0.42~0.46m 

遺物 土師器片や須恵器片、焼成粘土塊や陶磁器片

が多数出土しているが、小片のために図示できな

かった。

古代であると考える。

C-3号溝 （第248図、 PL.67)

c区北隅にある東西方向の溝である。
位置 X =29711~713、Y=-42721~723 

重複遺構 なし

走向 N-75°-W 

形態 直線的に走向する。断面はやや不整な逆台形

である。 C区の最も北側に長さ lmほどを確認し

ただけである。

規模 検出全長 1.2m 上幅 0.79m

底幅 0.18~0.24m 深さ 0.33~0.38m 

遺物 図示できなかったが、土師器片が1点出土し

ている。

所見 c区の最も北側に確認したため、調査区を拡
張して調査を行った。しかし、検出した溝の全長

はlmほどであり、遺物もほとんどなかったため

に時期は不明である。

ーーー

゜
1: 3 

10cm 

第247図 C-1号溝出土遺物

所見 1号溝と同様に狭小な調査区であるにも関わ

らず、出土した遺物は比較的多かった。 1号溝と

出土遺物や覆土が類似していることから、時期は
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C- 1• 2 号溝

1 表土 1溝

2 黒褐色土 （以下C-1号溝）ローム粒を少し含み、焼土を

わずかに含む。粘性 ・しまりあり。

3 黒褐色土 ローム粒・ロームプロック ・白色軽石を少し含む。

粘性 ・しまりあり。

4 黒褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを少し含む。粘性 ・し

まりあり。

5 にぶい褐色土 ローム粒・ロームブロックを多く含む。粘性・

しまりあり。

6 黒褐色土 ロームプロック ・炭を含む。粘性 ・しまりあり。

7 明黄褐色土 ローム粒•黒色土プロックをわずかに含む。ロー

ムプロックを多く含む。粘性 ・しまりあり。

8 明黄褐色土 ローム粒 ・ロームブロックを多く含む。粘性 ・

しまりあり。

9 黒褐色土 （以下C-2号溝）ローム粒 ・ロームブロックを

わずかに含む。粘性 ・しまりあり。

10 黒褐色土 ローム粒を少し含む。焼土をわずかに含む。粘性・

しまりあり。

C-1号溝

B L=36.00 B' 

口
晨
十7 8 6 

C-1号溝

1 黒褐色土 ローム粒を少し含み、焼土をわず

かに含む。粘性 ・しまりあり。

2 黒褐色土 ローム粒 ・ロームプロック ・白色

軽石を少し含む。粘性・しまりあり。

3 にぶい褐色土 ローム粒 ・ロームブロックを

多く含む。粘性 ・しまりあり。

4 黒褐色土 ロームブロック ・炭を含む。粘性・

しまりあり。

5 明黄褐色土 ローム粒 ・黒色土ブロックをわ

ずかに含む。ロームプロックを多く

含む。粘性 ・しまりあり。

C-2号溝

C . L=36.10 

1 2 

ロ
C' 

C-2号溝

1 黒褐色土 ローム粒・ロームプロックをわずかに含む。粘性・

しまりあり。

2 黒褐色土 ローム粒を少し含む。焼土をわずかに含む。粘性・

しまりあり。

3 暗褐色土 ローム粒を含む。

4 黒褐色土 ローム粒 ・ロームプロックを少し含む。粘性 ・し

まりあり。
C-3号溝
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第 5節 遺構外出土の遺物

第 5節 遺構外出土の遺物

本節では表土や攪乱などから出土した遺物を一括

して、「遺構外出土の遺物」 として報告する。

ここで報告する遺物の大部分はB区の出土品であ

る。 B区は数多くの攪乱が入り、 それらが遺構を破

壊していたため、多くの遺物が遺構に伴わずに出土

した。 これらの攪乱のうち平成17年度の調査区に

ある。ただし、それらから出土した遺物については、

ここで取り上げることにした。それらの出土位置は、

10mグリッドで記録し直し、遺物観察表に記入して

ある。

その他、「調査区外」とされているものは、調査区

の周囲からの表採品である。

あったものは、 244ページで述べたように、調査時に

は遺構として扱われており、 それらには遺物番号が

付されていた。 しかし、 それらは近現代に属する攪

乱と思われるもので、遺構とは認められないため、

整理作業時に除外し、本報告書では割愛したもので
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第 5節遺構外出土の遺物
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第 4章細谷八幡遺跡

第8表細谷八幡遺跡遺物観察表

〔A区〕

A-1号住居

口：：戸冒 芦自り］］］：皇玉三；合三竺：：色調1:ど：：；：：の技箆：： ：縁：」：外面横I 備
A-2号住居
挿固番号
NQ 種器 別種 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備

図版番号 (cm) 

第141図 l土師器 瑾埋土、掘方 口径 11 8 ①砂粒・白色粒少輩 底部平底、外面箆削り。体部外面撫での後

PL68 坪 ほぼ完形 底径 6 5 ②普通 下半箆削り。口縁部外面～内面横撫で。器

高さ 4.0 ③橙(5YR6/8) 壁厚くぼってりとした作り。

第141図 2須恵器 埋土、掘方 口径 (13 1) ①粗・細砂粒少斌 輛櫨成形。帷櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL.68 坪 1/2 底径 5. 7 ②還元焙 体部は丸味を帯び、口縁部は外反する。

高さ 4.0 ③灰オリーブ(5YR6/2)

第141図 3須恵器 床面、埋土、富 口径 12.1 ①粗 ・細砂粒少贔 輔櫨成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL68 坪 掘方 底径 5. 7 ②酸化焔 体部はやや丸味を帯びて立ち上がり、口縁

2/3 高さ 3.9 ③にぶい褐(75YR5/4) 部はわずかに外反する。

第141図 4須恵器 埋土、掘方 ロ径 （12.9) ①細 ・微砂粒少星 鞘輯成形。底部糸切り後高台貼り付け（高台

PL68 皿 1 /3 底径 ②酸化焙 欠）。

高さ (2.6) ③橙(5YR6/6)

第141図 5土師器 埋土 口径 (11.0) ①細 ・微砂粒少鼠 口縁はコの字状。胴部外面横方向箆削り。

PL.68 小型甕 口縁1/3 底径 ②普通 口縁部内外面とも横撫で。胴部内面箆撫で。

高さ (5.4) ③明赤褐(2.5YR5/8)

第141図 6土師器 掘方 ロ径 (18.2) ①細 ・微砂粒少鼠 口縁ややあまいコの字状。胴部外面斜方向

PL.68 甕 口縁1/2 底径 ②普通 箆削り。口縁部内外面とも横撫で。胴部内

高さ (8.2) ③にぶい赤褐(2.5YR4/4)面横方向箆撫で。

第141図 7土師器 笥埋土 口径 （18.8) ①細 ・微砂粒少絨 口縁はコの字状。胴部外面横方向箆削り。

PL.68 甕 口縁1/3 底径 ②普通 口縁部内外面とも横撫で。胴部内面横方向

高さ (7.2) ③橙(5YR7/6) 箆撫で。

第141図 8土師器 埋土、鼈埋土 口径 （19.0) ①粗 ・細砂粒少鼠 コの字口縁。胴部は丸みをもつ。胴部外面

PL.68 甕 口縁1/3 底径 ②普通 下半斜方向、上部横方向箆削り。口縁部内

高さ (11.0) ③橙(5YR6/6) 外面とも横撫で。胴部内面箆撫で。

第141図 9土師器 床面、埋土 口径 ①粗 ・細砂粒多星 胴部外面縦方向箆削り。底部外面箆削り。

PL.68 甕 胴部下位～底 底径 3.8 ②普通 胴部内面斜方向箆撫で。

部2/3 高さ (8. 7) ③にぶい黄褐（10YR5/4)

第141図 10土製品 埋土 長さ 4.5 ①細 ・微砂粒少量 中央部に最大径。器表は磨きで平滑にされ

PL.68 土 錘 完形 径 17Xl.6 ②良好 る。

重さ 12.3g ③灰褐(7.5YR4/2)

A-3号住居

三固版番号 Nu 種器 種別 残出存土位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備
(cm) 

第142図 1土師器 1号土坑 口径 11. 2 ①砂粒 ・赤色粒少量 底部平底。底部外面摩滅。体部外面下半箆

PL.68 坪 2/3 底径 5.8 ②普通 削り。口縁部内外面～体部内面横撫で。ロ

高さ 4.6 ③浅黄橙（7.5YR8/6) 縁に 1カ所油煙付着。

第142図 2須恵器 1号土坑 口径 (14.2) ①粗 ・細砂粒中量 轍轄成形。輛櫨右回転。底部右回転糸切り

PL.68 高台付塊 1/2 底径 5.6 ②やや酸化焔 後、高台貼り付け。体部は丸味を帯びて立

高さ 6.4 ③にぶい黄(25Y6/3) ち上がり、口縁部は外反する。

第142図 3須恵器 1号土坑、埋土 口径 (14.4) ①粗砂粒中凪 輔櫨成形。輛鑢右回転。底部右回転糸切り

PL 68 高台付碗 1 /3 底径 6 8 ②酸化焔 後高台貼り付け。内面は細かい箆磨き、黒

高さ 5.7 ③明黄褐（10YR7/6) 色処理。

第142図 4土師器 3住付近 口径 ①粗 ・細砂粒少菫 台部貼り付け。外面摩滅、下位は横撫で。

PL68 台付甕 台部のみ 底径 (9 8) ②普通 内面の上位～中位は箆撫で、下位は横撫で。

高さ (4.3) ③褐(7.5YR4/4) 甕部底部内面摩滅。
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第5節遺構外出土の遺物

A-4号住居
挿図番号
N(l 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第143図 l須恵器 埋土 口径 (13.0) ①砂粒 ・赤色粒少輩 輔櫨成形。回転方向不明。底部回転糸切り。

PL.68 坪 1/4 底径 (6.0) ②還元焔 体部はやや丸味を帯び、口縁部は直線的に

高さ 3.9 ③灰黄(2.5YR6/2) 外傾する。

第143図 2須恵器 埋土 口径 ①細 ・微砂粒少娯 輔櫨成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り

PL68 高台付碗 底部のみ 底径 6.2 ②酸化焔 後、高台貼り付け。内面に線刻による渦巻

PL.83 高さ (2 3) ③にぶい橙（75YR6/4) き状の文様あり。

第144図 3土師器 埋土、鼈埋土 口径 17.8 ①粗 ・細砂粒少屈 胴部は丸みをもち、口縁の屈曲は弱い。胴

PL68 甕 口縁～胴部1/2底径 ②普通 部外面縦方向、上部横方向箆削り。口縁部

高さ (20.9) ③橙(75YR7/6) 内外面横撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

第144図 4土師器 埋土、窟埋土 口径 (20.0) ①粗 ・細砂粒少屈 胴部は丸みをもち、口縁は強く屈曲する。

PL.68 甕 口縁1/3 底径 ②普通 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面と

高さ (11. 7) ③にぶい橙(7.5YR6/4) も横撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

A-5号住居

＇ 挿図番号
Nu 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第145図 1土師器 埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒少磁 内面に堡書。判読不能。

PL 69 坪 体部小破片 底径 ②普通

高さ (4.0) ③橙(5YR6/8)

第145図 2須恵器 埋土 口径 （15.3) ①細砂粒 ・赤色粒少輩 鞘轄成形。鞘輯右回転。底部右回転糸切り

PL.69 高台付境 1/4 底径 ②酸化焔 後高台貼り付け（剥離）。内面細かい横方向

高さ (7 1) ③橙(7.5YR6/6) 箆磨き、黒色処理。

第145図 3土師器 埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒少凪 底部小さく、胴部は直線的に立ち上がる。

PL.69 台付甕 底部のみ 底径 ②普通 台部欠。胴部外面縦方向箆削り。胴部内面

高さ (5.5) ③にぶい橙（7.5YR7/4) 横 ・斜方向の箆撫で。

第146図 4土師器 埋土 口径 (20 8) ①砂粒 ・赤色粒中獄 胴部外面上半横方向、中央～下半斜 ・縦方

PL69 甕 ロ縁～胴部1/3底径 ②普通 向の箆削り。口縁部内外面とも横撫で。胴

高さ (23 4) ③橙(5YR6/8) 部内面横方向の箆撫で。

A-6号住居
挿図番号
No 種器 別種 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

団版番号 (cm) 

第147図 1須恵器 埋土 口径 （12.8) ①黒 ・白色粒中贔 輔櫨成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL.69 坪 口縁～底部2/3底径 6.8 ②還元焔 口縁部の一部が歪む。

高さ 3.6 ③灰(5Y5/l)

第147因 2土師器 埋土 口径 （18 8) ①砂粒 ・赤色粒中屈 口縁コの字状。胴部外面横方向箆削り。ロ

PL.69 甕 口縁1/3 底径 ②普通 縁部内外面とも横撫で。胴部内面横方向箆

高さ (7 2) ③橙(5YR6/8) 撫で。

A-7号住居
挿図番号
NQ 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第150図 1須恵器 掘方 口径 11.2 ①砂粒 ・小礫中屈 輔輯成形。輔鑢右回転。底部右回転糸切り。

PL.69 坪 完形 底径 5 2 ②還元焔 体部下位でやや丸味を帯び、直線的に立ち

高さ 3 4 ③灰(5Y4/l) 上がる。口縁部は外反しない。

第150図 2須恵器 掘方 口径 14.2 ①粗砂粒 ・小礫やや多い 輔櫨成形。回転方向不明。切り離し後、高

PL.69 高台付碗 口縁～底部3/4底径 6 4 ②酸化焔 台貼り付け。底部外面回転撫で。体部はや

高さ 6 1 ③灰黄(25Y6/2) や丸味を帯び、口縁部はわずかに外反。器

厚が非常に薄い。内面に漆様のもの付着。

第150図 3須恵器 貯蔵穴 口径 (15.4) ①砂粒 ・赤色粒やや多い 輔轄成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL.69 皿 口縁～底部2/3底径 7 0 ②やや酸化焔 緩やかに外反しながら開く器形。

高さ 2 6 ③にぶい黄(25Y6/4) 

第149図 4須恵器 掘方 最大径 21.0 ①砂粒 • 黒色粒やや多い 胴部内面上端に当て具痕。外面に平行叩き

PL.69 g 士 胴部1/3 底径 ②還元焔 目がわずかに残る。その後内外面とも輛櫨

高さ (13.3) ③黄灰(2.5Y6/1) 調整。
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A-8号住居
挿図番号
Nu 種器 別種 残出存土状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

＇ 図版番号 (cm) 

第152図 1土師器 鼈埋土 口径 11.3 ①粗砂・赤色粒多い 底部平底。体部外面下半横方向の箆削り、

PL.69 坪 体部一部欠 底径 4.8 ②普通 上半撫で。口縁部外面横撫で。内面横撫で。

高さ 3.8 ③橙（7.5YR6/8)

第152図 2土師器 窟埋土 口径 (20.5) ①砂粒 ・白色粒やや多い 胴部外面上半横方向の箆削り、以下縦方向

PL 69 甕 口縁～胴部上 底径 ②普通 の箆削り。口縁部内外面とも横撫で。胴部

位1/3 高さ (13.9) ③にぶい赤褐(2.5YR4/4)内面横方向の箆撫で。 4と同一個体か。

第152図 3土師器 鼈埋土 口径 20.0 ①砂粒 ・白色粒やや多い 胴部外面上半斜方向、以下縦、斜方向の箆 2 • 4と似ている

PL 70 甕 ほぽ完形 底径 4.5 ②普通 削り。口縁部内外面とも横撫で。胴部内面

高さ 23.4 ③にぶい赤褐(2.5YR4/4)横方向の箆撫で。

第152図 4土師器 鼈埋土 ロ径 ①砂粒 ・白色粒やや多い 胴部外面縦 ・斜方向の箆削り。内面横方向

PL.69 甕 胴部下位～底 底径 4.8 ②普通 箆撫で。 2とは特徴が酷似し、同一個体の

部 高さ (9 6) ③にぶい赤褐(25YR4/4) 可能性あり。

A-9号住居

＇ 挿図番号
N(l 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第154図 l土師器 貯蔵穴 口径 （17 4) ①砂粒 ・赤色粒少撻 底部欠損。体部はやや丸みをもち口縁は外

PL.70 碗 体部1/3 底径 ②普通 反する。体部外面斜方向の箆削り。口縁部

高さ (4.6) ③黄橙(7.5YR8/8) 内外面ともに横撫で。体部内面箆撫で。

第154図 2須恵器 貯蔵穴 口径 （12 6) ①細砂粒少鼠 輔櫨成形。回転方向・底部切り離しは不明。

PL.70 高台付塊 体部1/4 底径 ②やや酸化焔 高台剥離。体部は直線的に立ち上がり、ロ

高さ (5.0) ③にぶい褐（7.5YR5/3) 縁部はわずかに外反する。

第154図 3土師器 埋土 口径 (21 0) ①粗砂 ・赤色粒多い 胴部外面上半横 ・斜方向、以下斜方向の箆

PL 70 甕 胴部1/3 底径 ②普通 削り。口縁部内外面とも横撫で。胴部内面

高さ (23 6) ③橙(5YR6/8) 上半横方向、下半斜方向の箆撫で。

A-24号土坑

誌請 計喜）値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技 法等の特徴 I 備

皿 11/3 ］：： □誓□：19茫多五言：｀］リりの後高台貼 考

A-34号土坑

＇ 挿図番号
Nu 種器 別種 残出土存状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第163図 1縄文土器 埋土 残存高 (7.8)①粗砂粒中監 4単位の小突起と推定。口縁部外反。波頂 後期堀之内

PL.70 深 鉢 口縁部片 厚さ 1. 2 ②良好 部に横位に 3個円形押圧文が並び、太く深

③にぶい黄褐(10YR5/3)い沈線が巡る。地文に LR縄文施文後、沈

線と蛇行沈線が垂下する。

第163図 2縄文土器 埋土 残存高（7.3)①細砂粒中絨 沈線により、剣先状文を区画。区画内に櫛 後期称名寺

PL 70 深 鉢 胴部片 厚さ 1.3 ②普通 歯状工具により条線を施文。

③にぶい黄褐(10YR5/3)

第163図 3縄文土器 埋土 残存高 (6.0)①細砂粒中絨 沈線により区画。区画内に刺突文を施文か。 後期称名寺

PL.70 深 鉢 胴部片 厚さ 1.3 ②普通

③にぶい黄橙(10YR6/4)

A-38号土坑

誌譴 計（ご9 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 I 備

第164図|1|土：器；：部付近の 1日：］三□立やや多いI：：ロニ：二：：：面と 考

A-5号溝

閾 謡闊眉 計農9 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 I 備

| 1日口::I三；：：R7／8) I：：ご二!;二ご面と

考

286 



第5節遺構外出土の遺物

A-6号溝

別 出土位置
種 残存状態

計測値
(cm) ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

径 3.2X2.9 ①砂粒 ・赤色粒中量 1用途不明の土製品。土器（土師器の底部か）

孔径 0.3 ②酸化焔 を丸く打ち欠き、中央に穿孔する。

厚さ 0.6 ③にぶい橙（7.5YR6/4)

〔B区〕
B-1号住居

三図版番号 No. 種器 種別 残出存土状位置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第169図 1土師器 埋土 口径 (14.0) ①砂粒 ・赤色粒中蘭 体部はわずかに丸みをもちながら大きく広

PL 71 坪 体部1/4 底径 (5 4) ②普通 がり、口縁部はさらに外傾する。体部～底

高さ 4 3 ③にぶい橙(5YR6/4) 部外面箆削り。口縁外面～内面横撫で。

第169図 2土師器 埋土 口径 (13 6) ①砂粒中量 体部はわずかに丸みをもち、口縁は外反し

PL 71 坪 1/6 底径 (9 0) ②普通 ない。体部外面箆削り。口縁部外面～内面

高さ 3 6 ③褐灰(7.5YR5/2) 横撫で。

第169図 3須恵器 埋土 口径 (13.0) ①砂粒 ・白色粒含む 轍櫨成形。輛櫨回転方向 ・切り離し技法不

PL 71 坪 口縁1/3 底径 ②還元焔 明。体部はやや丸みをもち、口縁は外反し

高さ (3.0) ③暗灰黄(25Y5/2) ない。

第169図 4須恵器 埋土 口径 ①砂粒多い 輔櫨成形。鞘櫨右回転。底部回転糸切り。

PL.71 坪 底部のみ 底径 5.8 ②還元焔 体部は丸みをもって立ち上がる。

高さ (2.9) ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第169図 5土師器 貯蔵穴 口径 ①砂粒中輩、赤色粒少最 底部径が小さく、胴部はわずかに丸みをも

PL.71 甕 底部付近破片 底径 3.8 ②普通 ちながら立ち上がる。胴部外面箆削り。内

高さ (8.1) ③にぶい褐（7.5YR5/3) 面箆撫で。

第169図 6土師器 埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒少屈 直線的に広がったのち、下端部は大きく外

PL.71 甕 台部破片 底径 (9 0) ②普通 反して広がる。

高さ (3.1) ③にぶい橙（2.5Y6/4)

第169図 7土製品 鼈埋土 長さ 3 3 ①細砂粒少鼠 全体に細い。器面は丁寧な整形。

PL 71 土 錘 一部欠損 径 0.9X08 ②普通

重さ 1 9g ③にぶい褐(75YR6/3) 

第169図 8土製品 埋土 長さ 3.2 ①細砂粒 ・赤色粒少鼠 棗玉状。器表は丁寧な整形。

PL 71 土 錘完形 径l.8Xl6 ②普通

重さ 7 Og ③にぶい橙（7.5YR7/3)

B-2号住居
挿図番号
Nu 種器 別種 残出存土状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第170図 1土師器 床下土坑 口径 （12 8) ①砂粒 ・白・赤色粒中旦 底部平底か。体部と底部との境は不明瞭。

PL.71 坪 口縁～底部1/4底径 (7. 7) ②普通 体部外面下半～底部外面箆削り。口縁部外

高さ 3 5 ③橙(5YR6/8) 面～内面横撫で。

第170図 2土師器 床面 口径 (13 8) ①細砂粒 ・赤色粒中屈 平底に近い丸底。口縁外面～内面横撫で。

PL.71 坪 体部1/4 底径 ②普通 体部外面箆削り、一部に指頭痕。体部内面

高さ (3.8) ③にぶい黄橙(lOYR7/3)箆撫で。

第170図 3土師器 床面、埋土 口径 (11 7) ①砂粒 ・白色粒少量 底部平底。底部～体部外面下半横 ・斜方向

PL.71 坪 口縁1/3～底部 底径 7 0 ②普通 の箆削り。体部外面中央撫で。口縁部外面

ほぽ完形 高さ 4 0 ③にぶい橙(5YR6/4) ～体部内面横撫で。底部内面撫で。

第170図 4土師器 掘方 口径 12.3 ①砂粒 ・赤色粒少量 底部平底。底部～体部外面下半横 ・斜方向

PL.71 坪 完形 底径 6 5 ②普通 の箆削り。体部外面中央撫で。口縁部外面

高さ 4 0 ③橙(25YR6/6) ～体部内面横撫で。底部内面撫で。

第170図 5土師器 床面 口径 12 8 ①砂粒 ・白色粒中量 底部平底。底部～体部外面下半斜方向の箆

PL.71 坪 完形 底径 6.0 ②普通 削り。体部外面中央撫で。口縁部外面～体

高さ 3.4 ③にぶい黄橙（10YR6/4)部内面横撫で。底部内面撫で。

第170図 6土師器 床面 口径 12.3 ①小礫 ・赤色粒少戯 底部平底。体部はわずかに丸みをもって立

PL.71 坪 完形 底径 6.0 ②普通 ち上がり、口縁部は外反しない。体部外面

高さ 5.0 ③橙(5YR7/6) 下半箆削り。口縁外面～内面横撫で。

第171図 7土師器 埋土 口径 (12.3) ①砂粒 ・赤色粒少量 底部平底。体部はわずかに丸みをもち、ロ

PL.71 坪 口縁1/5～底部 底径 6.8 ②普通 縁部は外反しない。体部外面下半箆削り。

1/2 高さ 5 1 ③にぶい黄橙(lOYR7/4)口縁外面～内面横撫で。底部外面に黒班。
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挿図番号
Nu 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第171図 8須恵器 床面 口径 13 0 ①白色粒 ・小礫やや多い 輔櫨成形。輔轄右回転。底部右回転糸切り。

PL.71 坪 口縁～底部3/4底径 5.0 ②還元焔 体部は丸味を帯び、口縁部は強く外反する。

高さ 3.8 ③黄灰(2.5Y6/l)

第171図 9須恵器 埋土 口径 (12.5) ①砂粒少最、白色粒中屈 輔櫨成形。輛櫨右回転。底部回転糸切り。

PL.71 坪 口縁～底部1/2底径 5.6 ②還元焔 体部は直線的に立ち上がり、口縁は外反す

高さ 4.5 ③灰(N4/l) る。

第171図 10須恵器 床面、埋土、掘 口径 (13.8) ①白色粒 ・小礫含む 観輯成形。回転方向不明。底部回転糸切り

PL.71 高台付婉 方埋土 底径 ②還元焔 後、高台貼り付け。体部はやや丸味を帯び

1/4 高さ (4.6) ③黄灰(2.5YR5/l) て立ち上がり、口縁部は強く外反する。器

厚が非常に薄い。

第171図 11須恵器 埋土 口径 ①細砂粒 ・細白色粒中輩 観輔成形。回転方向不明。底部切り離し後

PL.71 高台付碗 底部のみ 底径 8.2 ②酸化焔 高台貼り付け。

高さ (2.2) ③明赤褐(5YR5/6)

第172図 12須恵器 床面 口径 17.8 ①砂粒やや多い 鞘轄成形。回転方向不明。底部切り離し不

PL.71 高台付碗 ほぽ完形 底径 8.0 ②還元焔 明。切り離し後、高台貼り付け。体部は丸

高さ 7.7 ③灰黄(25Y6/2) 味を帯び、口縁部は外反する。

第172図 13須恵器 床面 口径 17.5 ①砂粒多い 輔櫨成形。輔轄右回転。底部右回転糸切り

PL 71 高台付碗 完形 底径 8.5 ②酸化焔 後高台貼り付け。体部はやや丸味を帯びて

高さ 8.3 ③明赤褐(2.5YR5/6) 立ち上がり、口縁部は外反する。

第172図 14須恵器 埋土 口径 13.0 ①白色粒中氣 輛轄成形。鞘轄右回転。底部右回転糸切り。

PL 71 皿 口縁～底部3/4底径 6.1 ②還元焙 体部はわずかに丸みをもって広がり、口縁

高さ 2.4 ③灰(5Y5/l) 部は外反する。

第172図 15土 師器 埋土 口径 (13.2) ①砂粒 ・白色粒中塁 口縁はかなりあまいコの字。胴部外面箆削

PL.71 小型甕 口縁1/4 底径 ②普通 り。口縁内外面横撫で。口縁外面に指頭圧

高さ (7 1) ③にぶい橙（7.5YR6/4) 痕。胴部内面箆撫で。

第172図 16土師 器 埋土 口径 (16 9) ①粗砂粒 ・赤色粒中屈 口縁はややあまいコの字。胴部外面箆削り。

PL.71 甕 口縁部破片 底径 ②普通 口縁内外面横撫で。胴部内面箆撫で。

高さ (8 8) ③橙(7.5YR7/6)

第173図 17土師 器 床面、掘方、鼈 口径 (11 6) ①赤 • 黒色粒少絨 胴部外面上半横方向、以下斜方向の箆削り。

PL 71 小型台付 埋土 底径 ②普通 口縁部内外面とも横撫で。胴部内面箆撫で。

甕 胴部1/4 高さ (10 6) ③にぶい黄褐(10YR5/4)

第173図 18土師器 床下土坑、掘方 口径 ①砂粒 ・赤色粒中贔 胴部外面斜方向の箆削り。胴部内面横 ・斜

PL 72 甕 埋土 底径 (4.4) ②普通 方向の箆撫で。

胴部下位～底 高さ (9.1) ③黒褐（75YR3/2) 

部1/3

第172図 19土師器 埋土 口径 ①砂粒中鼠 胴部外面箆削り。台部との境付近は横撫で。

PL 72 台付甕 底部破片 底径 ②普通 胴部内面箆撫で。台部内面撫で。

高さ (5.4) ③橙(5YR6/6)

第173図 20 土師器 床面、掘方、鼈 口径 ①砂粒 ・赤色粒少量 胴部外面斜方向の箆削り。胴部内面箆撫で。

PL72 小型台付 埋土 底径 9.8 ②普通 台部内外面横撫で。

甕 胴部下半～底 高さ (13.4) ③褐(7.5YR4/4)

部2/3

第173図 21 土製品 埋土 長さ 3.1 ①砂粒 ・小礫中最 全体に細い。整形が雑で表面に凹凸がある。

PL 72 土 錘 ほぼ完形 径 0.8X0.8 ②酸化焔

菫さ 1 9g ③褐(75YR4/6) 

第173図 22 土製品 埋土 長さ 3 1 ①細砂粒少鼠 全体に細いが、中央部に最大径。表面は撫

PL.72 土 錘 完形 径 0.7X08 ②酸化焙 でて平滑。

重さ 1.5g ③灰黄(2.5Y6/2)

第173図 23 土製品 床面 長さ 4 1 ①砂粒 ・赤色粒中量 全体に細い。整形が雑で表面に凹凸がある。

PL.72 土 錘 完形 径 09XQ 9 ②酸化焔

重さ 2.5g ③明赤褐(5YR5/6)

第173図 24 土製品 床面 長さ 5 2 ①細砂粒 ・赤色粒中絨 径が太い。中央部に最大径があり、両端が

PL 72 土 錘 完形 径 25X2 5 ②酸化焔 細くなる。表面は撫でで平滑。

重さ 28.0g ③浅黄橙（lOYRS/3)
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第5節遺構外出土の遺物

B-3号住居

＇ 挿図番号
NQ 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第175図 1土師器 埋土、鼈埋土 口径 (12 4) ①砂粒多い 体部は直線的に立ち上がり、口縁部はわず

PL.72 坪 1/5 底径 (7.2) ②普通 かに内湾する。体部外面下半～底部外面箆

高さ 3.7 ③にぶい黄橙(10YR6/4)削り。口縁部外面～内面横撫で。

第175図 2土師器 床面、窟埋土 口径 （12.8) ①砂粒中屈 体部は直線的に立ち上がり、口縁は外反し

PL 72 坪 1/2 底径 (8.0) ②普通 ない。口縁外面は強い横撫で。体部～底部

高さ 4.0 ③にぶい橙（7.5YR6/4) 外面は表面摩滅だが、箆削りか。

第175図 3須恵器 床面、埋土 口径 (14 6) ①砂粒 ・赤色粒少屈 輔蘊成形。雛櫨回転方向不明。体部は丸み

PL.72 境 口縁1/4～体部 底径 ②還元焔 をもち、口縁はわずかに外反する。

1/ 4 高さ (5 4) ③灰黄(25Y6/2) 

第175図 4須恵器 床面、埋土 口径 (14 8) ①砂粒 ・白色粒少鼠 鞘櫨成形。輔櫨回転方向不明。体部は丸み

PL72 坪 口縁1/4 底径 ②還元焔 をもち、口縁はわずかに外反する。

高さ (3.9) ③黄灰(2.5Y6/l)

第175図 5土師器 鼈埋土 口径 (23. 7) ①砂粒 ・白・赤色粒中屈 ややあまいコの字口縁。胴部外面箆削り。

PL 72 甕 口縁部破片 底径 ②普通 口縁内外面横撫で。

高さ (6.0) ③にぶい褐（7.5YR5/3)

第175図 6土師器 埋土 ロ径 ①砂粒中屈、赤色粒少鼠 やや外反しながら開く。内外面とも横撫で。

PL 72 台付甕 台部のみ1/4 底径 (8 8) ②普通

高さ (3 0) ③橙(5YR6/6)

B-4号住居
挿図番号
NQ 種器 別種 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第177図 1土師器 床面ピット 口径 12.5 ①粗砂 ・赤色粒やや多い 口縁部外面～内面横撫で。体部外面撫で。

PL 72 坪 口縁1/4欠 底径 7.5 ②普通 底部外面箆削り。口縁部に油煙付着。色の

高さ 4 5 ③橙(5YR7/6) 異なる胎土を細かい縞状に含む。

第177図 2土師器 床面、埋土 口径 13.1 ①砂粒 ・赤色粒中黛 体部はごくわずかに丸みをもち、口縁は外

PL 72 坪 口縁～体部一 底径 5 9 ②普通 反しない。体部～底部外面箆削り。口縁部

部欠 高さ 4 6 ③にぶい橙（7.5YR7/4) 外面～内面横撫で。

第177図 3須恵器 床面、埋土 口径 13.1 ①粗砂・小礫・赤色粒中旦 漉鑢成形。輔轍右回転。底部回転糸切り。

PL.72 坪 口縁3/4～底部 底径 6 4 ②やや酸化焔 体部は丸みをもち、口縁は大きく外反する。

完形 高さ 3.9 ③灰黄(2.5Y6/2)

第177図 4須恵器 床面、窟埋土 口径 12.9 ①白色粒中箪 観輯成形。輔輯右回転。底部回転糸切り。

PL72 坪 口縁2/3～底部 底径 5.9 ②還元焔 体部は丸みをもち、口縁は大きく外反する。

完形 高さ 4.2 ③灰(5Y4/l)

第177図 5須恵器 床面 口径 15.0 ①砂粒・白色粒少屈 輔輯成形。輔輯右回転。底部回転糸切り後

PL72 高台付碗 高台欠 底径 ②還元焔 高台貼り付け（欠損）。体部はほぽ直線的に

高さ (5.2) ③黒褐(25Y3) 立ち上がり、口縁はわずかに外反する。

第177図 6土師器 床面、埋土 口径 13 2 ①砂粒 ・赤色粒少屈 体部は丸みが少なく、口縁は外反しない。

PL 72 高台付碗 高台欠 底径 ②普通 体部～底部外面箆削り。高台貼り付け。ロ

高さ (6.1) ③にぶい黄橙(10YR7/縁部外面～内面横撫で。

4) 

第177図 7須恵器 床面 口径 15.2 ①細砂 ・白色粒中輩 輔鑢成形。輔櫨右回転。底部切り離し後高

PL.72 高台付塊 口縁部一部・高 底径 ②酸化焔 台貼り付け。内面横方向箆磨き、黒色処理。

台欠 高さ (5.5) ③にぶい橙（7.5YR7/3)

第177図 8須恵器 床面、埋土 口径 (14.0) ①白・赤色粒やや多い 観轄成形。輔鑢回転方向不明。底部切り離

PL.72 高台付碗 口縁1/2～底部 底径 7.4 ②やや酸化焔 し後高台貼り付け。体部は歪んでいる。

完形 高さ 6.3 ③灰黄褐(10YR6/2)

第177図 9須恵器 床面 口径 14. 7 ①粗砂 ・小礫中屈 輔輯成形。輔鑢右回転。底部回転糸切り。

PL 72 高台付碗 口縁部一部欠 底径 7 6 ②酸化焙 底部切り離し後高台貼り付け。体部はやや

高さ 6 3 ③灰黄橙（10YR5/2) 丸みをもち、口縁は外反する。

第177図 10須恵器 埋土、鼈埋土 口径 13 8 ①砂粒 ・白色粒多い 輔轄成形。鞘輯右回転。底部切り離し後高

PL 72 高台付碗 完形 底径 7 0 ②やや酸化焔 台貼り付け。器壁が厚めで重い。

高さ 5 9 ③にぶい橙（7.5YR6/4)

第177図 11須恵器 床面、埋土 口径 (17.8) ①細砂 ・白色粒中凪 輔櫨成形。輔櫨右回転。底部回転糸切り後

PL 72 高台付婉 床下土坑 底径 8 2 ②酸化焔 高台貼り付け。体部は下半に丸みをもち、

体部2/3欠 高さ 8 8 ③にぶい褐(7.5YR5/3) 口縁はわずかに外反する。

第177図 12須恵器 床面、埋土 口径 13.7 ①砂粒・小礫・赤色粒多い 輔鑢成形。輔轄右回転。底部回転糸切り。

PL 73 皿 口縁1/2欠 底径 6.8 ②還元焔 体部は直線的に開き、口縁は外反する。

高さ 2.3 ③灰（10Y6/l)
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第 4章細谷八幡遺跡

挿図版図番番号号 N<1 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
(cm) 

第177図 13土師器 埋土 口径 (18.2) ①砂粒・白 ・赤色粒中星 口縁の屈曲が弱く、あまいコの字形。胴部

PL 73 甕 口縁部1/4 底径 ②普通 外面箆削り。口縁部内外面横撫で。胴部内

高さ (6.0) ③にぶい橙（7.5YR6/4) 面箆撫で。

第177図 14縄文土器 掘方埋土 残存高 (4.6)①粗砂粒 ・雲母粒多星 波状口縁で波頂部に把手。 後期堀之内

PL 73 深 鉢 口縁部 ・把手 厚さ 1.1 ②普通

③橙(75YR6/6) 

B-5号住居

三図版番号 NQ 種器 別種 残出土存状位置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
(cm) 

第179図 1須恵器 鼈埋土 口径 （12 9) ①細砂粒・白色粒少星 轍轄成形。輔櫨右回転か。体部は直線的に

PL.73 坪 口縁周辺1/2 底径 ②還元焔 立ち上がり、口縁は外反しない。

高さ (4.0) ③灰(5Y5/l)

第179図 2石 器 埋土 長さ (11 5) 砂岩 下先端に敲打痕あり。

PL.73 敲 石 幅 7 3 

重さ 547.7g 

B-6号住居
挿図番号
No・ 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

＇ 図版番号 (cm) 

第180図 l須恵器 埋土 口径 （12.8) ①白色粒・小礫多い 鞘櫨成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL.73 坪 口縁～底部1/3底径 6.2 ②還元焔 体部はほぼ直線的に立ち上がり、口縁部は

高さ 3.9 ③灰(7.5Y4/l) 外反する。

第180図 2灰釉陶器 掘方埋土 口径 (14.6) ①細砂 ・白色粒少望 輔鑢成形。底部外面回転箆削り後、高台貼

PL.73 高台付塊 口縁～底部1/3底径 6.5 ②還元焔 り付け。釉は刷毛塗りでごく薄い。

高さ 4.4 ③灰白(2.5YR7/l)

第180図 3土師器 埋土 口径 ①細砂 ・赤色粒少最 甕部の底部内面撫で。台部内外面横撫で。

PL.73 小型台付 台部のみ3/4 底径 8.4 ②普通

甕 高さ (3.2) ③明赤褐(25YR5/8) 

第180図 4緑釉陶器 埋土 口径 ①白色粒含む 輔櫨成形。内外面緑釉。釉は内面がやや厚

PL 73 塊 か体部小破片 底径 ②還元焔？ く、発色がいい。

高さ ③暗オリーブ(7.5Y4/3)

第181図 5石製品 床面 長さ 4.5 流紋岩 長さの短い分銅型。上部に穿孔あり。 1面

PL.73 砥石か 完形 幅 3.0 は表面が欠損。残りの 5面とも使用してい

最大厚 2.8 る。重さ50.8g。

B-7号住居

挿回版図番番号号 Nu 種器 種別 残出存土状位置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
(cm) 

第183因 l須恵器 床面、窟埋土 口径 12 5 ①白色粒中量 輌輯成形。輔輯右回転。底部右回転糸切り。

PL.73 坪 口縁～底部2/3底径 6.8 ②還元焔 体部はやや丸味を帯びて立ち上がり、口縁

高さ 3 5 ③灰(7SYS/1) 部は外反しない。

第183図 2土師器 床面、埋土 口径 (20 8) ①白 ・赤色粒少星 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面横

PL.73 甕 掘方 底径 ②普通 撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

口縁部1/2 高さ (6 9) ③明赤褐(2.SYRS/8)

第183図 3石製品 床面 長さ (9.4) 流紋岩 4面使用。角も 1カ所使用。各面ともよく

PL.73 砥 石 上下欠 幅 5. 7 使用しており、浅く凹んでいる。重さ403.

最大厚 5.8 lg。

B-8号住居
挿図番号
No 種器 種別 出土位冒 計測値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

回版番号 残存状 (cm) 

第186図 1土師器 床面、埋土 口径 (12.8) ①砂粒 ・白色粒少量 体部は直線的に立ち上がり、口縁は外反し

PL 73 坪 口縁1/2～底部 底径 (6.6) ②普通 ない。体部下半～底部外面箆削り。底部外

2/3 高さ 4.2 ③橙(5YR6/8) 面中央に離れ砂。口縁外面～内面横撫で。

第186図 2土師器 床面、埋土 口径 11.8 ①砂粒・赤色粒少量 体部は直線的に立ち上がり、口縁は外反し

PL.73 坪 口縁 ・体部1/2底径 (7 2) 麟通 ない。体部外面下半～底部外面箆削り。ロ

高さ 3 8 ③にぶい黄橙(10YR7/4)縁部外面～内面横撫で。体部外面に黒班。

第186図 3土師器 埋土 口径 （13 8) ①砂粒 ・赤色粒少輩 体部外面下半～底部外面箆削り。体部外面

PL.73 坪 口縁1/6～底部 底径 7 0 ②普通 上半指押さえ。口縁部外面～内面横撫で。

ほぽ完形 高さ 4 2 ③橙（75YR6/6) 体部外面下半～底部外面に黒班。
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第5節遺構外出土の遺物

＇ 挿図番号
Nu 種器 種別 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第186図 4須恵器 埋土 口径 ①砂粒 • 黒色粒中輩 観櫨成形。表面摩滅のため、調整等不明。

PL 73 高台付碗 底部のみ 底径 (6.2) ②還元焔 高台は貼り付け。体部はわずかに丸みを

高さ (3 4) ③灰オリープ(5Y6/2) もって立ち上がる。

第186図 5土師器 埋土、掘方 口径 (11 8) ①砂粒 ・白・赤色粒中絋 体部はやや丸みをもち、口縁は外反しない。

PL 73 坪 小破片 底径 (5.6) 詞通 体部～底部外面箆削り。口縁外面～内面横

高さ 5.9 ③橙(5YR6/6) 撫で。

第186図 6土師器 埋土 口径 （14.4) ①粗砂粒 ・赤色粒少位 体部は丸みをもち、口縁は外反する。高台

PL 73 高台付碗 口縁1/6～底部 底径 6.2 ②普通 貼り付け。体部外面下半粗い箆削り。体部

完形 高さ 5.9 ③にぶい橙（7.5YR7/4) 外面上半～内面横撫で。

第186図 7須恵器 窺埋土 口径 （12.5) ①砂粒・小礫 ・赤色粒多 輔鑢成形。輔轄右回転。底部は直線的に広

PL.73 皿 口縁1/4～底部 底径 (6.6) し） がり、口縁は外反する。

1/3 高さ 2.2 ②還元焔

③灰オリープ(5Y5/2)

第186図 8土師器 床面、埋土 口径 (17 8) ①砂粒・赤色粒多い やや粗雑な作り。口縁はくずれたコの字状。

PL.73 甕 口縁付近1/3 底径 ②普通 胴部は箆削りだが表面摩滅。口縁部外面

高さ (7 0) ③橙（75YR6/6) ～内面横撫で。

第186図 9土師器 埋土 口径 ①細砂・赤色粒中址 台部のみ。外反しながら広がる。内外面と

PL 73 台付甕 台部のみ 底径 7.7 ②普通 も横撫で。甕部底部内面は箆撫で。

高さ (2 8) ③橙(75YR6/6) 

第186図 10灰釉陶器 住居北側 口径 (11 3) ①突雑物少ない 頸部貼り付け。口縁部に向かって緩やかに

PL 73 長頸瓶 頸部のみ 底径 ②還元焔 外反しながら開く。

高さ (9.1) ③灰(5Y6/l)

第186図 11土 製品 埋土 長さ (2.1) ①細砂粒含む 全体に細い。器表は丁寧な整形。

PL 73 土 錘 全体の1/2 径 o.sxo.s＠漕通
重さ 1 lg ③灰褐（7.5YR4/2)

第186図 12土製品 埋土 長さ 3.1 ①細砂粒含む 穴が開いていない。失敗品か。全体に細い。

PL 73 土錘か 完形 径 0.8X0.7 ②普通 器表の整形はやや雑。

重さ 1.8g ③にぶい橙（7.5YR6/4)

第186図 13石製品 床面 長さ 6.4 安山岩 周囲に敲打痕あるが、使用頻度は低いか。

PL.73 敲石か 完形 幅 6 0 

最大厚 3 1 

B-10号住居

挿図版因番番号号 Nu 種器 種別 残出存土位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第186図 1土師器 埋土 口径 13.4 ①砂粒 ・赤色粒少屈 体部はわずかに丸みをもち、口縁は外反す

PL.74 坪 口縁～底部2/3底径 6 7 ②普通 る。体部～底部外面箆削り。口縁外面～内

高さ 4 8 ③浅黄橙（10YR8/3) 面横撫で。底部外面に黒班。

第186図 2土師器 床面、鼈埋土 口径 (12 7) ①細砂粒少鼠 体部は直線的に立ち上がり、中途で内側に

PL.74 坪 口縁1/4～底部 底径 (7 4) ②普通 わずかに屈曲する。体部外面下半箆削り。

1/2 高さ 4.0 ③にぶい橙(7.5YR7/4) 口縁外面～内面横撫で。表面摩滅。

第186図 3土師器 床面、埋土 口径 (14.4) ①細砂 ・赤色粒中屈 体部はわずかに丸みをもち、口縁は外反し

PL 74 坪 体部1/6 底径 (6.8) ②普通 ない。体部外面～底部箆削り。口縁部外面

高さ 4.1 ③橙（7.5YR7/6) ～内面横撫で。

第186図 4土師器 埋土 口径 15.4 ①細砂粒・赤色粒少屈 体部はわずかに丸みをもち、口縁は外反し

PL 74 高台付坪 口縁1/2～底部 底径 6.8 ＠噌通 ない。高台貼り付け。体部下半外面箆削り。

1/2 高さ 6.8 ③橙(7.5YR7/6) 体部上半外面に指押さえの跡。

第186図 5土師器 貯蔵穴 口径 15.0 ①粗砂粒 ・赤色粒中虻 体部は丸みをもって立ち上がり、口縁は外

PL 74 高台付坪 口縁～体部一 底径 6.7 詞通 反する。口縁外面に指押さえの跡が残る。

部欠 高さ 6.5 ③橙(7.5YR6/6) 高台は貼り付け。

第186図 6須恵器 貯蔵穴 口径 12.3 ①砂粒・白色粒少磁 輔輯成形。輔輯右回転。底部右回転糸切り。

PL 74 坪 完形 底径 6.0 ②還元焔 体部はほぽ直線的に立ち上がり、口縁はわ

高さ 4.1 ③灰(10Y5/l) ずかに外反する。

第186図 7須恵器 貯蔵穴 口径 14.2 ①砂粒 ・小礫少塁 観鑢成形。輔轄右回転。底部右回転糸切り。

PL 74 坪 ほぽ完形 底径 5.3 ②還元焔 体部はわずかに丸みをも って立ち上がり、

高さ 5.4 ③灰黄(2.5Y7/2) 口縁部は外反する。

第186図 8須恵器 貯蔵穴 口径 13.8 ①砂粒 ・小礫少星 輛輯成形。鞘輯右回転。底部右回転糸切り。

PL 74 坪 口縁一部欠 底径 5.4 ②還元焙 体部はやや丸みをもって立ち上がり、口縁

高さ 6.3 ③灰白(5Y7/1) 部は外反する。
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第4章細谷八幡遺跡

挿図版図番番号号 N(l 種器 種別 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考
(cm) 

第186図 9須恵器 埋土 口径 (14 4) ①白色粒・小礫やや多い 輔饂成形。輔輯回転方向不明。体部はやや

PL.74 高台付碗 体部小破片 底径 ②還元焔 丸みをもって立ち上がり、口縁部は外反す

高さ (6 1) ③黄灰(2.5Y4/1) る。

第187図 10灰釉陶器 貯蔵穴上 口径 （14 5) ①細砂粒少砒 輔轄成形。輔輯回転方向不明。底部切り離 口縁部に油煙付

PL 74 高台付皿 口縁1/2～底部 底径 (7 3) ②還元焔 し後回転箆削り、高台貼り付け。口縁～体 泊辛。

1/2 高さ 4 3 ③黄灰(2.5Y6/l) 部内面のみに施釉。

第187図 11土師器 埋土 口径 (17.1) ①砂粒・赤色粒子少絨 コの字口縁。胴部外面箆削り。口縁部外面

PL 74 甕 口縁部1/4 底径 ②普通 ～内面横撫で。

高さ (6 7) ③にぶい黄橙(10YR7/4)

第187図 12土師器 貯蔵穴上 口径 (19.0) ①砂粒 ・赤色粒中量 胴部外面箆削り。口縁部内外面横撫で。胴

PL.74 甕 小破片 底径 ②普通 部内面横撫で。

高さ (7 0) ③にぶい黄橙(10YR7/4)

第187図 13土師器 埋土、鼈埋土 口径 （19 8) ①砂粒・白・赤色粒中量 口縁はやや甘いコの字状。胴部は丸みをも

PL 74 甕 口縁1/4～胴部 底径 ②普通 つ。胴部外面箆削り。口縁部内外面横撫で。

破片 高さ (12.3) ③にぶい黄橙(10YR7/4)胴部内面摩滅のため調整不明。

第187図 14須恵器 鼈脇埋土 口径 ①白色粒子多い 外面横撫で、頸部に波状文。内面横撫で、

PL 74 甕 頸部周辺小破 底径 ②やや酸化焔 一部に当て具痕が残る。

片 高さ ③黄灰(25Y 4/1) 

第187図 15須恵器 床面、埋土 口径 ①小礫 ・白色粒少絨 胴部は底部から直線的に立ち上がり、上部

PL 74 甕 底部～体部1/3底径 14. 4 ②還元焔 で内側に屈曲する。底部外面を除き、丁寧

高さ (20.6) ③灰(7.5Y4/l) な横撫で。

第187図 16石製品 埋土 長さ (8.0) 玄武岩 下端を中心に敲打痕あり。重さ755g。

PL 74 敲 石 上部欠 幅 3.3 

最大厚 1. 7 

B -8 ・10号住居

誌謬 I □］［）値 I①胎土②焼成③色調
口径 (13. 7)①砂粒少虻

器形 ・技法等の特徴 備 考

高台付坪I口縁1/3～底部底径
完形 高さ

6.7 ②普通

6.3 ③橙(5YR6/6)

体部は丸みをもって立ち上がり、口縁は外

反する。高台は貼り付け。体部外面箆削り。

口縁外面～内面横撫で。

B-9母住居
挿図番号
Nu 種器 種別 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

＇ 図版番号 (cm) 

第189図 1土師器 埋土、窟埋土 ロ径 (14 7) ①細砂粒 ・赤色粒少屈 体部はやや丸みをもち、口縁は口唇部がわ

PL.74 碗 口縁付近1/5 底径 ②普通 ずかに外反する。内面は粗い箆削り。内面

高さ (5.9) ③にぶい橙（75YR7/4) の半分位は黒色。

第189図 2須恵器 床面 口径 （15 0) ①粗砂・小礫・白色粒少量 轍櫨成形。輔櫨右回転。底部回転糸切り後

PL.74 高台付塊 口縁～底部1/2底径 ②還元焔 高台貼り付け（欠損）。体部はわずかに丸み

高台欠 高さ (5 4) ③灰白(75Y7 /1) をもち、口縁はわずかに外反する。

第189図 3須恵器 鼈埋土 口径 ①小礫 ・白色粒少星 高台貼り付け。体部は直線的に立ち上がる。

PL.74 高台付碗 底部～体部破 底径 （11 3) ②還元焔

片 高さ (7.1) ③灰（N4/0)

第189図 4須恵器 埋土 口径 ①小礫 ・白色粒少輩 外面細かい格子叩き。内面当て具痕。

PL.74 甕 胴部小破片 底径 ②還元焔

高さ (6.2) ③灰(5Y5/l)

B-11号住居

＇ 挿図番号
No・ 種器 種別 残出存土状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第191図 1土師 器 床面、埋土 口径 (11.8) ①細砂粒・白色粒少羅 体部はわずかに丸みをもち、口縁はわずか

PL.75 坪 口縁1/2～底部 底径 (7 8) ②普通 に外反する。体部外面下端～底部外面箆削

1/2 高さ 3 9 ③橙(75YR6/6) り。口縁部外面～内面横撫で。

第191図 2土師器 埋土 口径 (15.0) ①砂粒少凪 体部外面下半箆削り。口縁部外面～内面横

PL 75 坪 口縁～体部1/4底径 ②普通 撫で。

高さ (4.1) ③明赤褐(5YR5/6)

第191図 3須恵器 鼈埋土 口径 （12.4) ①砂粒少絨 轍櫨成形。鞘櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL 75 坪 口縁～底部1/5底径 (7.2) ②酸化焔 体部は直線的に立ち上がり、口縁は外反し

高さ 3.7 ③橙(5YR6/6) ない。内面箆磨き、黒色処理。
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三図版番号 Nu 種器 別種
第191図 4須恵器

PL 75 皿

第191図 5土師器

PL.75 小型甕

第191図 6土師器

PL.75 甕

B-12号住居

B-14号住居
挿回番号
Nu 種器 別種

図版番号

第195図 1土師器

PL 75 坪

第195図 2土師器

PL 75 坪

第195図 3須恵器

PL.75 坪

第195図 4須恵器

PL.75 高台付碗

第195図 5須恵器

PL 75 高台付碗

第195図 6灰釉陶器

PL 75 皿

第195図 7土師器

PL 75 甕

第195図 8土師器

PL.75 台付甕

B-15号住居
挿図番号
NQ 種器 種別

＇ 図版番号

第197図 l土師器

PL 75 坪

第197図 2土 師器

PL 75 坪

第197図 3土師器

PL.75 坪

第197図 4土師器

PL.75 坪

PL.83 

残出存土位状闘態

埋土

口縁～体部1/4

鼈埋土

口縁部1/3

床下土坑

口縁部1/4～胴

部破片

出土位置
残存状態

計測値
(cm) 

口径 (16 4) 

底径

高さ (2 1) 

口径 (11 0) 

底径

高さ (4.2) 

口径 (16.3) 

底径

高さ （11.6) 

計測値
(cm) 

第 5節遺構外出土の遺物

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

①粗砂 • 黒色粒中屈 輛輯成形。輔輯右回転。体部は直線的に広

②還元焔 がり、口縁は外反する。器壁が薄い。

③灰黄(2.5Y6/2)

①細砂粒・白色粒中屈 コの字口縁。胴部外面箆削り。口縁部外面

②普通 ～内面横撫で。

③橙(5YR6/6)

①砂粒 ・白・赤色粒少屈 コの字口縁。胴部外面箆削り。口縁部内外

②普通 面横撫で。胴部内面箆撫で。

③橙(75YR7/6) 

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

口径 ー ①砂粒 ・白色粒中虻 1外面格子叩き。内面当て具痕。

胴部小破片 I底径 ー②還元焔

高さ ー③灰(N4/0)

残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

埋土、窟埋土 口径 （12.6) ①砂粒 ・赤色粒中屈 底部平底。底部～体部外面下半横方向の箆

口縁部～底部 底径 6.2 ＠噌通 削り。体部外面中央箆撫で。口縁部外面横

2/3 高さ 5.1 ③橙(7.5YR6/6) 撫で。内面横撫で。

埋土 口径 (14.1) ①砂粒中址 底部平底。体部は直線的で口縁は外反しな

口縁～底部1/2底径 (7.0) ②普通 い。底部～体部外面上半斜方向の箆削り。

高さ 4.6 ③にぶい橙（75YR6/4) 口縁部外面横撫で。内面横撫で。

床面 口径 （12.8) ①砂粒 ・赤色粒少屈 輔輯成形。観轄右回転。底部右回転糸切り。

口縁部～底部 底径 5.4 ②酸化焔 体部はほぽ直線的に立ち上がり、口縁部は

1/3 高さ 3.9 ③にぶい黄橙(lOYR7/3)外反する。

貯蔵穴 口径 12 8 ①砂粒やや多い 輔櫨成形。鞘轄右回転。底部右回転糸切り

口縁部～底部 底径 5 6 ②還元焙 後、高台貼り付け。体部はわずかに丸味を

2/3 高さ 4 8 ③浅黄(2.5Y7/3) 帯び、口縁部は外反する。

埋土、貯蔵穴 口径 (15 0) ①白色粒 ・小礫中蚊 輛輯成形。輔輯右回転。底部右回転糸切り

口縁部～底部 底径 6 4 ②還元焔 後、高台貼り付け。体部はわずかに丸味を

1/3 高さ 4 3 ③灰(N5/0) 帯び、口縁部は外反する。

埋土 口径 (14 7) ①細砂粒少屈 鞘轄成形。体部は丸みをもち、口縁部は外

口縁部～体部 底径 ②還元焔 反する。釉はごく薄い。

片 高さ (1.5) ③灰(5Y5/l)

貯蔵穴上、埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒中屈 胴部外面縦方向の箆削り。胴部内面箆撫で。

底部破片 底径 3.7 ②普通 内面がかなり摩滅している。外面に黒班。

高さ (4.3) ③にぶい黄橙(10YR7/4)

埋土 口径 ①砂粒 ・白色粒少砒 台部のみの破片。大きく外反しながら開く。

台部1/4 底径 (9.6) ②普通 内外面横撫で。

高さ (2 9) ③灰褐色(5YR4/2)

残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

掘方埋土 ロ径 (11 9) ①砂粒 ・白色粒少屈 底部平底。体部は下端で屈曲し、直線的に

口縁～底部1/2底径 (5.3) ②普通 立ち上がる。底部～体部外面下端箆削り。

高さ 4.3 ③橙(25YR6/6) 口縁部外面横撫で。内面横撫で。

埋土 口径 (12.8) ①砂粒 ・白色粒少絨 底部平底。体部は直線的に立ち上がり、ロ

口縁～底部1/3底径 (7 0) ②普通 縁部は内湾する。底部～体部外面下半箆削

高さ 4 2 ③明赤褐(25YR5/6) り。口縁部外面横撫で。内面横撫で。

埋土 口径 (11 7) ①砂粒 ・白色粒少屈 底部平底。体部は口縁にかけて内湾。底部 墨書体部内面「内」

口縁～体部1/3底径 ②普通 ～体部外面下端箆削り。体部撫で。口縁部

高さ (3 6) ③明赤褐(25YR5/8) 外面横撫で。内面横撫で。

埋土 口径 (12.8) ①砂粒 ・白色粒少凪 底部平底。体部は口縁にかけて内湾。底部 墨書体部内面「内」

口縁～底部1/3底径 ②普通 ～体部外面箆削り。体部外面中央箆撫で。

高さ (4 0) ③橙(2.5YR6/8) 口縁部外面横撫で。内面横撫で。
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第 4章細谷八幡追跡

厚図版番号 No 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考
(cm) 

第197図 5土師器 埋土 口径 ①砂粒・赤色粒少乱 外面箆削り。内面撫で。 墨害体部外面

PL 75 坪 底部片 底径 (6 0) ②普通 判読不能

高さ (2 8) ③橙(5YR6/8)

第197図 6土師器 掘方埋土 口径 (12 7) ①赤色粒やや多い 底部平底。体部は中位で屈曲し、口縁はわ 底部内面に線刻

PL 75 坪 ロ縁～底部破 底径 (8.4) ②普通 ずかに外反する。底部外面箆削り。体部外

片 高さ 4 2 ③橙(75YR7/6) 面撫で。口縁部外面横撫で。内面横撫で。

第198図 7土師器 掘方埋土 口径 (14 2) ①粗 ・細砂粒少屈 底部平底。体部はわずかに丸みをもつ。底

PL 75 坪 口縁～底部片 底径 (8 6) ②普通 部～体部外面箆削り。口縁部外面横撫で。

PL.83 高さ 5.5 ③明赤褐(5YR5/6) 内面横撫で、粗い放射状暗文。

第198図 8土師器 埋土 口径 (12.8) ①砂粒中筵 底部平底。体部はほぼ直線的に立ち上がる。

PL 75 坪 口縁～底部1/4底径 (6.8) ②普通 底部～体部外面箆削り。口縁部横撫で。内

高さ 4.2 ③橙(5YR6/6) 面横撫で。

第198図 9須恵器 床面、埋土、掘 口径 （13.8) ①小礫 ・白色粒中拡 鞘櫨成形。睦轄右回転。底部右回転糸切り

PL.75 高台付碗 方埋土 底径 7.2 ②還元焔 後、高台貼り付け。体部は丸味を帯びて立

口縁～底部片 高さ 6.2 ③灰（N4/0) ち上がり、口縁部はわずかに外反する。

第198図 10須恵器 埋土 口径 (15.6) ①砂粒やや多い 漉櫨成形。回転方向・底部切り離しは不明。

PL.75 高台付塊 口縁～底部1/3底径 ②やや酸化焔 高台貼り付け。体部はわずかに丸味を帯び、

高台欠 高さ (6.6) ③灰黄(2.5Y7/2) ロ縁部はわずかに外反する。

第198図 11土師器 埋土、掘方埋土 口径 (19 0) ①細 ・微砂粒少絨 コの字口縁。胴部外面斜・横方向の箆削り。

PL 75 甕 口縁付近1/3 底径 ②普通 口縁部内外面とも横撫で。内面横方向の箆

高さ (11 7) ③橙(7.5YR7/6) 撫で。

第198図 12土師器 鼈埋土 口径 (19 0) ①砂粒やや多い コの字口縁。胴部外面上端斜 ・横方向、以

PL 76 甕 口縁～胴部1/3底径 ②普通 下縦方向箆削り。口縁部内外面とも横撫で。

高さ (18 6) ③橙(5YR6/6) 胴部内面横方向の箆撫で。

第198図 13土師器 埋土、鼈埋土 口径 (10 6) ①砂粒 ・白色粒中鑓 胴部外面上半横方向箆削り、下半縦方向の

PL 76 小型台付 口縁～胴部下 底径 ②普通 箆削り。口縁部内外面とも横撫で。胴部内

甕 位3/4 高さ (13.8) ③にぶい赤褐(5YR5/4) 面中央横方向、下半斜方向の箆撫で。

台部欠

第198図 14緑釉陶器 埋土 口径 ①細砂含む 小破片。鞘轄成形。

PL 76 坪 口縁部破片 底径 ②還元焔

高さ ③暗オリープ(75YR4/3) 

第198図 15土師器 埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒少量 外面箆削り。内面撫で。 墨書内面判読

PL 76 坪 体部片 底径 ②普通 不能

高さ ③明赤褐(5YR5/8)

第198図 16 土製品 埋土 長さ 3 8 ①細砂粒少砒 全体に細い。表面は撫でで平滑。

PL 76 土 錘 一部欠 径 0.9Xl0 ②普通

重さ 2.8g ③にぶい橙（7.5YR7/4)

第199図 17石製品 埋土 長さ (5.0) 砂岩 4面使用。横断面が正方形に近い。重さ59

PL 76 砥 石 端部のみ 幅 2 5 7g。

最大厚 2 5 

第199図 18 石製品 埋土 長さ (4.0) 流紋岩 5面とも使用。重さ61.7g。

PL 76 砥 石 上下欠 幅 5 2 

最大厚 2 0 

B-17号住居
挿図番号
Nu 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

団版番号 (cm) 

第201図 1須恵器 床面、埋土 口径 (13 4) ①細砂粒やや多い 輛誼成形。回転方向不明。底部回転糸切り

PL.76 高台付塊 口縁～底部1/4底径 (5.4) ②還元焔 後、高台貼り付け。体部はやや丸味を帯び

高さ 4.6 ③にぶい黄(25Y6/3) て立ち上がり、口縁部は外反する。

第201図 2須恵器 床面 口径 （14.4) ①細砂粒 ・白色粒少輩 鞘輯成形。回転方向・底部切り離しは不明。

PL 76 高台付塊 口縁～底部1/3底径 5.8 ②還元焔 切り離し後、高台貼り付け。体部は直線的

高さ 4.9 ③灰白(5Y7/2) に外傾し、口縁部は外反する。

第201図 3土師器 床面 口径 (19.2) ①砂粒 ・赤色粒中磁 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面と

PL 76 甕 口縁部片 底径 ②普通 も横撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

高さ (4.9) ③橙(5YR6/8)
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第 5節遺構外出土の遺物

B-18号住居

挿回版図番番号号 Na 種器 種別 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考(cm) 

第203図 1土師器 床面 口径 （13 5) ①細砂粒少量 底部平底。底部～体部外面下半箆削り。ロ 墨書体部内外面

PL 76 坪 口縁～底部3/4底径 5.8 ②普通 縁部外面横撫で。内面横撫で。 (2カ所）「仲」を

PL83 高さ 3 8 ③橙(5YR6/6) 四角で囲む。

第203図 2土師器 床面 口径 ①砂粒・白色粒少鼠 底部平底。底部～体部外面箆削り。底部外

PL 76 坪 底部のみ 底径 6.3 ②普通 面中央未調整。内面横撫で。

高さ (2. 7) ③にぶい橙(5YR6/4)

第203図 3十能瓦 攪乱か 長さ （11.6) ①砂粒中旦 側端部を折り曲げて成形する。凸面は無調

PL 76 小破片 幅 (8.1) ②還元焔 整。その他は縦撫で。

厚さ 1.3 ③黒(7.5Y2/l)

B-19号住居
挿図番号
NQ 種器 別種 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考

＇ 図版番号 (cm) 

第206図 l土 師器 鼈前床面、鼈埋 口径 12.6 ①砂粒 ・赤色粒少鼠 底部平底。体部と底部の境が丸い。口縁部

PL.76 坪 土 底径 4.9 ②普通 は外傾する。底部～体部外面下端箆撫で。

口縁～底部3/4高さ 4 4 ③にぶい赤褐(25YR5/4) 口縁部外面横撫で。内面横撫で。

第206図 2土師器 床面、鼈埋土 口径 (18 8) ①白・赤色粒少抵 コの字口縁。胴部外面横方向の箆削り。ロ

PL.76 甕 口縁部片 底径 ②普通 縁部内外面とも横撫で。胴部内面横方向の

高さ (6 9) ③にぶい橙(75YR7/4) 箆撫で。

第206図 3土師器 床面、竃埋土 口径 (20 0) ①細・微砂粒少蘇 コの字口縁。胴部外面上半横 ・斜方向、以

PL.76 甕 ほぼ完形 底径 5.2 ②普通 下縦方向の箆削り。口縁部内外面とも横撫

高さ 26 8 ③橙(5YR6/6) で。胴部内面横・斜方向の箆撫で。

B-20号住居
挿図番号
Nu 種器 種別 残出土存状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第208図 1土師器 埋土 口径 12.5 ①砂粒・白色粒少鼠 底部平底。体部は口縁にかけて内湾する。

PL.76 坪 口縁～底部1/2底径 8.0 ②普通 底部～体部外面箆削り。口縁部外面横撫で。

PL.83 高さ 3.7 ③にぶい赤褐(5YR4/4) 内面横撫で。外面全体に煤付着。

第208図 2上師器 埋土 口径 ①白 ・赤色粒中量 底部～体部外面箆削り。内面撫で、暗文（底

PL 76 坪 底部2/3 底径 (9.0) ②普通 部螺旋状、体部放射状）。

高さ (2.0) ③にぶい赤褐(5YR5/4)

第208図 3土師器 床面 口径 （19.8) ①砂粒 ・白色粒やや多い コの字口縁。胴部外面横方向の箆削り。ロ

PL.76 甕 口縁部片 底径 ②良好 縁部内外面とも横撫で。胴部内面横方向の

高さ (6.5) ③明赤褐(5YR5/8) 箆撫で。

第208図 4土師器 床面 口径 ①砂粒・白色粒少最 台部内外面横撫で。底部内面箆撫で。

PL 76 台付甕 台部2/3 底径 9.9 ②普通

高さ (4 1) ③にぶい赤褐(5YR5/4)

B-21号住居

三図版番号 NQ 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考(cm) 

第210図 1須恵器 埋土、貯蔵穴 口径 (14 6) ①砂粒 ・白色粒少鼠 輛轄成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り

PL.77 高台付碗 口縁～底部1/3底径 (5.8) ②還元焔 後、高台貼り付け。体部は丸味を帯びて立

高さ 5 2 ③灰黄(2.5Y7/2) ち上がり、口縁部は外反しない。

第210図 2土製品 貯蔵穴脇埋土 長さ 5 0 ①細砂 ・赤色粒中鼠 中央部に最大径。整形はやや雑。

PL.77 土 錘 一部欠 径l.7Xl7 ②酸化焙

重さ 10 7g ③にぶい褐(75YR5/3) 

B-22号住居

三図版番号 Nu 種器 別種 残出存土位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形・技法等の特徴 備 考(cm) 

第211図 1土 師器 埋土 口径 (12 4) ①砂粒やや多い 底部平底。体部はわずかに屈曲。底部～体

PL.77 杯 口縁～底部1/3底径 (7.4) ②普通 部外面下半横方向箆削り。口縁部外面横撫

高さ 4 2 ③にぶい橙(2.5YR6/3) で。内面は器面が荒れて整形不明瞭。

第211図 2須恵器 床面、掘方埋土 口径 12.3 ①小礫・白色粒中械 鞘饂成形。輛轄右回転。底部右回転糸切り。 墨書体部内外面

PL.77 坪 口縁～底部2/3底径 5.0 ②還元焔 体部は下半にやや丸味を帯び、上半～口縁 「山」か

高さ 3.9 ③灰オリーブ(5Y6/2) 部はほぼ直線的に広がる。

第211図 3須恵器 掘方埋土 口径 (13. 6) ①小礫・白色粒少量 鞘轄成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り

PL 77 高台付碗 口縁～底部1/3底径 6.2 ②還元焔 後、高台貼り付け。体部はわずかに丸味を

高さ 6.0 ③黄灰(25YR5/l) 帯び、口縁部はわずかに外反する。
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第4章細谷八幡遺跡

口図版番号 N(l 種器 別種 残出存土位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第211図 4須恵器 瑚右床面、鼈埋 口径 14 1 ①小礫、白色粒中拡 轍轄成形。轍鑢右回転。底部右回転糸切り。

PL 77 皿 土 底径 6.2 ②還元焔 体部はやや丸みをもち、口縁は外反する。

口縁～底部2/3高さ 2 5 ③灰(5Y5/l)

第212図 5土師器 床面 口径 (20 2) ①砂粒やや多い 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面横

PL 77 甕 口縁部1/3 底径 ②普通 撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

高さ (5 6) ③橙(5YR6/8)

第212図 6土師器 床面、堀方埋 口径 (21.2) ①砂粒やや多い コの字口縁。胴部外面横方向の箆削り。ロ

PL 77 甕 土、鼈埋土 底径 ②普通 縁部内外面横撫で。胴部内面箆撫で。

口縁～胴部上 高さ (10.0) ③橙(5YR6/8)

半1/3

第212図 7土師器 掘方埋土 口径 （11.0) ①砂粒 ・赤色粒中址 コの字口縁。胴部外面上半横方向、以下斜

PL.77 小型甕 口縁～胴部上 底径 ②普通 方向の箆削り。口縁部内外面とも横撫で。

半1/2 高さ (7.3) ③明赤褐(25YR5/8) 胴部内面は器面が荒れて調整不明瞭。

第212図 8土師器 床面、埋土 口径 (8.5) ①砂粒やや多い 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面と

PL 77 小型甕 口縁～胴部上 底径 ②普通 も横撫で。胴部内面箆撫で。内外面の器面

半1/3 高さ (5 2) ③明赤褐(2.SYRS/6) 荒れている。

第212図 9土師器 床面 口径 ①砂粒少昴 台部内外面横撫で。底部内面箆撫で。

PL.77 台付甕 台部片2/3 底径 (10 0) ②普通

高さ (4 3) ③灰褐(5YR5/2)

B-1号土坑

誌魯塁 計喜息 ①胎土②焼成③色調

第215図11I縄文土器埋土 残存高（31.4)①粗砂粒中屈

深 鉢口縁部～胴下厚さ 1.1②普通

部 ③灰黄（2.5Y7/2)

器形 ・技法等の特徴 I 備

胴下部～中央部で丸味を帯び、胴上部で括 1後期称名寺

れ、口縁部やや外反。沈線により区画。区

画内に刺突文を施文。区画は J字状文。

考

B-6号土坑

誌闊眉 計（□皇 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 I 備

小破片 I:： （7:）I［三□中絨 I：：二言］三面～口縁部横撫で。内 考

B-11号土坑

召］ 計(9]息 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴

[[ 1] : I王：：口：I:：日：日；：し竺言：し：
備 考

B-22号上坑

口回版番号 Nu 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第219図 1土師器 埋土 口径 (14 4) ①砂粒 ・白・赤色粒中量 体部は丸みをもち、口縁は外反しない。体

PL 78 高台付碗 口縁1/2～底部 底径 6 7 ②普通 部外面箆削り。口縁外面～内面横撫で。高

3/4 高さ 5.8 ③にぶい橙(5YR6/4) 台は貼り付けで低い。

第219図 2土師器 埋土 口径 (22.6) ①砂粒 ・白・赤色粒中鼠 口縁は屈曲が明瞭なコの字状。胴部外面横

PL.78 ギg 口縁付近小破 底径 ②普通 方向箆削り。口縁内外面横撫で。胴部内面

片 高さ (6.5) ③にぶい橙(5YR6/4) 横方向箆撫で。

第219図 3土師器 埋土 口径 （19.2) ①砂粒 ・白色粒多い 口縁は屈曲が弱く、ごくあまいコの字状。

PL 78 甕 口縁付近小破 底径 ②普通 胴部外面箆削り。口縁内外面横撫で。胴部

片 高さ (8.9) ③橙(5YR7/6) 内面箆撫で。

B-29号土坑

翡吉靡冒 豆：（竺：］：芦呈韮三三□：ニロ）I:：：：］： ：面技の：整：ま：く： ：らかで I 備
考
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B-32号土坑

塁 計ご）値 ①胎土②焼成③色調

：：言□
器形 ・技法等の特徴

輛轄成形。体部はやや丸みをもち、口縁は

わずかに外反する。釉はやや緑を帯びた灰

白(5GY8/l)。

備 考

B-37号土坑

翡隷冒 計(:』)値 ①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴|:: 8x([ ；：I[量：9） I全体に細い。表面は撫でで平滑。

備 考

B-42号土坑
挿図番号
N(l 種器 別種 残出存土状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

＇ 図版番号 (cm) 

第224図 l須恵器 埋土 口径 (12 9) ①砂粒 ・白色粒少氣 醗輯成形。回転方向不明。回転糸切り。皿

PL.78 坪 口縁～底部1/4底径 (6.0) ②還元焔 に近い器形。体部はほぽ直線的に広がり、

高さ 2.9 ③暗灰黄(25Y5/2) 口縁部は外反する。

第224図 2須恵器 埋土 口径 (13.6) ①小礫 ・白色粒やや多い 輔輯成形。鞘轄右回転。底部右回転糸切り

PL.78 高台付塊 口縁～底部1/3底径 5.9 ②還元焔 後高台貼り付け。体部は丸味を帯びて立ち

高さ 4.9 ③灰(N4/0) 上がり、口縁部は強く外反する。

第224図 3鉄製品 埋土 長さ (6.2) 

PL78 刀 子 先端と茎欠 幅 1 2 

厚さ 0 5 

B-1号粘土採掘坑

9 9 醤責詞
口径 13. 7 

底径 7.7 

高さ 6.3 

B-1号溝

1臼言ロ

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 | 備 考

①砂粒 ・赤色粒中戯 体部外面箆削りの後、口縁部外面～体部内

②普通 面横撫で。高台貼り付け。底部内面と体部

③浅黄橙(10YR3/l) 外面下端に指押さえの跡。

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

①粗砂・赤色粒中拡 やや丸底に近い平底。体部外面下半から底 内面～口縁部外面

②普通 部外面箆削り。口縁部外面～体部内面横撫 漆付着。

③橙(5YR7/6) で。底部内面横撫で。

B-5号溝
挿同番号
Nu 種器 別種 残出土存位状置態 計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
図版番号 (cm) 

第227図 1須恵器 埋土 口径 ①白色粒少鑓 輔鑢成形。回転方向不明。底部切り離し後

PL 79 高台付培 底部付近小破 底径 (6.0) ②還元焔 高台貼り付け。体部はやや丸みをもつ。

片 高さ (3.0) ③灰(5Y5/l)

第227図 2土師器 埋土 口径 ①砂粒 ・赤色粒やや多い 外面横撫で。中心部に穿孔。

PL 79 器 台脚部小破片 底径 ②普通

高さ (4.9) ③橙(7.5YR7/6)

第227図 3須恵器 埋土 口径 ①白 • 黒色粒少絨 外面撫で。内面同心円状の当て具痕。

PL 79 甕 胴部小破片 底径 ②還元焔

高さ ③灰(5Y6/l)

第227図 4土製品 南端付近埋土 長さ (2.0) ①細砂粒 ・白色粒少鼠 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 1/3 径 1.oxog ②普通
重さ 1.6g ③黄灰(25Y4/l) 

第227図 5土製品 埋土 長さ (2.1) ①細砂粒 ・赤色粒少屈 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 1/4 径 1.1 ②普通

重さ 1 4g ③灰黄(25Y7 /2) 

第227図 6土製品 南端付近埋土 長さ (2.2) ①細砂粒少鑓 全体に細い。表面は撫で。

PL 79 土 錘 1/3 径 07X0 6 ②普通

重さ 0.8g ③暗灰黄(2SYS/2) 

第227図 7土製品 南端付近埋土 長さ (2 4) ①細砂粒 ・赤色粒少絋 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 1/2 径 1.oxo9 ②普通
重さ 1.6g ③褐灰(10YR6/l)
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＇ 挿図番号 Nu 種器 種別 残出存土位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
図版番号 (cm) 

第227図 8土製品 南端付近底面 長さ (2.3) ①細砂粒少羹 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 ± 錘 1/2 径 0.8X0.8 ②普通

重さ 1 6g ③黒褐（10YR3/l)

第227図 9土製品 南端付近埋土 長さ (2 8) ①細砂粒 ・赤色粒少屈 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 2/3 径 0.9X09 ②普通

董さ 2 Og ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第227図 10土製品 南端付近埋土 長さ (3.0) ①細砂粒少鼠 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 3/4 径 0.9X0.9 ②普通

菫さ 1 9g ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第227図 11土製品 南端付近埋土 長さ (3 1) ①細砂粒少鼠 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 端部一部欠 径l.OXl0 ②普通

重さ 2.6g ③灰黄褐（10YR6/2)

第227図 12土製品 南端付近埋土 長さ (3.0) ①細砂粒 ・赤色粒少鑓 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 3/4 径l.OXl0 ②普通

重さ 2.7g ③にぶい黄橙(lOYR7/3)

第227図 13土製品 南端付近埋土 長さ (3.3) ①細砂粒 ・赤色粒少量 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 両端部一部欠 径l.OXO9 ②普通

重さ 2.7g ③にぶい黄橙(lOYR7/3)

第227図 14土製品 南端付近埋土 長さ (3 2) ①細砂粒 ・赤色粒中誠 中央部が緩やかに膨らむ形。径やや太い。

PL 79 土 錘 2/3 径l.2Xl2 ②普通 表面は撫で。

重さ 4.5g ③にぶい黄橙(lOY6/3)

第227図 15土製品 南端付近埋土 長さ (3. 7) ①細砂粒 • 黒色粒中輩 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 端部一部欠 径 1lXl.0 ②普通

重さ 3.3g ③灰黄(25Y6/2) 

第229図 16土製品 南端付近埋土 長さ (3. 7) ①細砂粒 ・赤色粒少凪 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 両端部一部欠 径 09X0.9 ②普通

重さ 2.8g ③灰黄褐（10YR6/2)

第229図 17土製品 南端付近埋土 長さ 3.5 ①細砂粒 ・赤色粒少雇 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 完形 径l.OX0.9 ②普通

重さ 3.lg ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第229図 18土製品 南端付近埋土 長さ (3.9) ①細砂粒 ・赤色粒少量 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL 79 土 錘 両端部一部欠 径l.OXl.0 ②普通

重さ 3.3g ③灰黄褐(10Y6/2)

第229図 19土製品 南端付近埋土 長さ 4.0 ①砂粒 ・赤色粒中鼠 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 完形 径 09X0.8 ②普通

重さ 3.4g ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第229図 20 土製品 南端付近埋土 長さ 3.6 ①細砂粒 ・白色粒少贔 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 完形 径 0.9X0.8 ②普通 黒班。

重さ 2.5g ③灰黄(25Y6/2) 

第229図 21 土製品 南端付近埋土 長さ 3.8 ①細砂粒 ・赤色粒少鼠 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 完形 径 0.9X0.9 ②普通

重さ 2.9g ③にぶい黄橙(10YR6/3)

第229図 22 土製品 南端付近埋土 長さ 3.8 ①細砂粒 ・赤色粒少量 中央部が緩やかに膨らむ形。表面は撫で。

PL.79 土 錘 完形 径 1oxo.9 ②普通

重さ 3.6g ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第229図 23 石 器 埋土 長さ (15.0) ホルンフェルス 刃部の大部分が欠損。重さ522.5g。

PL.79 打製石斧 刃部欠 幅 12.0 

最大厚 2.5 

第229図 24 縄文土器 埋土 残存高 (8.8)①粗砂粒中贔 細い沈線で曲線的な区画。区画は不明。 後期

PL 79 深 鉢 胴部片 厚さ 1.3 ②普通

③淡黄（2.5Y8/3)

第229図 25 縄文土器 埋土 残存高 (4.4)①細砂粒中量 破片上端部割口に接合のための刻目。横位 後期

PL 79 深 鉢 胴部片 厚さ 0.9 ②普通 に低い隆帯上の粘土貼り付け。隆帯間は浅

③淡黄(2.5Y8/3) い沈線状。縦位に沈線。
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B-6号溝

着1 醤晶霜： I：;:』)(:)芦ぎ呈：三三口こ：：3）I:：：享云三竺［正；；沈］云：：］塁よし」：！之内考
B-10号溝
挿団番号
N(l 種器 種別 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第232図 1須恵器 埋土 口径 ①粗砂 • 黒色粒やや多い 観轄成形。輔轄回転方向不明。底部切り離

PL.79 高台付塊 底部周辺のみ 底径 6.8 ②やや酸化焔 し不明。切り離し後商台貼り付け。

高さ (4.1) ③にぶい橙(5Y6/4)

第232図 2須恵器 埋土 ロ径 （13.6) ①砂粒 ・赤色粒少磁 漉轄成形。輔輯回転方向不明。底部切り離

PL.79 高台付境 口縁部1/3～底 底径 (7.0) ②酸化焔 し後、体部外面下半を箆削りし、高台貼り

部1/2 高さ 6 8 ③にぶい黄橙(10YR7/4)付け。高台は大きく外反して広がる。

第232図 3石 器 埋土 長さ (6.0) 流紋岩 上半部欠。4面使用。 2面の表面には農具

PL 79 砥 石破片 幅 3 6 のガジリ痕が顕著。重さ725g。

厚さ 1 8 

B-15号溝
挿図番号
Nu 種器 種別 残出土存状位置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第233図 1須恵器 埋土 口径 （12.8) ①砂粒 ・赤色粒やや多い 輔櫨成形。回転方向不明。体部はやや丸味

PL80 杯 口縁～底部片 底径 (6.0) ②還元焙 を帯び、口縁部は外反する。

高さ 4.4 ③灰黄(2.5Y6/2)

第233図 2須恵器 埋土 口径 (13 7) ①小礫 ・白色粒中戯 輛輯成形。輔輯右回転。底部右回転糸切り。

PL80 坪 口縁～底部片 底径 (7.9) ②還元焔 体部はわずかに丸味を帯びて立ち上がり、

高さ 3 2 ③灰(5Y5/l) 口縁部は外反する。

第233図 3土師器 埋土 口径 ①砂粒少屈 台部内外面横撫で。底部外面箆削り、内面

PL.80 台付甕 台部のみ。裾部 底径 9.2 ②普通 箆撫で。

一部欠 高さ (3.6) ③にぶい橙（75YR6/4) 

B-16号溝

三図版番号 Nu 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第234図 1須恵器 埋土 口径 (14 4) ①小礫 ・砂粒少鼠 輔輯成形。回転方向不明。底部回転糸切り。

PL80 坪 口縁～底部片 底径 (6.0) ②還元焔 皿に近い器形。体部は丸味を帯び、口縁部

高さ 2 5 ③灰色(N5/0) は強く外反する。

第234図 2須恵器 埋土 口径 (12 6) ①砂粒やや多い 輔輯成形。回転方向不明。底部回転糸切り。

PL80 坪 口縁～底部片 底径 (6 0) ②還元焔 体部は丸味を帯び、口縁部は外反する。

高さ 4 3 ③灰(7.5Y6/l)

B-17号溝

三図版番号 NQ 種器 別種 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考(cm) 

第235図 1土師器 埋土 口径 (12 8) ①粗砂 ・赤色粒中屈 底部丸底か。体部外面下半箆削り。口縁部

PL80 坪 体部破片 底径 ②普通 外面横撫で。内面横撫で。

高さ 3.8 ③橙(5YR6/6)

第235図 2須恵器 埋土 口径 12 9 ①粗砂 ・白色粒やや多い 輔鑢成形。輔櫨右回転。底部回転糸切り。

PL80 坪 口縁部1/3欠 底径 5 3 ②還元焙 体部はやや丸みをもって立ち上がり、口縁

高さ 4.6 ③オリープ黄(5Y6/3) 部はわずかに外反する。

第235図 3須恵器 埋土 口径 ①小礫 ・白色粒中鼠 内外面とも横撫で。胴部内面上端に当て具

PL80 甕 頸部～胴部上 底径 ②還元焔 痕がわずかに残る。

半破片 高さ (10.8) ③灰（N4/0)

第235図 4須恵器 埋土 口径 ①白色粒中量 外面格子叩き。内面同心円状の当て具痕。

PLSO 甕 胴部片 底径 ②還元焔

高さ ③灰(N4/0)

B-18号溝

ご`
計(9』)値 ①胎土②焼成③色調

亡こ
器形 ・技法等の特徴

底部平底。体部はわずかに屈曲しながら立

ち上がる。体部外面下半斜方向の箆削り。

口縁部内外面ともに横撫で。内面横撫で。

備 考

299 



第4章細谷八幡遺跡

挿図番号
Nu 種器 種別 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第236図 2須恵器 埋上 口径 ①砂粒中屈 轍輯成形。回転方向不明。底部回転糸切り

PL 80 高台付塊 底部1/2 底径 (8.0) ②酸化焔 後高台貼り付け。

高さ (2 8) ③にぶい橙(5YR6/4)

第236因 3灰釉陶器 埋土 口径 ①細砂粒少砒 輔魃成形。回転方向不明。釉は内面に痕跡

PL.80 高台付碗 底部周辺1/2 底径 (6 3) ②還元焔 的に残るのみ。

高さ (2 2) ③灰白(25Y7 /1) 

第237図 4灰釉陶器 埋土 口径 ①細砂粒 ・白色粒少絨 糖魃成形。右回転。釉は内・外面施釉。底部

PL80 皿 底部～体部1/4底径 (6.1) ②還元焔 は内外面とも施釉しない。

高さ (2.2) ③黄灰(2.5Y6/l)

第237図 5灰釉陶器 埋土 口径 ①細砂粒少鉱 鞘櫨成形。回転方向不明。体部は丸みをもっ

PL80 鉢 底部小破片 底径 （11.8) ②還元焔 て立ち上がる。内面全面に施釉しているが、

高さ (4.1) ③にぶい黄(2.5Y6/3) 器表が荒れている。

第237図 6土師器 埋土 口径 (20 0) ①砂粒・白・赤色粒中星 ややあまいコの字口縁。胴部外面箆削り。

PL.SO 甕 口縁1/6 底径 ②普通 口縁外面～内面横撫で。

高さ (5 8) ③にぶい黄橙(10YR7/3)

第237図 7須恵器 埋土 口径 ①砂粒・白色粒少絨 口縁部は胴部から直角に屈曲する。口縁外

PL 80 甕 頸部～胴部上 底径 ②還元焔 面と内面横撫で。

端破片 高さ (10.8) ③灰（N4/0)

第237図 8 瓦 埋土 長さ (12.0) ①砂粒・小礫・白色粒中鼠 一枚作り。凹面糸切り痕、布目痕、側端面

PL.SO 平 瓦小破片 幅 (9.5) ②還元焔 取り状の削り。凸面縦撫で、後一部横撫で。

厚さ 1.7 ③灰色(N6/0)

第237図 9土製品 埋土 長さ 3.7 ①細砂粒少屈 中央部に最大径があるが、全体に細い。表

PL.80 土 錘 完形 径 09X0.9 ②酸化焔 面は丁寧な撫でで平滑。

重さ 2 9g ③にぶい褐(75YR6/3) 

第237図 10土製品 埋土 長さ 3.6 ①細砂粒少屈 全体に細い。整形が雑で表面に凹凸がある。

PL.SO 土 錘 完形 径 0.7X08 ②酸化焔

重さ 2 Og ③にぶい褐（75YR6/3) 

第237図 11土製品 埋土 長さ 2 8 ①細砂粒少斌 全体に細く小さい。整形はやや雑で表面に

PL80 土 錘 完形 径 0.7X0.7 ②酸化烙 凹凸がある。

重さ 1 2g ③明赤褐(5YR5/6)

第237図 12土製品 埋土 長さ 2 8 ①細砂粒少屈 全体に細く小さい。成形が雑で歪みがあり、

PL 80 土 錘 完形 径 o.sxo9 ②酸化焔 上方の孔はほとんど塞がっている。

重さ l. 8g ③にぶい黄橙(10YR7/2)

第237図 13土製品 埋土 長さ (3 0) ①細砂粒少屈 中央部に最大径。両端部が細くなる。表面

PL80 土 錘 両端部欠 径 09X0 8 ②酸化焔 は丁寧な撫でで平滑。

重さ 1. 7g ③灰白(25Y8/2) 

第237図 14土製品 埋土 長さ (3.1) ①細砂粒少址 中央部に最大径。両端部が細くなる。表面

PL 80 土 錘 両端部欠 径 1oxo.9 ②酸化烙 は丁寧な撫でで平滑。

重さ 2 6g ③にぶい褐（7.5YR6/3)

第237図 15土製品 埋土 長さ (3.1) ①細砂粒少批 大型の土錘。表面は丁寧な撫でで平滑。

PL.80 土 錘 1/3 径 2.5 ②酸化焔

重さ 10 Og ③にぶい黄橙(10YR7/2)

第237図 16 土製品 埋土 長さ 5 2 ①細砂粒少閲 大型の土錘。中央部に最大径。両端部が細

PL.80 土 錘 完形 径 2.5X25 ②酸化焔 くなる。表面は丁寧な撫でで平滑。

重さ 27.5g ③にぶい黄橙(lOYR7/3)

第238図 17 石製品 埋土 長さ 10 9 角閃石安山岩 一面のみ深く凹む。重さ3788g。

PL 80 凹み石 完形 幅 9 7 

最大厚 6 7 

第238図 18 石製品 埋土 長さ 11. 0 角閃石安山岩 用途不明。底面が磨られて平滑になってい

PL 80 不 明 一部欠 幅 10.5 る。全体に熱を受けている。重さ781.Zg。

厚さ 10.1 

第238図 19 石製品 埋土 長さ 22.0 角閃石安山岩 用途不明。断面方形に成形する。各面にエ

PL.80 不 明 一部欠 幅 11.6 具痕が残る。重さ15943g。

厚さ 9 5 
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第 5節遺構外出土の遺物

B-20号溝
挿図番号
Nu 種器 種別 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

固版番号 (cm) 

第239図 1土師器 埋土 口径 (13 0) ①砂粒 ・赤色粒少屈 体部外面下半～底部外面箆削り。口縁部内

PL.81 坪 口縁部1/5～底 底径 (7 1) ②普通 外面横撫で。体部 ・底部内面撫で。

部1/5 高さ 4 1 ③浅黄橙（lOYRS/4)

第239図 2須恵器 埋土 口径 (13 4) ①細砂 ・白色粒少屎 輔轄成形。観轄右回転。底部右回転糸切り。

PL 81 坪 口縁部1/5～底 底径 5 4 ②還元焔 体部はわずかに丸みをもち、口縁部は外反

部1/2 高さ 4 2 ③褐灰(lOYR4/l) する。

第239図 3須恵器 埋土 口径 (12 2) ①砂粒 ・赤色粒少屈 輔輯成形。回転方向不明。体部外面下端～底

PL81 坪 口縁～体部1/3底径 (7.5) ②酸化焙 部外面箆削り。口縁部外面～体部内面横撫

高さ 4.2 ③にぶい橙（7.5YR6/4) で。

第239図 4須恵器 埋土 口径 (16.0) ①砂粒 ・白色粒中屈 輌輯成形。底部切り離し後高台貼り付け。 内面黒色処理。

PL81 高台付碗 体部破片 底径 (9.4) ②酸化焙 口縁部内外面横撫で。体部外面摩滅。体部

高さ 6.2 ③にぶい黄橙（7.5YR6/4)内面の箆磨きは摩滅のため不明瞭。

第239図 5須恵器 埋土 口径 ①白色粒中屈 輔輯成形。輛輯右回転。底部回転糸切り後 墨害底部内面

PL 81 高台付塊 底部付近破片 底径 (7 2) ②還元焙 高台貼り付け。体部内外面のみ表面黒色処 判読不能

高さ (3 3) ③赤褐(5YR4/6) 理。

第240図 6須恵器 埋土 口径 (19 2) ①砂粒 ・小礫少屈 体部は丸みをもつ。内外面とも横撫でで、

PL.81 盆士 口縁3/4～体部 底径 ②還元焔 特に外面は丁寧。

1/5 高さ (18 0) ③灰(5Y5/l)

第239図 7縄文土器 埋土 残存高 (59) ①細砂粒中凪 沈線により区画。区画内に短い沈線を施文。 後期称名寺

PL.81 深 鉢胴部片 厘さ 1 1 ②普通

③にぶい黄橙(10YR7/3)

B-21号溝
挿図番号
Nu 種器 種別 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第241図 1土製品 埋土 長さ (1 7) ①細砂粒少蚊 大型の土錘。表面は撫でて平滑。

PL.81 土 錘 端部小破片 径 l.8Xl6 ②普通

重さ 2 6g ③にぶい黄橙(10YR7/4)

第241図 2土製品 埋土 長さ (3.3) ①細砂粒少屈 全体に細い。表面は撫で。

PL81 土 錘 端部一部欠 径 0.9X0.9 ②普通

重さ 2 lg ③灰黄褐（10YR6/2)

B-1号井戸
挿図番号
No 種器 別種 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第243図 1須恵器 埋土 口径 13.1 ①白色粒子多い 轍櫨成形。輔櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL.78 坪 口縁～底部3/4底径 6.0 ②還元焔 体部はやや丸味を帯び、口縁部は外反する。

高さ 4 2 ③灰(5Y6/l) 口縁部がわずかに歪む。

第243図 2須恵器 埋土 ロ径 12 6 ①粗砂 ・白色粒中絨 鞘櫨成形。難櫨右回転。底部右回転糸切り。

PL 78 坪 口縁～底部2/3底径 5 8 ②還元焔 底部の端に段を有し、体部はほぽ直線的に

高さ 4 1 ③灰(75Y6/l) 立ち上がる。口縁部は外反する。

第243図 3須恵器 埋土 口径 13.6 ①砂粒 ・赤色粒やや多い 輔輯成形。輔轍右回転。底部右回転糸切り。

PL.78 坪 完形 底径 6 6 ②やや酸化焔 体部は直線的に広がり、口縁部はほとんど

高さ 4.3 ③にぶい黄橙（10YR7/4)外反しない。

第244図 4須恵器 埋土 口径 ①粗砂 ・小礫少磁 輌轄成形。輌輯右回転。底部右回転糸切り

PL 78 高台付婉 体部～底部片 底径 (6 0) ②酸化焙 後、高台貼り付け。高台部の一部を欠損。

高さ (3.9) ③にぶい橙(75YR6/4) 体部はやや丸味を帯びて立ち上がる。

第244図 5土師器 埋土 口径 (18 8) ①砂粒中醤 胴部外面横方向の箆削り。口縁部内外面と

PL 78 甕 口縁部片 底径 ②普通 も横撫で。胴部内面横方向の箆撫で。

高さ (6 3) ③橙(5YR6/8)

第244図 6土師器 埋土 口径 (18 8) ①砂粒 ・赤色粒やや多い コの字口縁。胴部外面箆削り。口縁部内外

PL 78 甕 口縁部1/4 底径 ②酸化焔 面とも横撫で。胴部内面箆撫で。

高さ (4 0) ③橙(5YR7/8)

第244図 7土 師器 埋土 口径 ①細砂 ・赤色粒中最 台部内外面とも器面が荒れているため、調

PL78 台付甕 台部 底径 7 5 ②普通 整不明瞭。

高さ (3 7) ③にぶい黄橙(10YR7/4)

第244図 8石製品 埋土 長さ (11.1) 角閃石安山岩 用途不明。断面を方形に成形する。各面に

PL.78 不 明 幅 11.5 工具痕が残る。重さ6235g。

厚さ 7.1 
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第4章細谷八幡遺跡

B-2号井戸

1 I:台：す： ：：：竺片 1五'』)(：直6）1三三三：口： Eりり五こ：］：i：1，：オ:;;:5::::I備
高さ (4.0) I③灰（7.5Y5/1)

考

もって立ち上がる。

〔C区〕
C-1号住居

＇ 挿図番号
No. 種器 種別 残出存土位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第246図 l土師器 床面、掘方埋土 口径 (13.2) ①砂粒少屈 体部はほぽ直線的に立ち上がり、口縁部は

PL.81 坪 口縁～底部1/4底径 (5.9) ②普通 外反しない。体部外面箆削り。口縁部外面

高さ (4.0) ③橙（7.5YR7/6) ～内面横撫で。

第246図 2須恵器 埋土 口径 (14.5) ①砂粒 ・白色粒中祉 輔轄成形。鞘櫨回転方向不明。底部回転糸

PL.81 高台付碗 口縁～底部1/3底径 7.3 ②やや酸化焔 切り後高台貼り付け。体部はわずかに丸み

高さ 6.2 ③にぶい黄(2.5Y6/3) をもち口縁部は外反する。

第246図 3須恵器 埋土 口径 （15 8) ①小礫 ・白色粒少誠 輔轄成形。漉櫨回転方向不明。体部は丸み

PL 81 境 口縁～体部1/2底径 ②やや酸化焔 をもち、口縁部は外反する。

高さ (7.0) ③灰黄(2.5Y6/2)

C-1号溝

NQ冒畠 誌譴 計喜息 ①胎土②焼成③色調

1土師器埋土 口径 (11.8)①細砂 ・白色粒中屈

小型甕口縁～胴部1/4底径 一②普通

高さ （7.5)③明赤褐(2.5YR5/6)

器形 ・技法等の特徴

胴部は丸みをもつ。口縁はくの字状に折れ

曲がり外反する。胴部外面箆削り。胴部内

面箆撫で。口縁部内外面横撫で。

備 考

〔遺構外出土遺物〕
挿図番号
NQ 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第249図 1土師器 B区730-770G 口径 （13 4) ①砂粒 ・赤色粒少絋 体部はわずかに丸みをもち、口縁は外反し 口縁部内面に煤付

PL81 坪 口縁～体部1/4底径 ②普通 ない。体部外面箆削り。口縁部外面～内面 着。

高さ 4.0 ③橙(5YR6/6) 横撫で。

第249図 2土師器 B区730-820G 口径 (14 0) ①砂粒 ・赤色粒中量 体部はわずかに丸みをもち、口縁部はほと

PL81 坪 口縁1/4～底部 底径 (7 4) ②普通 んど外反しない。口縁部外面～内面横撫で。

1/2 高さ 4 1 ③橙(7.5YR6/6) 体部外面下半～底部外面箆削り。

第249図 3土師器 B区730-780G 口径 (11 8) ①砂粒 ・白色粒中鑓 底部はやや丸底に近い。体部は直線的で口

PL81 坪 底径 (7.4) ②普通 縁は外反しない。体部外面下半～底部外面

高さ 3 6 ③橙(75YR7/6) 箆削り。口縁外面～内面横撫で。

第249図 4土師器 B区730-780G 口径 12 8 ①砂粒 ・白・赤色粒少星 体部中央が指押さえのためくびれる器形。 内面に黒班。

PL81 坪 口縁部1/4欠 底径 6 0 ②普通 口縁は外反しない。体部外面下半～底部外

高さ 4 4 ③橙(75YR6/6) 面箆削り。口縁部外面～内面横撫で。

第249図 5須恵器 B区740-780G 口径 ①砂粒 ・白色粒中量 輔輯成形。輔轄回転方向不明。底部回転糸

PL.81 坪 底部付近1/2 底径 (4 4) ②還元焔 切り後、外周回転箆削り。底部と体部の境

高さ (2 7) ③灰(5Y5/l) が丸く曖昧。

第249図 6須恵器 B区730-820G 口径 13 4 ①細砂 ・粗砂粒少量 輛輯成形。輔鑢右回転。底部回転糸切り。

PL.81 坪 口縁1/4欠 底径 5 8 ②還元焔 体部はほぼ直線的に立ち上がり、口縁部は

高さ 4 3 ③にぶい黄橙(10YR7/3)外反しない。

第249図 7須恵器 B区750-760G 口径 （14 4) ①砂粒 ・白色粒少磁 輔櫨成形。輛櫨右回転。底部切り離し後尚

PL.81 高台付塊 口縁～底部1/3底径 ②還元焔 台貼り付け。高台部欠損。体部は直線的に

高さ (5 2) ③灰白(2.5Y8/8) 広がり、口縁部はほとんど外反しない。

第249図 8須恵器 B区740-780G 口径 (14.2) ①砂粒 ・白色粒少旦 鞘鑢成形。輔櫨回転方向不明。底部切り離

PL.81 高台付婉 体部1/6～底部 底径 6. 7 ②還元焔 し後、低い高台を貼り付ける。体部はわず

高さ 5.0 ③灰(5Y6/l) かに丸みをもち、口縁部はやや外反する。

第249図 9須恵器 B区730-790G 口径 ①砂粒 ・白色粒中屈 轍櫨成形。輔櫨回転方向不明。底部回転糸

PL82 高台付境 底部付近小破 底径 (8.0) ②還元焙 切り後高台貼り付け。体部はやや丸みをも

片 高さ (4.1) ③黄灰(25Y5/l) つ。

第249図 10灰釉陶器 B区730-790G口径 (14.0) ①細砂粒少益 輔鑢成形。輛櫨回転方向不明。体部はわず

PL82 口縁1/4 底径 ②還元焔 かに丸みをもち、口縁の端部は外反する。

高さ (2.5) ③灰白(5Y7/2) 釉は内外全面に掛かる。
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第 5節遺構外出土の遺物

慢堕巴 N(l 種別 残出土存位状置態
計測値

①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考
図版番号 器種 (cm) 

第249図 11 土師器 B区740-760G 口径 (10 8) ①砂粒中雇 コの字口縁。体部外面箆削り。口縁部内外

PL.82 小型甕 口縁付近1/4 底径 ②普通 面横撫で。

高さ (5 0) ③灰褐（7.5YR4/2)

第249図 12 土師器 B 区730~790G 口径 12.1 ①砂粒・白色粒少益 胴部は丸みをもつ。口縁部は短く、外傾す

PL82 小型甕 口縁～胴部1/3底径 ②普通 る。胴部外面箆削り、内面箆撫で。口縁部

高さ (11.3) ③灰黄褐（10YR6/2) 内外面横撫で。

第250図 13 土師器 B区730-820G 口径 (21.2) ①砂粒少望 口縁部はやや甘いコの字形。胴部外面箆削

PL82 甕 口縁部小破片 底径 ②普通 り。胴部内面箆撫で。

高さ (5.5) ③にぶい橙（75YR6/4) 

第250図 14 土師器 B区730-820G 口径 （19.2) ①砂粒 ・赤色粒中鼠 口縁部はやや甘いコの字形。胴部外面箆削

PL82 甕 口縁部1/4 底径 ②普通 り。胴部内面上部に指押さえの跡が残る。

高さ (7 0) ③明黄褐（10YR6/6)

第250図 15 土師器 B区730-820G 口径 (17 6) ①砂粒 ・赤色粒少星 口縁部はコの字形。胴部外面箆削り。胴部

PL.82 甕 口縁1/5～体部 底径 ②普通 内面箆撫で。口縁部内外面横撫で。

破片 高さ (8 6) ③橙(5YR6/6)

第250図 16土師器 B区730-820G 口径 ①砂粒 ・赤色粒中凪 胴部は丸みをもって立ち上がる。台部は大

PL.82 台付甕 台部4/5～胴部 底径 (10.0) ②普通 きく外反して開く。胴部外面箆削り。台部

破片 高さ (8 9) ③にぶい橙(7.5YR6/4) 内外面横撫で。

第250図 17土製品 B区 狭径 (3.5) ①細砂粒少屈 表面は細かい磨きで平滑にする。孔径0.9

PL.82 紡錘車 1/2 広径 (5 1) ②酸化焔 cm。重さ22.9g。

厚さ 1 6 ③にぶい黄橙(10YR5/4)

第250図 18土製品 B区730-760G上面径 2.1 ①細砂粒少量 紡錘車状だが、用途不明。表面は撫でで調

PL 82 不 明完形 底面径 3.2 ②酸化焔 整。孔径05cm。重さ13lg。

厚さ 1.2 ③にぶい褐(7.5YR6/4)

第250図 19土製品 B区750-780G長さ (3.4) ①細砂粒少蘭 全体に細い。表面の調整は撫でだが、やや

PL.82 土 錘ほぼ完形 径 0sxo 8 ②酸化焔 粗く凹凸が多い。

重さ 1 9g ③にぶい橙(5YR6/4)

第250図 20土製品 B区740-750G長さ (3.9) ①細砂粒少且 全体に細い。表面の調整は撫でだが、やや

PL 82 土 錘完形 径 09X0.8 ②酸化焙 粗く凹凸が多い。

重さ 2.3g ③にぶい橙（75YR6/4) 

第250図 21土製品 Hl4年度表土 長さ (3.6) ①砂粒 ・赤色粒中屈 中央部に最大径。両端部が細くなる。表面

PL82 土 錘 2/3 径 2.2X2.l ②酸化焔 は撫でで平滑。

重さ 16.3g ③にぶい橙（7.5YR6/4)

第250図 22土製品 B区740-760G長さ (4.2) ①砂粒少量 大型の土錘。中央部に最大径。表面は撫で。

PL.82 土 錘端部一部欠 径 2.3X2.l ②酸化焔

重さ 17.5g ③にぶい橙（75YR7/3) 

第250図 23陶 器 B区740-760G 口径 (10.0) ①細砂粒少輩 鞘櫨成形。内面に褐釉。

PL.82 灯明皿 1/2 底径 3 8 ②焼き締め

高さ 2.5 ③にぶい橙(lOYR7/4) 

第250図 24土 器 B区730-760G 口径 (33.2) ①砂粒 ・白色粒少星 輔櫨成形。上面と体部外面とに細かい格子

PL.82 火消し壺 小破片 底径 (29 6) ②還元焔 文を同心円状に施す。

の 蓋 高さ 3 9 ③オリーブ黒(75Y3/2) 

第251図 25 瓦 B区表土 長さ (14 8) ①砂粒 ・白色粒やや多い 凸面無調整。凹面縦方向撫で。粘土板を折っ

PL82 十能瓦 小破片 幅 (9 7) ②還元焙 て成形。

厚さ 1.3 ③オリープ黒(5Y3/l)

第250図 26石 器 B区740-770G長さ 6 6 砂岩 表面が欠けている面が多く、 3面の使用面

PL82 砥 石 幅 6 2 が残る。重さ190.6g。

最大厚 4.0 

第251図 27石 器調査区外 長さ (7 9) 頁岩 片方の刃部は欠損。刃は使用により摩滅し

PL82 打製石斧 一部欠 幅 6 0 ている。重さ78.7g。

最大厚 1 3 

第251図 28石 器 Hl4年度表土 長さ (9 7) ホルンフェルス 片方の刃部は欠損。刃は使用により摩滅し

PL82 打製石斧 一部欠 幅 5 7 ている。重さ104.4g。

最大厚 1 7 

第251図 29石 器 B区750-SOOG長さ (1. 9) チャート 有茎の石鏃。重さ1.2g。

PL82 石 鏃先端欠 幅 1 6 

最大厚 0 5 

第251図 30石 器 B区730-780G長さ 11.9 多孔質安山岩 上面に 3カ所の凹みがある。重さ924.lg。

PL83 凹 石完形 幅 10 1 

厚さ 5.9 
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挿図番号
Nu 種器 別種 残出土存位状置態

計測値
①胎土②焼成③色調 器形 ・技法等の特徴 備 考

図版番号 (cm) 

第251図 31 石 器 調査区外 長さ (12.9) 安山岩 裏面は凹み石として使用されている。重さ

PL83 石 皿 小破片 幅 (9.1) 470.3g。

厚さ 3 8 

第251図 32 縄文土器 B 区74o~s10G 残存高 (5.0)①細砂粒中輩 口縁部外反。小突起。波頂部に円形の刺突 後期堀之内

PL83 深 鉢口縁部片 厚さ 1 3 ②普通 文を起点に横位に沈線が巡る。

③にぶい黄橙(10YR7/3)

第251図 33 縄文土器 B区表採 残存高 (80) ①細砂粒中絨 表裏面摩滅。波頂部下に径 2cm程の孔。孔 後期堀之内

PL83 深 鉢 口縁部 ・突起 厚さ 1 1 ②普通 を囲むように沈線を施文。

③にぶい黄橙(10YR7/4)

第251図 34 縄文土器 B区730-SOOG残存高 (7.9)①粗砂粒中最 沈線により区画、区画は渦巻か。区画内に 後期称名寺

PL.83 深 鉢 胴部片 厚さ 1.0 ②普通 LR縄文を施文。

③黄灰(2.5Y4/l)

第251図 35 縄文土器 B区750-790G残存高 (99) ①細砂粒中屈 深い沈線により区画。 後期

PL83 深 鉢 胴部片 厚さ 1.0 ②良好

③灰白(2.5Y8/2)
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第 1節 群馬県細谷南遺跡における自然科学分析

1.細谷南遺跡の土層とテフラ

1.はじめに

群馬県域とその周辺に分布する後期更新世以降に

形成された地層の中には、赤城、榛名、浅間など北

関東地方とその周辺の火山、中部地方や中国地方さ

らには九州地方などの火山に由来するテフラ（火山

砕屑物，いわゆる火山灰）が多く認められる。テフ

ラの中には、噴出年代が明らかにされている示標テ

フラがあり、これらとの層位関係を遺跡で求めるこ

とで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知

ることができるようになっている。

そこで、年代が不明な土層が検出された細谷南遺

跡においても、地質調査を行い土層層序を記載する

とともに、テフラ検出分析を行って示標テフラの層

位を把握し、土層の年代に関する資料を収集するこ

とになった。調査分析の対象となった地点は、 E区

西地点、 E区中央地点、 C区の 3地点である。

2.土層層序

(1) E区西地点

下位より灰色土（層厚 5cm以上）、暗灰色土（層厚

14cm)、暗灰色粘質土（層厚 8cm)、桃灰色粗粒火山

灰層（層厚 2cm)、若干色調が暗い灰色土（層厚 5cm)、

灰褐色土（層厚 3cm)、灰色作土（層厚11cm)が認め

られる（図 1)。

(2) E区中央地点

下位より黒色粘土層（層厚 7cm)、灰色砂層（層厚

3 cm)、黒灰色粘土層（層厚 8cm)、暗灰色粘質土（層

厚31cm)、黒灰色粘質土（層厚 7cm)、成層したテフ

ラ層（層厚3.8cm)、色調がとくに暗い暗灰色砂質土

（層厚 2cm)、暗灰色砂質土（層厚12cm)、灰色砂質

株式会社古環境研究所

土（層厚11cm)、灰褐色土（層厚13cm)、灰色作土（層

厚 7cm)が認められる（図 2）。これらのうち成層し

たテフラ層は、下部の灰色粗粒火山灰層（層厚3cm) 

と、上部の桃灰色粗粒火山灰層（層厚0.8cm)からな

る。ここでは、このテフラ層の直下から凹凸が検出

されている。

(3) C 区

下位より暗灰色土（層厚 8cm以上）、灰色砂質土（層

厚11cm)、灰色作土が認められた（図 3)。

3.テフラ検出分析

(1) 分析試料と分析方法

テフラの降灰層準を把握するために、上述2地点

の土層断面から採取された試料8点について、テフ

ラ検出分析を行った。分析の手順は、次の通りであ

る。

1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80° Cで恒温乾燥。

4)実体顕微鏡下で観察し、テフラ粒子の量や特徴

を把握。

(2) 分析結果

テフラ検出分析の結果を表 lに示す。 E区西地点

では、試料3に発泡がさほど良くない白色軽石（最

大径1.8mm)や、スポンジ状に比較的良く発泡した灰

白色軽石（最大径1.3mm)が少量含まれている。前者

の班晶には角閃石や斜方輝石が、後者の班晶には斜

方輝石や単斜輝石が認められる。試料1には、比較

的良く発泡した淡褐色軽石（最大径2.0mm)が多く含

305 



第 5章 自然科学分析

まれている。この軽石の班晶には、斜方輝石や単斜

輝石が認められる。

E区中央地点では、試料2にスポンジ状に比較的

良く発泡した灰白色軽石（最大径2.0mm)が比較的多

く含まれている。軽石の班晶には、斜方輝石や単斜

輝石が認められる。試料 lには、発泡がさほど良く

ない白色軽石（最大径2.4mm)が少量含まれている。

軽石の班晶には、角閃石や斜方輝石が認められる。

4.考察

テフラ検出分析により検出された軽石のうち、灰

白色軽石については、その岩相から 4世紀中葉＊ 1に

浅間火山から噴出した浅間C軽石 (As-C,荒牧，

1968,新井， 1979) に由来すると考え られる。また

白色軽石については、その岩相や本遺跡とテフラの

分布関係などから、 6世紀初頭に榛名火山から噴出

した榛名ニツ岳渋川テフラ (Hr-FA,新井， 1979,

坂口， 1986,早田， 1989,町田・新井， 1992)に由

来すると考えられる。さらに淡褐色軽石については、

その岩相から1108（天仁元）年に浅間火山から噴出

した浅間Bテフラ (As-B,荒牧， 1968,新井， 1979)

に由来すると考えられる。

したがって、 E区西地点では、試料3付近にAs-C

やHr-FAの降灰層準があると考えられる。そして試

料 1のテフラ層は、 As-Bに同定される。 E区中央地

点では、試料2付近にAs-C、試料1付近にHr-FAの

降灰層準があると考えられる。そして、その上位の

成層したテフラ層は、 As-Bに同定される。

• 1 現在では 4世紀を遡るとする説が有力になっ

ているようである（たとえば，若狭，2000）。しかし、

具体的な年代観が示された研究報告例はまだない。

現段階においては「3世紀後半」あるいは「 3世紀

終末」と考えておくのが妥当なのかも知れないが、

土器をもとにした考古学的な年代観の変更について

は、考古学研究者による明確な記載を待ちたい。

文献
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若狭 徹 (2000)群馬の弥生土器が終わるとき．かみつけの里博

物館編「人が動く • 土器も動く一古墳が成立する頃の土器の交

流」，p.41-43

5.小結

細谷南遺跡において、地質調査と

テフラ検出分析を行った。その結果、

下位より浅間C軽石 (As-C, 4世紀

中葉＊1)、榛名ニッ岳渋川テフラ

(Hr-FA, 6世紀初頭）、浅間Bテフ

ラ (As-B,ll08年）などが検出され

た。

表 1 テフラ検出分析結果

地点 試料 軽石の量

E区西 1 +++ 
3 + 
5 

7 

E区中央

軽石の色調

淡褐

白，灰白

軽石の最大径

2.0 

1.8,1.3 

1 

2 

3 

4 

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，

ー ：認められない．最大径の単位は，mm.

＋
 ＋＋ 

白

灰白

4

0

 

．
．
 

2

2
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2.細谷南遺跡におけるプラント・オパール分析

1.はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分で

ある珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石（プラント ・オパール）となって

土壌中に半永久的に残っている。プラント ・オパー

ル分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出して

同定 ・定量する方法であり、イネの消長を検討する

ことで埋蔵水田跡の検証や探査が可能である（杉山，

2000)。

2.試料

試料は、 E区西地点、 E区中央地点、 C区の 3地

点から採取された計5点である。試料採取箇所を分

析結果の柱状図に示す。

3.分析法

プラン ト・オパールの抽出と定量は、 プラント ・

オパール定量分析法（藤原，1976) をもとに、次の

手順で行った。

l)試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2)試料約 1gに対し直径約40μmのガラスビーズ

を約0.02g添加（電子分析天秤により0.1mgの精

度で秤量）

3) 電気炉灰化法 (550℃ • 6 時間）による脱有機物

処理

4)超音波水中照射 (300W• 42KHz • 10分間）によ

る分散

5)沈底法による20μm以下の微粒子除去

6)封入剤（オイキット）中に分散してプレパラー

ト作成

7)検鏡 ・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来するプラン

ト・オパールをおもな対象とし、 400倍の偏光顕微鏡

下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上に

なるまで行った。これはほぼプレパラート 1枚分の

精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個

数に、計数されたプラント ・オパールとガラスビー
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ズ個数の比率をかけて、試料1g中のプラント・オ

パール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮

比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あた

りの植物体乾重、単位： 1o-5g)をかけて、単位面積

で層厚 1cmあたりの植物体生産量を算出した。イネ

（赤米）の換算係数は2.94（種実重は1.03)、ヨシ属

（ヨシ）は6.31、ススキ属（ススキ）は1.24、タケ

亜科（ネザサ節）は0.48である。

4.分析結果

水田跡（稲作跡）の検討が主目的であることから、

同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科の主要な 5分類群に限定した。これ

らの分類群について定量を行い、その結果を表 1お

よび図 1に示した。

5.考察

(1) 水田跡の検討

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般

にイネのプラント ・オパールが試料1gあたり5,000

個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作

が行われていた可能性が高いと判断している（杉山，

2000)。ただし、密度が3,000個／g程度でも水田遺構

が検出される事例があることから、ここでは判断の

基準を3,000個／gとして検討を行った。

1) E区西

As-Bの直上層（試料1)と直下層（試料2)につ

いて分析を行った。その結果、両試料からイネが検

出された。密度はいずれも3,700個／gと比較的高い

値である。したがって、これらの層準では稲作が行

われていた可能性が高いと考えられる。

2) E区中央

As-B直下層（試料1)について分析を行った。そ

の結果、イネが4,500個／gと比較的高い密度で検出



された。したがって、同層では稲作が行われていた

可能性が高いと考えられる。

3) C 区

As-B混層（試料1)とその下層（試料2)につい

て分析を行った。その結果、両試料からイネが検出

された。このうち、 As-B混層（試料1)では密度が

3,000個／gと比較的高い値である。したがって、同

層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられ

る。試料2では、密度が1,500個／gと比較的低い値

である。イネの密度が低い原因としては、稲作が行

われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が

速かったこと、洪水などによって耕作土が流出した

こと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、

および上層や他所からの混入などが考えられる。

(2) 堆積環境の推定

ヨシ属は湿地的なところに生育し、ススキ属やタ

ケ亜科は比較的乾いたところに生育している。この

ことから、これらの植物の出現状況を検討すること

によって、堆積当時の環境（乾燥 ・湿潤）を推定す

ることができる。おもな分類群の推定生産量による

と、イネ以外の分類群ではすべての試料でヨシ属が

卓越していることが分かる。

以上のことから、 As-B直下層の堆積当時は、ヨシ

属などが生育する湿地的な環境であったと考えら

れ、そこを利用して水田稲作が行われていたと推定

される。なお、稲作の開始以降もヨシ属が多く見ら

れることから、水田雑草などとしてヨシ属が生育し

ていたことや、休閑期間中にヨシ属が繁茂していた

こと、施肥などの目的でヨシ属が水田内に持ち込ま

れたことなども想定される。

6.まとめ

プラント ・オパール分析の結果、浅間Bテフラ

(As-B, 1108年）直下層からはイネが多量に検出さ

れ、稲作が行われていた可能性が高いと判断された。

当時の遺跡周辺は、ヨシ属などが生育する湿地的な

第 1節 群馬県細谷南遺跡における自然科学分析

環境であったと考えられ、そこを利用して水田稲作

が行われていたと推定される。

文献
杉山真二 (2000)植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植

物学．同成社，p.189-213.

藤原宏志（1976)プラント ・オパール分析法の基礎的研究（1）ー数

種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法ー．考古学と自然

科学， 9,p.15-29. 

藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント ・オパール分析法の基礎的

研究(5)ープラント・オパール分析による水田址の探査ー．考古

学と自然科学，17,P. 73-85. 
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図l 細谷南遺跡におけるプラント・オパール分析結果
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第 2節群馬県細谷八幡遺跡の火山灰分析

1.はじめに

関東地方北西部に分布する後期更新世以降に形成

された地層の中には、浅間、榛名、赤城など北関東

地方とその周辺の火山、中部地方や九州地方などの

火山に由来するテフラ（火山砕屑物，いわゆる火山

灰）が多く認められる。テフラの中には、噴出年代

が明らかにされている指標テフラがあり、これらと

の層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代

や遺物包含層の堆積年代などを知ることができるよ

うになっている。

そこで、層位や年代が不明な土層が検出された太

田市細谷八幡遺跡においても、地質調査を行って土

層層序を記載するとともに、採取された試料を対象

にテフラ検出分析や屈折率測定を行って指標テフラ

の検出同定を行い、土層の層位や年代に関する資料

を収集することになった。調査分析の対象地点は、

750-810グリッド、 760-820グリッド、 750-820グリッ

ド、蛇川左岸橋脚部、蛇川左岸橋脚部（南）の 5地

点である。

2.土層の層序

(1) 750-810グリッド

750-810グリッドでは、下位より若干青みがかった

灰色シルト層（層厚4cm以上）、灰色粘土層（層厚15

cm)、褐色泥層（層厚14cm)、砂混じり褐色泥層（層

厚4cm)、灰色粘土層（層厚18cm)、灰色シルト層（層

厚15cm)、灰色粘土層（層厚22cm)、桃灰色粗粒火山

灰層（層厚 2cm)、灰色粘土層（層厚 4cm)、桃色シ

ルト層（層厚2cm)、灰色粘土層（層厚 7cm)、斑晶

の少ない円磨された桃白色軽石を含み層理が発達し

た灰色砂層（層厚57cm,軽石の最大径38mm,礫の最

大径 6mm)、緑色がかった灰色粘土層（層厚21cm)、

黒泥層（層厚21cm)が認められる（図 1)。

株式会社古環境研究所

(2) 760-820グリッド

760-820グリッドでは、下位より若干色調が暗い灰

色粘土層（層厚30cm以上入緑灰色粘土層（層厚9cm)、

桃白色粗粒火山灰層（層厚2cm)、緑灰色粘土層（層

厚5cm)、桃色シルト層（層厚0.6cm)、緑灰色粘土層

（層厚0.8cm)、暗褐色泥層（層厚 3cm)、緑灰色粘土

層（層厚6cm)、層理が発達した桃灰色砂層（層厚33

cm)、青みがかった灰色粘上層（層厚14cm)、緑色が

かった灰色粘土層（層厚29cm)、黒泥層（層厚19cm)、

鉄分を多く含む黄色粘質土（層厚2cm)、黄白色粘質

土（層厚2cm)、桃色粗粒火山灰層（層厚 8cm)。砂

混じりで若干色調が暗い灰褐色土（層厚 6cm)、灰褐

色砂質土（層厚21cm)、灰色粘質土（層厚13cm)、粗

粒火山灰を多く含む褐色砂質土（層厚14cm)が認め

られる（図 2)。

(3) 750-820グリッド

750-820グリッドでは、下位より緑色がかった灰色

粘土層（層厚17cm)、白色細粒火山灰層（層厚0.8cm)、

灰色粘土層（層厚0.4cm)、桃灰色シルト層（層厚 4

cm)、黒泥層（層厚 2cm)、白色粗粒火山灰層（層厚

0.9cm)、黒泥層（層厚 2cm)、黒灰色泥層（層厚 4cm)、

白色粗粒火山灰混じり黒泥層（層厚10cm)、鉄分を多

く含む黄色粘質土（層厚2cm)、桃白色粘質土（層厚

2 cm)、桃色粗粒火山灰層（層厚 6cm)、若干色調が

暗い灰色砂質土（層厚 6cm入桃灰色粗粒火山灰層（層

厚17cm)、灰色土（層厚12cm)、桃白色粗粒火山灰混

じり灰色土（層厚5cm)、灰色土（層厚 4cm)、黄桃

色粗粒火山灰層（層厚 7cm)、暗灰褐色土（層厚16cm)

が認められる（図 3)。

(4) 蛇川左岸橋脚部

調査区よりさらに下位にあると考えられる地層を

観察できた蛇川左岸橋脚部では、下位より淘汰の良
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い灰色砂層（層厚40cm以上）、灰色シルト質砂層（層

厚20cm以上）、暗褐色泥層（層厚22cm)、白色粗粒火

山灰に富む暗褐色泥層（層厚0.8cm, ところによって

はその 1cm上位に層厚0.3cmの灰色粗粒火山灰：試

料14”)、黒泥層（層厚 6cm)、灰色粘土層（層厚 1cm)、

暗褐色泥層（層厚10cm)、砂混じり暗褐色泥層（層厚

9 cm)、褐灰色泥層（層厚6cm)、砂混じり暗褐色泥

層（層厚llcm)、暗灰褐色シルト層（層厚5cm)、黄

色砂質細粒火山灰層（層厚 2cm)、暗灰褐色シルト層

（層厚5cm)、暗褐色泥層（層厚5cm)、白色の砂と

シルトの互層（層厚56cm)、斑晶を比較的多く含み円

磨された白色軽石混じり黄色砂層（層厚47cm,軽石

の最大径66mm)、灰白色シルト層（層厚13cm)が認め

られる（図 4)。

(5) 蛇川左岸橋脚部（南）

前述の蛇川左岸橋脚部記載地点の数m南の蛇川左

岸橋脚部（南）では、一部の地層をより詳しく観察

することができた（図 5）。ここでは、下位より暗褐

色泥層（層厚4cm以上）、黄褐色砂層（層厚3cm)、

暗褐色泥層（層厚 3cm)、暗灰褐色泥層（層厚5cm)、

暗灰色泥層（層厚3cm)、白色粗粒火山灰層（層厚 2

cm)、暗灰褐色泥層（層厚 3cm)、黄色細粒火山灰層

（層厚0.3cm)、暗灰褐色泥層（層厚17cm)が認めら

れる。これらのうち、白色粗粒火山灰層には何らか

の作用による乱れが認められる。

3.テフラ検出分析

(1) 分析試料と分析方法

上述の 5地点においてテフラ層ごと、あるいは基

本的に 5cmごとに設定採取された試料などのうち、

42点を対象にテフラ検出分析を行った。分析の手順

は次の通りである。

1)試料10gを秤量。

2)超音波洗浄により泥分を除去。

3) 80℃で恒温乾燥。

4)実体顕微鏡により、テフラ粒子の量や特徴を観

察。
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(2) 分析結果

テフラ検出分析の結果を表 1に示す。 750-810グ

リッドでは、試料17と試料16に軽石が含まれている。

これらのうち試料17には白色軽石（最大径3.Imm)が

比較的多く含まれており、火山ガラスにもその細粒

物が認められる。軽石の斑晶には斜方輝石が認めら

れる。試料16にも、試料17と同様の軽石や火山ガラ

スが含まれている。試料5には灰色岩片（最大径1.

9mm)が比較的多く含まれており、火山ガラスとして

白色の軽石型ガラスが少量認められる。重鉱物とし

ては斜方輝石が認められる。それらの間にある試料

10が採取されたシルト層には、無色透明の軽石型や

バブル型の火山ガラスが比較的多く含まれている。

試料 lの軽石の斑晶には、角閃石や斜方輝石が認め

られる。

760-820グリッドでは、試料15に灰色岩片（最大径

1.8mm)が比較的多く含まれており、火山ガラスには

白色の軽石型ガラスが少量認められる。重鉱物とし

ては斜方輝石が認められる。それより上位の試料4

にかけては、とくに特徴的なテフラ粒子は検出され

なかった。

750-820グリッドでは、試料13に比較的多くの灰白

色軽石型ガラスが含まれている。重鉱物としては、

普通角閃石やカミングトン閃石などの角閃石や斜方

輝石が認められる。また試料11にも、これらの鉱物

が含まれている。試料5には、とくに多くの無色透

明のバブル型ガラスが含まれている。試料4には、

無色透明の軽石型やバブル型の火山ガラスの量は少

ないものの、 B石英が認められる。試料3は、とくに

斜方輝石や単斜輝石などのmafic鉱物に富んでい

る。試料2では、白色の軽石型の火山ガラスが少量

含まれているほか、分厚い中間型ガラスが多く認め

られる。試料1には斜長石が多く含まれており、重

鉱物として斜方輝石や単斜輝石が認められる。

蛇川左岸橋脚部では、試料14'に透明の軽石型ガラ

スが少量、また試料14”に黄灰色や白色の軽石型ガラ

スが比較的多く含まれている。重鉱物としては、斜

方輝石や単斜輝石が認められる。試料11には、発泡



がさほど良くない黄灰色軽石（最大径3.9mm)や、そ

の細粒物である軽石型ガラスが比較的多く含まれて

いる。重鉱物としては、単斜輝石や斜方輝石のほか、

少量の角閃石が認められる。試料5には、白色や灰

白色の軽石型ガラスが多く含まれている。斑晶には、

斜方輝石や角閃石が認められる。試料1の軽石の斑

晶には、斜方輝石や単斜輝石が認められる。

蛇川左岸橋脚部（南）では、試料2および試料1

に各々白色や無色透明の軽石型ガラスが多く含まれ

ている。斑晶には、角閃石や斜方輝石や認められる。

4.屈折率測定

(1) 測定試料と測定方法

地質調査やテフラ検出分析によりテフラ粒子が認

められた試料のうち、 6点を対象として、テフラ粒

子の屈折率測定を行った。測定には、温度変化型屈

折率測定装置 (RIMS86) を利用した。

(2) 測定結果

屈折率の測定結果を表2に示す。750-810グリッド

の試料17に含まれる火山ガラスの屈折率（n) は

bimodalで、1.498-1. 499と1.501-1. 505のものが認

められる。試料1の軽石の火山ガラスの屈折率（n)

は、1.505-1. 506である。また、 750-820グリッドの

試料5に含まれる火山ガラスの屈折率（n) は、1.

499-1.500である。

蛇川左岸橋脚部の試料11'に含まれる火山ガラス

の屈折率 (n)は、1.514より高い。また試料 1の軽

石に含まれる斜方輝石の屈折率（y）は、1.708-1. 714 

である。さらに蛇川左岸橋脚部（南）の試料1に含

まれる火山ガラスの屈折率（n)は、1.508-1. 511で

ある。

5.考察

分析の対象となった試料のうち、調査区内750-810

グリッドの砂層中に含まれる軽石（試料 1)につい

ては、斑晶が比較的少ないこと、璽鉱物の組み合わ

せ、火山ガラスの屈折率などから、約3.1~3.2万年

第 2節 群馬県細谷八幡遺跡の火山灰分析

前に赤城火山から噴出したと考えられてきた赤城鹿

沼軽石 (Ag-KP,新井，1962,町田 ・新井， 1992)

に由来すると考えられる。最近では、その年代につ

いて約4.5万年前以前とも推定されている（町田・新

井，2003）。本遺跡周辺では、太田市富沢においてナ

ウマンゾウの臼歯の発見に伴って、 Ag-KPに由来す

る軽石を含む砂層の存在が報告されている（中島，

1978)。今回の分析結果は、その同定を裏付ける資料

を提供するものであろう。

その上位にある750-820グリッドの試料 5にとく

に多く含まれている火山ガラスは、その形態や色調

さらに屈折率などから、約2.4~2.5万年前＊1に南九

州の姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰(AT,

町田・新井， 1976,松本ほか，1987,村山ほか，1993,

池田ほか， 1995) と考えられる。試料4と試料3が

採取された粗粒火山灰層は、各々のテフラ粒子の特

徴から、約2.0~2.4万年前＊1に浅間火山から噴出し

た浅間板鼻褐色軽石群(As-BP Group,新井， 1962,

町田 ・新井，1992,早田，未公表資料）の、室田軽

石 (MP,森山， 1972,早田， 1990)とも呼ばれる下

部と、中 ・上部と考えられる。また試料2に含まれ

る火山ガラスは、その特徴から約1.6~1.7万年前＊1

に浅間火山から噴出した浅間板鼻大窪沢軽石群

(As-Ok Group,中沢ほか，1985,早田， 1996など）

に由来すると考えられる。さらに試料1が採取され

たテフラ層は、その層相やテフラ粒子の特徴などか

ら、約1.3~1.4万年前＊1に浅間火山から噴出した浅

間板鼻黄色軽石 (As-YP,新井， 1962,町田・新井，

1992) と考えられる。

以上のことから、760-820グリッドの試料2に多く

含まれる火山ガラスもATに由来すると考えられ、

試料 lが採取されたテフラ層はMPに同定される。

そして、それより上位の 2層準にあるテフラも、岩

相などから下位よりAs-BPGroup中 ・上部とAs-YP

に由来すると思われる。

Ag-KPに由来する軽石を含む砂層とATの間に層

位がある、750-820グリッドの試料11の白色粗粒火山

灰層については、層相や重鉱物の組み合わせなどか
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ら、約2.5~3万年前（おそらく 3万年前） ＊1に榛名

火山から噴出したと推定されている榛名箱田テフラ

(Hr・HA，早田， 1996など） ＊2に同定されよう。

一方、Ag-KPを含む砂層より下位のテフラについ

ては、多くの堆積が認められたものの、約4.1万年

前＊ 1に榛名火山から噴出した榛名八崎軽石 (Hr-

HP,新井， 1962,大島， 1986,約 5万年前：町田・

新井， 2003)、さらに約8.5~9.0万年前に阿蘇カルデ

ラから噴出した阿蘇4テフラ (Aso-4,町田ほか，

1985,町田・新井， 2003など）や、約5.5万年前以前

に大山火山から噴出した大山倉吉軽石(DKP，町田・

新井，1979,2003) など特徴的な指標テフラが検出

されなかったこと、さらに後期更新世前半の赤城火

山起源のテフラに関する岩石記載学的特徴記載例の

不足などから、高精度の同定は難しい状況であった。

比較的粗粒のテフラ粒子については赤城火山など近

辺に位置する火山、細粒のテフラは比較的遠方の火

山に由来する可能性が考えられる。それらのより具

体的な同定に関しては、今後遺跡周辺でのテフラに

関する調査分析に期待したい。

6. まとめ

太田市細谷八幡遺跡において、地質調査、テフラ

検出分析、屈折率測定を行った。その結果、下位よ

り榛名箱田テフラ (Hr-HA,約 3万年前＊1)、姶良Tn

火山灰(AT,約2.4~2.5万年前＊1)、浅間板鼻褐色軽

石群 (As-BPGroup,約2.0~2.4万年前＊I) の下部

および中 ・上部、浅間大窪沢軽石群（As-OkGroup, 

約1.6~1.7万年前＊1)、浅間板鼻黄色軽石（As-YP,

約1.3~1.4万年前＊l) を認めることができた。 Hr-

HAの下位には、 Ag-KP起源の軽石を含む砂層の堆

積が認められ、さらにその下位からも複数のテフラ

層を検出した。

* 1 放射性炭素（14C)年代．

• 2 1980年代後半には、故新井房夫群馬大学名誉

教授により八崎火山灰(HA)と呼ばれていたようで

あるが（たとえば群馬県北橘村教育委員会ほか，
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1986,新井， 1989)、名称上、八崎軽石(Hr-HP，新井，

1962) との識別が難しいことから、早田 (1996) は

標式地の名称を使って榛名箱田テフラ (Hr-HA)と

呼んでいる。
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表 1 テフラ検出分析結果

地 点 試料

750-810グリッド 1 

2 

3 

4 

5 

8 

10 

14 

16 

17 

18 

20 

22 

24 

軽石 ・スコリア

量 色調 最大径

火山ガラス

量 形態 色調

十

＋ 

＋ 

＋ 

＋＋ 

＋ 

＋ 白 4.1 ＋＋ 

＋＋ 白 3.1 ＋＋ 

++ 
＋ 

pm 白，透明

pm 透明

pm 白

pm 透明

pm〉bw 透明

pm 白，透明

pm 白

pm 白

pm 白

bw 透明

その他

ho〉opx

opx，灰色岩片

opx 

760-820グリッド 4 ho 

6 (ho) 

8 (ho) 

10 (ho) 

12 (ho) 

14 

15 ＋ pm 白 opx，灰色岩片

750-820グリッド 1 opx,cpx.p]に富む

2 ＋ pm 白 分厚いglに富む

3 opx,cpx 

4 ＋ pm〉bw 透明 B石英混じり
5 ++++ bw 透明

6 ＋＋ bw 透明

11 ho(cm)〉opx

13 ＋＋ pm 灰白 ho(cm), opx 

15 ＋ pm 透明 ho 

蛇／1|左岸橋脚部 1 opx〉cpx

3 ＋ pm 白 ho 

5 +++ pm 白〉灰白 opx,ho 

8 ＋＋ pm 灰白，白 opx ， ＋ pm 灰白，白 (ho,opx) 

11 +++ 黄灰 3.9 ＋＋ pm 黄灰 cpx,opx,(ho) 

14" ＋＋ pm 黄灰〉白 opx〉cpx

14' ＋ pm 透明 opx,cpx 

16 

19 ＋ pm 白 opx,ho 

蛇／1|左岸橋脚部（南） 1

2

 

m

m

 

p

p

 

＋

＋

 

＋

＋

 

＋

＋

 

白，透明 ho 

白，透明 ho〉opx

＋＋＋＋ ：とくに多い，＋＋＋ ：多い，＋＋ ：中程度，＋ ：少ない，ー ：認められない．最大径の単位は， mm.

Bw:バブル型，pm:軽石型． opx:斜方輝石， cpx:単斜輝石， ho:角閃石，pl:斜長石．重鉱物の（）は量が少ないこ

とを示す．
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表2 屈折率測定結果

地 点 試料 火 山 ガ ラ ス (n) 斜 方 輝 石 （y)

750-810グリッド 1 1. 505-1. 506 

17 1. 498-1. 499, 1. 501-1. 505 
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・---

750-820グリッド 5 1. 499-1. 500 
--------------------------------------------------------・-------・----------------------------------------------------------------------------------------------

蛇／1|左岸橋脚部 1 - 1. 708-1. 714 

11' 〉1.514 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------・---・ 

蛇川左岸橋脚部 （南） 1 1. 508-1. 511 

測定は、温度変化型屈折率測定装置 （RIMS86)による．

゜
cm 

I I 
Y Y Y Y 

Y Y Y 

AT基底

゜
cm 

● _ 遺構確認面

As-YP 

ロ
ロ
」
三
こ

□冒
□ロロロロニロ]

. . 
1---―→  軽石

粗粒火山灰

As-BP Group中・上部

50 

100 

150 

200 

医l

(Ag-KP起源）

750-810グリッドの土層柱状因

数字はテフラ分析の試料番号

50 

100 

l50 

200 

l

3

 

□
y

y

y

 

冒
冒
ロ
ロ

因2

As-BP Group下部 (MP)

AT 

灰

土

山

色

土

火

褐

色

土

畔

麟

疇

韮

紅

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

泥

砂

シルト

760-820グリッドの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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As-BP Group中・上部
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As-BP Group下部 (MP)
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15 

750-820グリッドの土層柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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図4 蛇川左岸橋脚部の地質柱状因

数字はテフラ分析の試料番号

図5 蛇川左岸橋脚部（南）の地質柱状図

数字はテフラ分析の試料番号
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第3節 細谷八幡遺跡出土馬骨

はじめに

細谷八幡遺跡は，群馬県太田市細谷町に所在する。

国道354号線太田バイパス改良事業に伴う発掘調査

が，（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団により平成

15 (2003)年1月～同年3月にかけて行われた。本

遺跡のA-37号土坑 • A-43号土坑 • B-41号土坑の 3

基の土坑より，近世の馬（ウマ） ［Equus caballus] 

の骨が出土したので以下に報告する。

群馬県出土獣骨の内，（財）群馬県埋蔵文化財調査

事業団の報告書を調べたデータベースが本報告者に

より作成されているが，馬（ウマ）が一番多く出土

していることが判明している。そのデータによると，

馬（ウマ）は51遺跡 ・牛（ウシ）は20遺跡 ・鹿（シ

カ）が12遺跡 ・猪（イノシシ）が9遺跡であり，圧

倒的に馬（ウマ）の出土例が多い（楢崎，2005)。

出土馬骨は水洗及び清掃後，できる限りの接着復

元を行い，観察・計測 ・写真撮影を行った。なお，

獣骨の計測は，某本的にフォン ・デン ・ドリーシュ

の方法(vonden DRIESCH, 1976)に従った。また，

獣骨の出土部位図は， 樽野 (1986) を用いた。

馬の年齢区分は，市井 (1943) に従い，1歳～5歳

を幼齢馬 ・6歳～16歳を壮齢馬 ・17歳以上を老齢馬

として分類した。また，馬の体高は，林田 (1978)

に従い，小型馬は105cm~122cm・中型馬は129cm~138

cmとして分類した。

1. A-37号土坑出土馬骨 （旧37号土坑）

(1) 出土状況 ・埋葬状態

馬骨は，長径約1.54m・短径約73cm・深さ約35cm

の楕円形土坑から出土している。本土坑は，10号溝と

重複しているが，本土坑が溝を切っており，新旧関

係は本土坑の方が新しい。

なお，馬骨の出土状況から，馬骨の頭位は南東で

あり，屈葬で埋葬されたと推定される。
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楢崎修一郎

写真1. A-37号土坑馬骨出土状況（南から撮影）

(2) 出土部位

馬骨の残存状態は比較的良く，ほぼ全身の馬骨が

出土している。

(3) 個体数

馬骨の出土部位特に歯には，重複部位が認められ

ないため，個体数は 1個体であると推定される。

(4) 性別

馬（ウマ）の場合，性別推定は，犬歯の有無及び

寛骨により可能である。本馬骨上下顎骨は犬歯部が

破損しており，犬歯の有無を直接確認することはで

きなかったが，遊離歯として犬歯が検出された。し

たがって，本馬骨の性別は雄（ci'1)であると推定さ

れる。

(5) 死亡年齢

上下顎の小臼歯及び大臼歯は良く咬耗しており，

老齢であることが推定される。上下顎骨を破損する

恐れがあるため，すべての歯を計測することはでき

なかったが，一部の臼歯の歯冠高より，馬の死亡年

齢は，約19歳～20歳の老齢馬であると推定される。

恐らく，長年家畜として使役した馬を丁寧に埋葬

したのであろう。

(6) 古病理

下顎骨の左右M3（第3大臼歯）は，咬耗がすすみ，

歯冠が中央で2つに分離した状態である。なぜ，他

の臼歯がそうならずに一番奥にあるM3がそうなっ

たのかは不明であるが，大変興味深い事例である。
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写真2.A-37号土坑土馬骨（小さいスケールは上下顎，大きいスケールは上下歯）

図1. A-37号土坑出土馬骨出土部位図
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写真3.A-37号土坑出土馬下顎歯の咬耗（左右M3) 

区

M3 

因2.A-37号土坑出土馬下顎歯部位図（咬合面観）
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2. A-43号土坑出土馬骨（旧43号土坑）

(1) 出土状況・埋葬状態

馬骨は，長径約1.55m ・短径約68cm・深さ約52cm

の不整楕円形土坑から出土している。本土坑は，12局

溝と重複しているが，本土坑が溝を切っており，新

旧関係は本土坑の方が新しい。なお，馬骨の頭位は

東であり，屈葬で埋葬されたと推定される。

写真4.A-43号土坑馬骨出土状況（北から撮影）

(2) 出土部位

馬骨は，比較的良好に残存しており，上下顎骨・

四肢骨片が出土している。

(3) 個体数

馬骨の出土部位特に歯には，重複部位が認められ

ないため，個体数は 1個体であると推定される。

(4) 性別

馬（ウマ）の場合，性別推定は，犬歯の有無及び

寛骨により可能である。本馬骨上下顎骨は犬歯部が

破損しており，犬歯の有無を直接確認することはで

きず，遊離歯として犬歯も検出されなかった。また，

寛骨も細片化しているため，本馬骨の性別は不明で

ある。

(5) 死亡年齢

上下顎の小臼歯及び大臼歯は良く咬耗しており，

老齢であることが推定される。上下顎骨を破損する

恐れがあるため，すべての歯を計測することはでき

なかったが， 一部の臼歯の歯冠高より，馬の死亡年

齢は，約19歳～20歳の老齢馬であると推定される。

恐らく，家畜として長年使役した馬を丁寧に埋葬

したのであろう。
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(6) 古病理

本土坑出土馬骨の上下顎臼歯に，かなり激しく進

んだ咬耗が認められた。また，上顎骨には膿瘍も認

められた。

①咬耗

・上顎

本土坑出土馬歯の上顎歯の咬耗の度合いを観察す

ると，全体的に小臼歯部よりも大臼歯部の方が進ん

でいる状態である。大臼歯部の中では， Ml （第 1

大臼歯）よりもM2 （第2大臼歯）が，またM2よ

りもM3 （第3大臼歯）の方が咬耗が進んでいる状

態である。特に，上顎左右M3は，咬耗がかなり進

み，歯冠部がほとんど無くなり歯根部のみになった

状態である。

なぜ，このように小臼歯部よりも大臼歯部が特に，

Ml~M3にかけて咬耗が進んでいるのかは不明で

あるが，大変，興味深い事例である。

・下顎

本土坑出土馬歯の下顎歯の咬耗の度合いを観察す

ると，上顎歯とは反対に全体的に大臼歯部よりも小

臼歯部の方が進んでいる状態である。特に，左右P

2 （第2小臼歯）． P3 （第3小臼歯） •Ml （第 1

大臼歯）は，咬耗が進んだために，歯冠中央部は磨

り減ってしまい歯根のみになった状態である。

なぜ，このように大臼歯部よりも小臼歯部が特に

P2・P3・Mlの咬耗が進んでいるのかは不明で

あるが，大変，典味深い事例である。

②膿瘍

膿瘍は，感染症が原因で顎骨が溶解した状態であ

り，人骨にもしばしば見受けられる古病理である。

本土坑出土馬骨の，上顎左Ml （第1大臼歯）及

びM2 （第2大臼歯）部の顎骨は，膿瘍により溶解

しており，その周りには骨の異常増殖が認められる。

このような状態は，ベイカー＆ブロスウェルの「遺

跡出土獣骨の病気」と同じである (Baker& Broth-

well, 1980)。恐らく，本馬は生前，上顎左側に激し

い痛みをともない，左側で咬むことが非常に困難で

はなかったかと推憫される。
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写真5.A-43号土坑出土馬骨（小さいスケールは上下顎，大きいスケールは上下歯）

図3.A-43号土坑出土馬骨出土部位図
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第3節細谷八幡遺跡出土馬骨

写真6.A-43号土坑出土馬下顎歯の咬耗（左右P3・M2)

図4.A-43号土坑出土馬下顎歯部位区（咬合面観）
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写真7.A-43号土坑出土左上顎骨の膿瘍

3. B-41号土坑出土馬骨（旧50号土坑）

(1) 出土状況・埋葬状態

馬骨は，長径約1.28m ・短径約l.llm ・深さ約32

cmの方形土坑から出土している。本土坑は，18号溝と

重複しているが，本土坑が溝を切っており新旧関係

は本土坑の方が新しい。なお，馬骨の頭位は南東で

あり，屈葬で埋葬されたと推定される。

写真8.B-41号土坑出土馬骨出土状況（東から撮影）

(2) 出土部位

馬骨は，比較的良好に残存しており，上下顎骨 ・

四肢骨片が出土している。

(3) 個体数

馬骨の出土部位特に歯には，重複部位が認められ

ないため，個体数は 1個体であると推定される。
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(4) 性別

馬（ウマ）の場合，性別推定は，犬歯の有無及び

寛骨により可能である。本馬骨上下顎骨は犬歯部が

破損しており，犬歯の有無を直接確認することはで

きず，遊離歯として犬歯も検出されなかった。また，

寛骨も細片化しているため，本馬骨の性別は不明で

ある。

(5) 死亡年齢

上下顎の小臼歯及び大臼歯は良く咬耗しており，

老齢であることが推定される。上下顎骨を破損する

恐れがあるため，すべての歯を計測することはでき

なかったが，一部の臼歯の歯冠高より，馬の死亡年

齢は，約15歳～16歳の壮齢馬であると推定される。

恐らく ，長年家畜として使役した馬を丁寧に埋葬

したのであろう。

(6) 古病理

本土坑出土馬歯の内，下顎右P4（第4小臼歯）は

他の隣接するp3（第3小臼歯）及びMl（第 1大臼

歯）に比して，歯冠が突出しており，咬耗の度合いが

一致しない。実際，この歯に対応する上顎右p4は，

他の歯に比してかなり咬耗しており，舌側面は咬頭

が磨り減りエナメル質が消耗している状態である。



第 3節細谷八幡遺跡出土馬骨

写真9. B-41号土坑出土馬骨（小さいスケールは上下顎，大きいスケールは上下歯）

図5. B-41号土坑出土馬骨出土部位図
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写真10. B-41号土坑出土馬下顎右p4の咬耗

P4 

図6.B-41号土坑出土馬右下顎歯部位因（頬側面観）

表 1．細谷八幡遺跡出土馬歯計測表

上

右

顎

左

遺構名
M嘉3BLIM嘉2BLIM嘉1BLIM:|4BL IM嘉3BLIM:|2BL IM嘉2BLIM:|3BL IM嘉4BLIM嘉1BLIM嘉2BLIM嘉3BL

： ：：三：笠 I2:2:|損：： I五゚：I］]笠叶五4:I：：そ泊：：I：: I :: I3:l；滋：I；:「し
下

右

破損

24 I 24 124.5124.5121.51 23 120.51 22 

22 124_5, -

左

＿」巴I24 
顎

咬耗

五

;/::視l:]：よこ賃望］］琴I:]と］立I4::I：司均：I ：:1:、I::I1:、51::1:: I：立I与：Iぎ］与：I1]:l]苫］芦、5
註2.計測項目は、「MD」（歯冠近遠心径） ・「BL」（歯冠唇頬舌径）を表す。
註3．歯種の、 P2 （第2小臼歯） ．P3 （第3小臼歯） ．p4 （第4小臼歯） ．Ml （第 1大臼歯） • M2 （第 2 大臼歯） • M3 （第 3 大臼歯）を表す。
註4.「咬耗」は、歯の咬耗が進んでおり計測できなかったことを示す。
註5.「破損」は、歯が破損しており計測ができなかったことを示す。
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まとめ

細谷八幡遺跡のA-37号土坑 • A -43号土坑 •B -41

号土坑の 3基の土坑から，近世の馬骨が出土した。

A-37号土坑には，死亡年齢約19~20歳の雄の老馬

が土葬で屈葬の状態で埋葬されていた。本馬歯の下

顎左右M3 （第3大臼歯）は，咬耗により歯冠部が

二分された状態であった。

A-43号土坑には，死亡年齢約19~20歳の性別不明

の老馬が土葬で屈葬の状態で埋葬されていた。本馬

歯の下顎左右P3 （第3小臼歯）及びM3 （第3大

臼歯）は，咬耗により歯冠部が二分された状態であっ

た。また，左上顎骨のMl （第1大臼歯）部とM2

（第2大臼歯）部には膿痛による顎骨の溶解と骨の

異常増殖の古病理が認められた。

B-41号土坑には，死亡年齢約15~16歳の性別不明

の壮齢馬が土葬で屈葬の状態で埋葬されていた。本

馬歯の下顎右P4 （第4小臼歯）は，歯冠が他の歯

に比べて高い状態であり，これに対応する上顎右P

4は激しい咬耗を示している状態であった。

これら 3基とも，老馬及び壮齢馬であることから，

家畜として長い間使役した馬を丁寧に埋葬したもの

と推定される。

表2.細谷八幡遺跡出土馬骨まとめ
土坑名 A-37号土坑 A-43号土坑 B-41号土坑

頭 位 南東 東 南東

埋葬状態 屈葬 屈葬 屈葬

個体数 1個体 1個体 1個体

性 別 子（雄） 不明 不明

死亡年齢 約19~20歳 約19~20歳 約15~16歳

年齢区分 老齢馬 老齢馬 壮齢馬

上顎左右M3の
異常磨耗

古病理
下顎左右M3の 下顎小臼歯の異 下顎右p4の異
異常磨耗 常磨耗 常磨耗

上顎左Ml・M2 
部の膿瘍
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第6章 ま と め

本書では細谷南遺跡、細谷八幡遺跡の発掘調査の

成果を報告した。最後にそれらをまとめておきたい。

細谷南遺跡

細谷南遺跡は西側からのびる台地が低地に移る場

所にあるので、今回の調査区は遺跡の東端部分を調

査したことになるものと思われる。台地上に位置す

る A 区 • D区では古墳時代前期から平安時代の竪穴

住居が濃密に分布していたが、この集落がさらに南

側に延びていることはF区の調査から確認できた。

この低台地は遺跡西側にかなりの面積をもって広

がっているので、遺跡の範囲もかなり広いものと推

定される。実際、群馬県文化財情報システムWEV版

（群馬県教育委員会）に掲載されている遺跡地区で

も、今回の調査区の西側一体、南北約900m、東西約

250mの範囲を細谷南遺跡の範囲としている。その面

積からすれば、今回の調査区は遺跡縁辺部のごく一

部であるにすぎないといえよう。この遺跡が太田市

南部の古代集落遺跡の中で、かなり大規模なもので

あることは間違いないと思われる。

調査した竪穴住居の時期は 3世紀末～4世紀初頭

の30号住居から、11世紀前半の32号住居までであり、

集落の存続期間はかなり長い。集落の最盛期は 9世

紀代であり、その時期の住居は不確実のものを含め

て20軒ある。そのうち 9世紀後半と思われる住居は

10軒なので、ここがピークであることが判明する。

その後は遺構の数は急激に減少する。

掘立柱建物の時期は限定できないが、 2号 ・3号

掘立柱建物は、その他の遺構との切り合い関係によ

り、 7世紀中頃から 9世紀前半の間に収まるもので

ある。 C区にある 6号掘立柱建物以外は形態、方位

共に近似しており、同時期かかなり近い時期のもの

である可能性が高いと推定されるので、とすれば、

本遺跡の掘立柱建物は奈良時代から平安時代初頭の

ものであると思われる。つまり集落の最盛期の少し
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前に建てられたものである。

今回の調査区の東半分は低地となり、そこは水田

などの生産域として利用されていたと思われるが、

水田面が確認できたのはAs-B下面だけであり、そ

れがいつ開田されたのかは明らかではない。この低

地は面積が狭いので、水田域はここに限らなかった

ものと思われる。

細谷八幡遺跡

細谷八幡遺跡は調査区の全域が台地上にあり、細

谷南遺跡とは異なって地形の変化に乏しい。この台

地は西側の細谷合ノ谷遺跡から東側の福沢新田遺跡

まで続いており、そのため本遺跡で調査した集落遺

跡の広がりは、それらの遺跡も含めてかなり広いも

のと思われる。

この遺跡で特徴的なのは、集落の存続時期の短さ

である。竪穴住居は全域で33軒調査したが、時期の

特定できるものは全て 9世紀代であり、そのうち17

軒は 9世紀後半のものである。その他のものもおそ

らく 9世紀後半のものである可能性が高い。とすれ

ば、この集落は 9世紀後半というごく限られた時間

の中のものであることになる。その前後の時期の遺

物は遺構外出土遺物の中にも少ないので、周辺にも

9世紀後半以外の時期の遺構は少ないものと考えら

れる。この集落は平安時代前期の50年間に満たない

時期にだけ形成されていたのであり、存続期間が短

い集落であったといえよう。この点については、隣

接する細谷合ノ谷遺跡、福沢新田遺跡の整理が進行

中であるので、それらの整理結果を踏まえてさらに

考えたいと思う。
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細谷南遺跡 PL. 1 

細谷南遺跡全景 （東上空から）

A区全景



PL. 2 細谷南遺跡

1号住居全景 （南から） 1号住居遺物出土状況 （南から）

1号住居遺物出土状況 （西から） 1号住居掘方遺物出土状況 （東から）

2号住居全景 （南から） 2号住居鼈全景 （西から）

2号住居掘方全景 （南から） 2号住届掘方遺物出土状況 （北から）



細谷南遺跡 PL. 3 

3号住居全景 （西から） 3号住居鼈全景 （西から）

3号住居掘方全景 （西から） 3号住居鼈掘方全景 （西から）

4号住居全景 （南東から） 4号住居鼈全景 （南東から）

4号住居掘方全景 （南東から） 5号住居全景 （南東から）



PL. 4 細谷南遺跡

6号住居全景 （東から） 6号住居掘方全景 （東から）

7号住居全景 （南から） 8号住居全景 （西から）

8号住居掘方全景 （西から） 9局 ・10号住居全景 （北から）

9号住居全景 （北から） 9号住居掘方全景 （北から）



細谷南遺跡 PL. 5 

10号住居全景 （西から） 10号住居鼈全景 （西から）

10号住居掘方全景 （北から） 10号住居鼈掘方全景 （西から）

11号住居掘方全景 （北西から） 12号住居全景 （西から）

12号住居掘方全景 （西から） 12号住居鼈掘方全景 （西から）



PL. 6 細谷南遺跡

13号 ・14号住居全景 （南東から） 13号 ・14号住居掘方全景 （南東から）

15号住居全景 （西から） 15号住届掘方全景 （西から）

15号住居鼈掘方全景 （西から） 16号住居全景 （南東から）

16号住居竃全景 （南東から） 16号住居掘方全景 （南東から）



細谷南遺跡 PL. 7 

17号住居全景 （南東から） 17号住居掘方全景 （南東から）

18号住居掘方全景 （西から） 18号住居竃掘方全景 （西から）

19号・ 23号・ 24号住居全景 （南東から） 19号 ・23号 ・24号住居掘方全景 （南東から）

20号住居掘方全景 （西から） 21号住居掘方全景 （西から）



PL. 8 細谷南遺跡

22号住居全景 （西から） 22号住居掘方全景 （西から）

24号住居全景 （北から） 25号住居断面 （東から）

25号住居全景 （東から） 26号住居 ・1号竪穴状遣構全景 （東から）

26号住居遺物出土状況 （南から） 26号住居遺物No.l出土状況 （南から）



細谷南遺跡 PL. 9 

26号住居 ・1号竪穴状遺構掘方全景 （東から） 27号住居全景 （南から）

27号住居掘方全景 （西から） 28号住居全景 （西から）

28号住居鼈全景 （西から） 28号住居掘方全景 （西から）

ア、

＿ ふ‘

28号住居竃掘方全景 （西から） 29号住居全景 （南から）



PL. 10 細谷南遺跡

30号住居掘方全景 （東から） 30号住居遺物No.2出土状況 （南から）

30号住居P4 （南から） 31号住居全景 （南から）

31号住居遺物No.4出土状況 （北から） 31号住居鼈全景 （西から）

31号住居鼈断面B-B' （西から） 31号住居掘方全景 （南から）



細谷南遺跡 P L. 11 

31号住居竃掘方全景 （西から） 32号住居全景 （西から）

32号住居鼈全景 （西から） 33号住居全景 （西から）

33号住居鼈全景 （西から） 33号住居掘方全景 （西から）

34号住居全景 （南から） 34号住居掘方全景 （北から）



PL. 12 細谷南遺跡

35号住居全景 （北西から） 36号住居全景 （西から）

37号住居全景 （西から） 38号住居全景 （北西から）

32号～38号住居 • 7号掘立柱建物全景 （南から）



細谷南遺跡 PL. 13 

F区全景 （東から）

39号 ・40号住居全景 （東から） 39号住居全景 （東から）

40号住居全景 （東から） 41号住居全景 （西から）



PL. 14 細谷南遺跡

1号掘立柱建物全景 （北西から）

1号掘立柱建物P2 （南から） 1号掘立柱建物P3 （南から）

1号掘立柱建物P4 （南から） 1号掘立柱建物P8 （南から）



細谷南遺跡 PL. 15 

2号 ・3号掘立柱建物全景 （北西から）

2号掘立柱建物P6 （南から） 3号掘立柱建物P3 （南から）

3号掘立柱建物p5 （南東から） 3号掘立柱建物P8 （南から）



PL. 16 細谷南遺跡

1号 ・4号掘立柱建物全景 （空撮） 4号掘立柱建物P4 （南から）

4号掘立柱建物P6 （南から） 4号掘立柱建物P7 （南から）

／ ／ 

5号掘立柱建物全景 （南から） 5号掘立柱建物p1 （南から）

5号掘立柱建物P2 （西から） 5号掘立柱建物p3 （北東から）



細谷南遺跡 PL. 17 

6号掘立柱建物全景 （南東から）

6号掘立柱建物全景 （東から） 6号掘立柱建物P2断面 （南から）

6号掘立柱建物p2 （南から） 6号掘立柱建物P5 （南から）



PL. 18 細谷南遺跡

7号掘立柱建物全景 （南東から）

7号掘立柱建物P2 （南から） 7号掘立柱建物P3 （東から）

7号掘立柱建物P4 （東から） 7号掘立柱建物p5 （東から）



細谷南遺跡 PL. 19 

2号上坑全景 （南から） 3号土坑全景 （西から）

4号土坑全景 （北から） 5 号• 9号土坑全景 （東から）

6号土坑全景 （西から） 7号土坑全景 （南から）

9号土坑全景 （南から） 11号土坑全景 （南から）



PL. 20 細谷南遺跡

13号上坑全景 （東から） 23号土坑全景 （東から）

24号土坑全景 （西から） 26号土坑全景 （東から）

29号土坑全景 （南から） 31号土坑全景 （西から）

32号土坑全景 （東から） 34号土坑全景 （北から）



細谷南遺跡 PL. 21 

49号土坑全景 （南から） 53号土坑全景 （南西から）

54号土坑全景 （南から） 71号土坑全景 （東から）

72号土坑全景 （東から） 73号上坑全景 （東から）

74号土坑全景 （南西から） 75号土坑全景 （南から）



PL. 22 細谷南遺跡

76号土坑全景 （東から） 80号土坑全景 （西から）

81号土坑全景 （西から） 82号土坑全景 （西から）

1号溝全景 （北から） 1号溝全景 （南から）

2号溝全景 （北から） 2号溝全景 （南から）



細谷南遺跡

2号溝全景 （西から）

4号溝全景 （東から）

6号 ・7号溝断面 （西から）

8号溝断面 （南から）

3号溝全景 （南から）

5号溝全景 （東から）

8号溝全景 （南から）

9号溝全景 （西から）

‘‘ 
•ヽ 、 ; ,

PL. 23 



PL. 24 細谷南遺跡

11号溝全景 （南から）

11号溝全景 （北から）



細谷南遺跡 PL. 25 

11号溝断面A-A' （南から） 11号溝遺物出土状況 （南から）

11号溝遺物出土状況 （東から） 11号溝遺物出土状況 （東から）

11号溝遺物出土状況 （北東から） 11号溝遺物出土状況 （東から）

13号溝全景 （北西から） 13号溝全景 （南東から）



PL. 26 細谷南遺跡

14号溝断面A-A' （東から） 15号 ・16号溝全景 （北から）

15号 ・16号溝断面A-A' （南から） 17号溝全景 （北から）

18号溝全景 （北から） 1号井戸全景 （東から）

：斎、9巴可で尺`
： 
O 

さi

よ貨
.、i

•、ぷ 、こ

`” ゞ

2号井戸全景 （西から） 3号井戸全景 （北から）



細谷南遺跡

4局井戸全景 （南から）

6号井戸全景 （東から）

8号井戸全景 （東から）

10号井戸全景 （南から）

5号井戸全景 （東から）

7号井戸全景 （西から）

9号井戸全景 （南から）

11号井戸全景 （北から）

浸ゑ

PL. 27 

ノ“
ノ 9'



PL. 28 細谷南遺跡

E区北部全景 （西から）

E区北部全景 （東から） As-B堆積部全景 （南から）

？` 必百琴4もお口応芯ー＝

As-B堆積部全景 （東から） As-B堆積部の溝 （南から）



細谷南遺跡

1号住居 出土遺物

PL. 29 

4
 

．
 

10 11 ．
 

2号住居 出土遺物

． 
4
 



PL. 30 

3号住居出土遺物

細谷南遺跡

6号住居出土遺物

4号住居出土遺物

｀
 

9号住居出土遺物

． 
~”べ｀心必笠唸、心9;

3 4 5 

7号住居 出土遺物 8号住居出土遺物

l i 

鼻 ． 
2 

10号住居 出土遺物

4
 

5号住居 出土遺物

2
 

2 1/1 3 1/1 4 1/1 



細谷南遺跡

11号住居 出土遺物

P L. 31 

12号住居出土遺物 13号住届 出土遺物

14号住届 出土遺物

ヽ

• 
15号住居 出土遺物 16号住居出土遺物(1)

4
 

量
4
 

18号住居 出土遺物

一



PL. 32 細谷南遺跡

16号住居出土遺物(2)

17号住居 出土遺物 19号住居出土遺物

21号住届 出土遺物 22号住居 出土遺物

1/2 

• 1/1 



細谷南遺跡

23号住居出土遺物

PL. 33 

24号住居 出土遺物

3
 

26号住居 出土遺物

25号住居 出土遺物

4
 

• 

1/1 

1号竪穴状遺構 出土遺物

4
 

1/1 2 

27号住居 出土遺物

3
 

4
 

28号住居 出土遺物

＇
 

29号住居 出土遺物

5 1/1 



PL. 34 

30号住居出土遺物

細谷南遺跡

4
 

31号住居 出土遺物

1/1 5 

3
 

4
 

1/1 6 1/1 

32号住居出土遺物



細谷南遺跡

33号住居 出土遺物

PL. 35 

34号住居 出土遺物

1/1 I 1/1 

35号住居 出土遺物

4 1/2 

1/1 6
 

36号住居 出土遺物

3 3 

37号住居 出土遺物 38号住居 出土遺物

3
 

39号住居 出土遺物（ 1)



PL. 36 

39号住居 出土遺物(2)

細谷南遺跡

7
 

41号住居出土遺物

2号掘立柱建物 出土遺物

4号掘立柱建物 出上遺物

3号掘立柱建物 出土遺物

10 

4
 

2号士坑出土遺物 7号土坑 出上遺物 10号土坑 出士遺物

＇ 2 9 - 口

］ ！ 2 
-- ----→·-·~--—----..--一

13号土坑 16号上坑
12号土坑 出土遺物 出土遺物 出土遺物 22号土坑出土遺物



細谷南遺跡

23号土坑 出土遣物

PL. 37 

34号上坑出土遺物

［ 
4
 

31号土坑出土遺物

41号土坑 出士遺物

45号土坑出土遺物 49号土坑 出土遺物

6 

I II ! 

1/1 2 1/1 3 

73号土坑出土遺物

1/2 

2
 •• 



PL. 38 

74号土坑出土遺物

細谷南遺跡

1号溝出土遺物

2号溝出土遺物
3号溝

出土遺物

4
 

4
 

4号溝出土遺物

一
3
 

l/1 

6号溝出土遺物

4
 

1/1 

1/2 3 1/2 4
 

7 7 6 1/1 

3 

• IO ， 8 4 2 

II 



細谷南遺跡

7号溝出土遺物

PL. 39 

11号溝出土遺物（ 1)

3
 

4
 

5
 

10 

15 16 

13 14 17 18 

19 20 21 22 

23 24 25 26 



PL. 40 細谷南遺跡

11号溝出土遺物(2)

30 

34 

36 37 

4J 43 

I I 
i 

99^  

｀ 
ー ～

46 47 48 49 

I ;- “‘ ---— 鼻,.--.,翫ヽ—

11 一 膚じ`ら． I i 
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I I 
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鴫
45 50 51 52 53 

54 55 56 57 58 

59 一 60 61 62 63 



細谷南遺跡 PL. 41 

11号溝 出土遺物(3)

． 
64 65 67 68 

． 
66 73 69 70 

74 

71 72 

75 76 78 

77 79 80 81 

82 83 84 

85 86 87 



PL. 42 細谷南遺跡

11号溝出土遺物(4)

88 89 90 

91 92 93 

94 95 96 

97 98 99 

JOO IOI IQ2 103 
-----.. -...._~r..,'  

ムダ；’'｀ `‘ /‘~ ~ 

一
「--

・・
104 105 106 

109 

107 l 08 110 111 



細谷南遺跡

11号溝出土遺物(5)

PL. 43 

113 1/1 115 

1/4 112 114 1/1 116 

1/1 I 18 

13号溝出土遺物(1)

121 

120 

ヽ
4
 

12 



PL. 44 細谷南遺跡

13号溝出土遺物(2)

16 
13 

17 

I I ! -
- 区霜轡ァ

I I 21 22 
14 』—,- -.••,— 

I I I I 
I I 

• 15 18 1/1 19 20 曹~ 23 

14号溝 出土遺物 1号井戸 出土遺物 2号井戸 出土遺物

1/1 

3号井戸 出土遺物

4号井戸 出土遺物

6号井戸 出土遺物

1/1 

1/1 



細谷南遺跡

7号井戸 出土遺物

PL. 45 

9号井戸 出土遺物

13号ピット 出土遺物

10号井戸 出土遺物

7
 

8
 

1/1 3 

78号ピット 出土遺物

103号ピット 出土遺物

104号ピット 出土遺物

95号ピット 出土遺物

106号ピット 出土遺物

1/1 

88号ピット 出土遺物

114号ピット
出土遺物

1/1 



PL. 46 

126号ピット 出土遺物 143号ピッ ト 出土遺物

細谷南遺跡

174号ピット 出土遺物

遺構外出土遺物(1)

1/1 12 1 /-l 13 1/1 14 1/1 15 

8
 

26 27 

lO 

IIJ lt/1 

28 

24 

29 

25 

30 

18 1/1 19 

20 



細谷南遺跡

遺構外出土遺物(2)

PL. 47 

口
31 32 

35 36 37 

34 

39 40 ．． 
As-B下水田耕作土下層出土遺物

1/1 ｀
 

8
 

11 

10 12 14 

13 15 16 17 



PL. 48 細谷八幡遺跡

A区全景 （南東から）

A区全景 （南から） B区を望む （東から）

A-1号住居全景 （東から） A-1号住居鼈全景 （東から）



細谷八幡遺跡 PL. 49 
E守—”‘

A-2号住居全景 （西から） A-2号住居遺物出土状況 （西から）

A-2号住居鼈全景 （西から） A-2号住居掘方全景 （西から）

A-3号住居全景 （東から） A-3号住居遺物出土状況 （東から）

A-4号住居全景 （西から） A-4号住居鼈全景 （西から）



PL. 50 細谷八幡遺跡

A-4号住居掘方全景 （西から） A-4号住居鼈掘方全景 （西から）

A-5号住居全景 （南西から） A-6号住居全景 （西から）

A-6号住居遺物出土状況（西から） A-7号住居掘方全景 （南西から）

A-7号住居鼈掘方全景 （南西から） A-7号住居貯蔵穴



細谷八幡遺跡 PL. 51 

A-8号住居全景 （西から） A-8号住居鼈遺物出土状況 （西から）

A-9号住居掘方全景 （南西から） A-9号住居鼈全景 （南から）

A-9号住居竃遺物出土状況 （東から） A-9号住居貯蔵穴遺物出土状況 （南から）

A-1号土坑全景 （東から） A-2号土坑全景 （東から）



PL. 52 細谷八幡遺跡

濤

A-3号土坑全景 （南から） A-4号土坑全景 （東から）

A-5号土坑全景 （南から） A-6号士坑全景 （東から）

A-7号土坑全景 （南から） A-8号土坑全景 （南から）

A-9号土坑全景 （南から） A-10号土坑断面 （南東から）



細谷八幡遺跡 PL. 53 

A-11号土坑全景 （東から） A-12号上坑全景 （南から）

A-13号土坑全景 （東から） A-14号土坑全景 （北から）

A-15号土坑全景 （東から） A-16号土坑全景 （東から）

A-17号土坑全景 （東から） A-18号土坑全景 （東から）



PL. 54 細谷八幡遺跡

A-19号土坑全景

A-23号土坑全景

（南東から）

（南東から）

• •• .. 鯰．口→心．し

A-25号土坑全景 （北西から）
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止
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ゞ``

A-20号土坑全景

A-24号土坑全景

A-26号土坑全景

（南から）

9' 

（北東から）

（南東から）

A-27号土坑全景 （西から） A-28号土坑全景 （南から）



細谷八幡遺跡 PL. 55 

A-29号土坑全景 （南西から） A-30号土坑全景 （南から）

A-31号士坑全景 （南西から） A-32号土坑全景 （南東から）

A-33号土坑全景 （南東から） A-34号土坑全景 （東から）

A-35号土坑全景 （南西から） A-36号土坑全景 （南から）



PL. 56 細谷八幡遺跡

A-37号土坑馬骨出土状況 （南西から） A-37号土坑全景 （南西から）

A-39号土坑全景 （南から） A-41号土坑全景 （西から）

A-42号土坑全景 （北から） A-43号土坑馬骨出土状況 （北から）

A-43号士坑全景 （南から） A-43号土坑全景 （北から）



細谷八幡遺跡 PL. 57 

A-1号溝全景 （南から） A-2号溝全景 （西から）

A-2号溝断面A-A' （東から） A-2号溝断面B-B' （東から）

A-3 号 • 5 号 • 6号 ・7号溝全景 （北東から） A-3 号 • 5 号 ・ 6 号 • 7号溝全景 （南から）



PL. 58 細谷八幡遺跡

A-5号溝断面c-c' （南東から）

（南から） A-8 号 • 9号溝全景 （南から）

A-10号溝 ・37号上坑全景 （東から） A-11号溝全景 （南から）

A-12号溝 ．43号土坑全景 （東から） A-12号溝断面D-D' （東から）



PL. 59 
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呻土景 （東から）



PL. 60 細谷八幡遺跡

B区中央部全景 （南西から） B区東部遺構確認状況 （南東から）

B-1号住居全景 （南西から） B-2号住居東半部 （西から）

B-2号住居西半部 （西から） B-2号住居鼈全景 （西から）

B-2号住居東半部掘方全景 （西から） B-3号住居全景 （西から）



細谷八幡遺跡 PL. 61 

B-4号住居全景 （西から） B-5号住居全景 （西から）

B-7号住居全景 （南から） B-7号住居鼈全景 （南から）

B-7号住居掘方全景 （南から） B-8号 ・10号住居全景 （西から）

B-10号住居鼈全景 （西から） B-9号住届全景 （西から）



PL. 62 細谷八幡遺跡

B -11号住居全景 （西から） B-12号住居全景 （南西から）

B-13号住居全景 （北東から） B-14号 ・17号住居 B-42号土坑全景 （西から）

B-14局 ・17号住居 B-42号上坑遺物出土状況 （西から） B-14号 ・17号住居 B-52号土坑掘方全景 （西から）

B-6号 ・15号住居全景 （西から） B-6号 ・15号住居遺物出土状況 （西から）



細谷八幡遺跡 PL. 63 

B -15号住居鼈全景 （西から） B-6号 ・15号住居掘方全景 （西から）

B-18号住居全景 （西から） B-19号住居全景 （西から）

B-19号住居遺物出土状況 （西から） B-19号住居鼈遺物出土状況 （西から）

•一

B-19号住居鼈全景 （西から） B-19号住居掘方全景
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B ~20号住居全景 （西から） B-20号住居鼈全景 （西から）

B-20号住居掘方全景 （西から） B-21号住居全景 （南から）

B-22号住居全景 （西から） B-22号住居遺物出土状況 （西から）

B-22号住居鼈全景 （西から） B-22号住居掘方全景 （西から）
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B-36号土坑全景 （南から）

B-38号土坑全景 （西から）
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¥ ¥、

‘
 

`
'
1̀
 

．
 

,
 

r
ー

、

ょ

B-40号土坑全景

¥ ! ,. 

（北から）

＂ヽ

B-37号土坑全景 （東から）

B-39号土坑全景 （東から）

B-41号土坑馬骨出土状況 （東から）

B-5号溝全景 （南から） B-12号溝全景 （北西から）
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翠蜘類図怒醤磁—......... 

恣

B-15号溝全景 （東から） B-16号溝全景 （北から）

B-17号溝全景 （東から）

B-19号溝全景 （南から） 18号溝東半分遺物出土状況 （西から）

B-1号井戸全景 （西から） B-2号井戸全景 （西から）
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C区全景 （南から） C区全景 （北から）

C-1号住居全景 （東から） C-1号住居掘方全景 （東から）

C-1号溝全景 （東から） C-2号溝全景 （南から）

i 

C-1号 ・2号溝断面A-A' （東から） C-3号溝全景 （東から）
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A-1号住居出土遺物

細谷八幡遺跡

A-2号住居 出土遺物

A-3号住居 出土遺物

10 

3
 

A-4号住居 出土遺物

2
 

4
 

3
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A-5号住居出土遺物

PL. 69 

1/2 

A-6号住居 出土遺物

A-7号住居出土遺物

A-8号住居出土遺物(1) 4
 

4
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A-8号住居 出土遺物(2) A-9号住居 出土遺物

A-24号土坑 出土遺物

A-34号土坑出土遺物

A-38号土坑 出土遺物

A-5号溝出土遺物 A-6号溝 出土遺物

1/2 
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B-1号住居出土遺物

PL. 71 

B-2号住居 出士遺物（ 1)

1/1 

10 

14 

15 

7 l/1 

8
 

II 

16 

4
 

4
 

12 

13 

17 
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B-2号住居 出土遺物(2)

細谷八幡遺跡

18 19 

20 

B-4号住居 出土遺物(1)

1/1 24 

1/1 21 l/1 22 1/1 

B-3号住居 出土遺物

23 

4
 

｀ 
10 11 
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B-4号住居 出土遺物(2)

PL. 73 

B-5号住居 出土遺物

B-7号住居 出土遺物

12 
14 

B-6号住届 出土遺物

13 

B-8号住居 出土遺物

10 

3 5 

., 
i l 

7 I 
1/1 ll '1/1 12 

8
 

13 
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B-8号 ・10号住居 出土遺物

細谷八幡遺跡

B-10号住居 出土遺物

B-9号住居 出土遺物

14 

4
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B-11号住居 出土遺物

PL. 75 

4
 

｀ ：： 

6 

B-12号住居 出土遺物

冒冒
B-14号住届 出土遺物

4
 

B-15号住居 出土遺物(1)

• 螂

•• 4
 

10 11 
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B-15号住居 出土遺物(2)

細谷八幡遺跡

12 
． 

14 . 15  

B-17号住居出上遺物 B-18号住居 出土遺物

l 3 

16 

17 17 

18 

18 

B-20号住居出土遺物

B-19号住居出土遺物

3
 

4
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B-21号住居 出土遺物 B-22号住居 出土遺物

1/1 

B-1号土坑 出土遺物 B-6号土坑 出土遺物

B-32号土坑 出土遺物

」1/4x

PL. 77 

B-11号土坑 出土遺物

B-29号土坑

出士遺物

1/1 

B-37号土坑
出土遺物

1/1 



PL. 78 

B-22号上坑 出土遺物

細谷八幡遺跡

B-42号土坑出土遺物

ヽ 一2 1/2 
B-1号粘土採掘坑 出土遺物

B-1号井戸 出土遺物

、

今

-

;、な
さ

i

r' 

久
、
：
＇
~

い々

5

一
、9
4

949~’ 

、',
f

f

 

-

t

”

 

[

『

、

9'

t̂}~ 
『
[ご

‘

、

'

｛

｀

ぶ

～

‘

ヽ

3

、
'
,
4`

 

]

{

ヤ

9

9

ヽ

＇

、

な

ぐ

、

、

‘

’

9

r

,

‘

芯

，`ぷ
匹
Y

f

．
 

鬱• 

4
 

B-2号井戸 出土遺物

10 
B-1号溝出士遺物
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B-5号溝出土遺物

PL. 79 

ヽ

24 25 1/1 

1/1 13 1/1 14 1/1 15 1/1 

1/1 4 1/1 5 1/1 

9 1/1 1 l 1/1 

1/1 20 1/1 2 l l /l 22 

16 l/l 

10 1/1 

6 1/1 

17 1/1 

7 1/1 

18 1/1 

8
 

12 

19 

23 23 
B-6号溝出土遺物

B-10号溝出土遺物

3 3 
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B-15号溝出土遺物

細谷八幡遺跡

B-16号溝出土遺物

一B -17号溝出土遺物

曹
B-18号溝出土遺物

4
 

8 1/1 9 1/1 10 

1/1 11 1/1 12 1/1 

1/1 15 1/1 6
 

17 

19 
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B-20号溝出土遺物

PL. 81 

4
 

7
 

B-21号溝出土遺物

1/1 

1/1 2 

C-1局住居出土遺物 C-1号溝出土遺物

遺構外出土遺物(1)

3
 

、 一

4
 

7
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遺構外出土遺物(2)

細谷八幡遺跡
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遺構外出土遺物(3)

30 31 31 

32 

33 

34 35 

線刻 ・暗文 ・墨書拡大(l/2)

A-4号住居ー 2 B-20号住居ー1

B-15号住居ー 7

B-18号住居ー 1 （外） B-18号住居ー 1 （内） B-15号住居ー 4
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